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はじめに 
 

 

2003 年 10 月、IPTC（国際新聞電気通信評議会）は NewsML 1 の最新バージョンである NewsML 1.2
を公開しました。2005 年 7 月、社団法人日本新聞協会と財団法人日本規格協会は協力して、NewsML 1.2
を JIS 規格（日本工業規格 JIS X 7201:2005）としました。これに合わせて、日本新聞協会技術委員
会 NewsML サポートチームでは、NewsML 1.2で新聞・通信社間でデータ交換する場合のガイドライン
として、日本新聞協会 NewsML（以下、NskNewsML）のレベル 1.2 ガイドラインを公開します。この
解説書は、IPTCが 2003 年 10 月 10 日に公開した “NewsML Version1.2 Functional Specification”の日
本語訳に、日本新聞協会技術委員会「NewsML チーム」及び「NewsML サポートチーム」が解説を加え
たものです。作業としては、日本新聞協会技術委員会 NewsML チームが 2004 年 7 月に作成した
NewsMLv1.2機能仕様書日本語訳（日本新聞協会解説付き）に、NskNewsML レベル 1.2ガイドライン
表、[NskNewsML:1.2 記述形式]などの解説、ツリー図などを NewsML サポートチームが追加したもの
です。 

現在、既にNskNewsML レベル 1 ガイドラインが、新聞・通信社間でデータ交換する場合のガイドラ
インとして利用されています。2001 年 7 月、NewsML チームは、IPTC が 2000 年 10 月に公開した
NewsML の最初のバージョンである NewsML 1.0 をもとに、NskNewsML レベル 1 ガイドラインを公
開しました。共同通信社がこのガイドラインに従って配信を行っているなど、日本では多くの新聞、通信
社が NskNewsML レベル 1 ガイドラインに従って配信を行っています。レベル 1.2ガイドラインが公開
されても、レベル 1 ガイドラインは有効であり、今後もレベル 1 対応システムを開発することを抑制す
るものではありません。 

このように新聞・通信社間でデータ交換する場合、NskNewsML レベル１ガイドラインと NskNewsML
レベル 1.2 ガイドラインの２つのガイドラインが存在することになります。そこで、この解説書では、最
初に、2 つのガイドラインの違いを [NskNewsML レベル 1.2 での仕様変更個所]に記述しました。また、
NskNewsML レベル 1.2ガイドラインは IPTC NewsML1.2に準拠していますが、２つのガイドラインの
互換性をとるために仕様を制限した個所を、[NskNewsML レベル 1 ガイドラインとの互換性をとるため
に仕様を制限した個所]に記述しました。さらに、NskNewsML レベル 1 と NskNewsML レベル 1.2 の
データ交換上の問題についても、[NskNewsML レベル 1 と NskNewsML レベル 1.2 のデータ交換上の
問題]に記述しました。 

この解説書が NewsML1.2、NskNewsML レベル 1.2の理解と普及に役立てば、幸いです。 



 

 

NskNewsML レベル1.2 の基本制限事項 
① NewsML_1.2.dtdを使用し、IPTCの仕様に従って利用する。 

② NskNewsMLレベル1.2でDataContent以下にXMLファイルを記述する場合、下記の制限事項があります。 

・ 日本語の要素名は使用しない。 

・ NewsMLの要素名と同じ要素名を使用しない。 

・ DataContent以下で記述するXMLのDTDについては、外部エンティティとして記述する。 

③ NewsML文書全体は、検証済みであること。 

④ Update要素は使用しない。 



 

 

[NskNewsML レベル 1.2 での仕様変更個所] 

NskNewsML レベル 1.2における NskNewsML レベル 1 との仕様の変更点は、以下となる。 

①DTD が NewsMLv1.0.dtdから NewsML_1.2.dtd に変更になった。 

②以下の 4 つの属性が追加された。 

Comment 要素の FormalName属性 
Comment 要素の Vocabulary属性 
Comment 要素の Scheme属性 
Property 要素の AllowedScheme属性 

（ただし、Property そのものが使用停止の個所は、下位の AllowedSchemeも使用停止とする。） 

③NewsML 要素の Version 属性が追加になった。  

 NskNewsML レベル 1.2 では、必ず、<NewsML Version="1.2">と記述する。 IPTC NewsML 1.2
では、NewsML1.2で追加された機能を使う場合、必ず、Version="1.2"と記述するが、NewsML1.0の
機能のみを使用している場合、Version 属性を省略することも可能。しかし、NskNewsML レベル 1.2
では、常に<NewsML Version="1.2">と記述することにした。 

④NskNewsML レベル 1.2 では、NewsProduct 要素を、必ず、<NewsProduct FormalName= 
"NskNewsML:1.2"/>と記述する。NewsProduct 要素は、IPTC NewsML 1.2では、省略可、繰り返
しありとなっている。しかし、NskNewsML レベル 1.2 では、NskNewsML レベル１同様 NewsML
文書であることの識別に用い、必須で繰り返しなしとする。 

 

[NskNewsML レベル 1ガイドラインとの互換性をとるために仕様を制限した個所] 

IPTC NewsML 1.2（または 1.1）で変更されたが、NskNewsML レベル１との互換性のため、仕様変
更せず、以下の様に制約する。 

①Catalog の Href 属性には、NewsML URN と http URL に加えて、ftpなどの URI も利用可能となっ
た。しかし、NskNewsML レベル１同様、NewsML URN と http URL のみが利用可能とする。Resource
子要素のUrl も同様とする。 

②Party 要素の子要素として、Property 要素が追加となったが、使用停止とする。 

③StatusWillChange要素の複数回の記述が可能となったが、0 回または 1 回の記述とする。 

④DerivedFrom 要素と AssociatedWith 要素の子要素として、FormalName 属性、Vocabulary 属性、
Scheme属性が追加になったが、使用停止とする。 

⑤Creator 要素が繰り返し可能となったが、0 回または 1 回の記述とする。 

⑥Creator 要素と Contributor 要素の子要素として、繰り返し可能な Contribution 要素が追加されたが、
使用停止とする。 

⑦DescriptiveMetadata 要素の子要素として、DateLineDate 要素及び Location 要素が追加されたが、
使用停止とする。 

⑧ByLineTitle 要素が追加されたが、使用停止とする。 

⑨NewsLines要素の下位要素の記述順序が任意となったが、NskNewsML レベル１と同様固定とする。 

⑩SubHeadLine要素の記述回数が任意になったが、0 回または 1 回の記述とする。 

 



 

 

NskNewsML レベル 1 と NskNewsML レベル 1.2 のデータ交換上の問題 

 
１．XML エンジンレベルの問題 

XML エンジンレベルの観点から見ると、NskNewsML レベル 1(NewsML1.0)と NskNewsML レベル
1.2(NewsML1.2)では DTD が異なるため、データ交換を行う場合は双方のシステムがいずれかのガイド
ラインのレベルに合わせることが必要である。 

ただ、複数のシステムから受信するケースなど、データ交換上、システムが両方のガイドラインレベル
に対応することが求められることも想定される。XML をハンドリングするミドルウェアにおいては、
NewsML1.0 と NewsML1.2 は DTD のファイル名が異なるために、まったく別の DTD として解釈され
る。両方のDTD に対応するシステムを構築する場合はその点を考慮する必要がある。 

 

 

２．アプリケーションレベルの問題 

NskNewsML レベル 1 と NskNewsML レベル 1.2 の間のデータ交換においては、アプリケーションレ
ベルの問題についても解決する必要がある。 

NewsML1.2 は NewsML1.0 に対して上位互換性が保たれているため、レベル 1 のデータの、DTD の
宣言、NewsML 要素の Version 属性、NewsProduct要素の FormalName属性の記述を変更することで、
レベル 1.2 に変換することができる。 

逆に、レベル1.2のデータはレベル 1 では表現しきれないため、DTD の宣言、NewsML 要素の Version
属性、NewsProduct 要素の FormalName 属性の記述を変更しただけでは、レベル 1 に変換することは
できない。 

ただし、レベル 1.2 のデータであっても、レベル 1.2に追加された機能を使用していた個所を、NewsML
の Metadata下位階層の Property 要素などに割り当てることによって、レベル 1 に変換することはでき
る。この場合、さらに受信側システムで、そのMetadata下位階層の Property 要素に含めた内容を理解
できるように対応してもらう必要がある。 

 



 

 

 

NskNewsML レベル 1 とレベル 1.2のデータ交換上の概念図 

以下は NskNewsML レベル 1 とレベル 1.2をデータ交換する際の例を図式化したものである。 

 
*NskNewsMLレベル1構築システムからレベル1.2構築システムへ送信する場合 （例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

*NskNewsMLレベル1.2構築システムからレベル1構築システムへ送信する場合 （例） 
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0 利用の手引き 

 

 この文書は、 IPTCが２００３年１０月１０日に公開した NewsML Version1.2 Functional 
Specification を日本語訳したものに、社団法人日本新聞協会技術委員会 NewsML チーム及び NewsML
サポートチームが解説を加えたものである。NewsML の理解の手助けをすることを目的として原文のみ
では理解が難しい部分についてIPTCの見解に沿った最新の解説を補足している。 

なお、機能仕様書の日本語訳には誤りが含まれている恐れがあり、英語版のみを公式な仕様とする。 

 

日本新聞協会「NewsMLチーム及び NewsMLサポートチーム」が加筆した個所について、この解説書
の説明を記述する。 

１．第５章「NewsMLの機能」 

[ツリー図] 

「NewsMLv1.2.DTD」を元に、該当要素についてのツリーを図にしたもの。要素名の左にある記号はDTD
に規定されているもの。NewsMLv1.1、NewsMLv1.2で追加された要素、属性については、その旨を表記す
る。 

要素名の右にある記号は日本新聞協会（NSK）NewsMLレベル1.2で規定したもので、その意味は下記
[NskNewsML:1.2記述形式]を参照すること。 

 

[NSK解説] 

「機能仕様書 日本語版」をわかりやすく解説したもの。 

 

 [NewsML 仕様の変更点：NewsML v1.1] 

NewsML v1.0とNewsML v1.1との差分情報。 

 

[NewsML 仕様の変更点：NewsML v1.2] 

NewsML v1.1とNewsML v1.2との差分情報。 

 

[コラム] 

ポイントとなる解説を“コラム”という形で解説しています。 

 

[NskNewsML:1.2記述形式] 

日本新聞協会（NSK）NewsMLレベル1.2での要素と属性の利用規定と利用例。 

◎‥必須：NewsML文書を交換する上で、なければならないもの。必須の要素や属性のないNewsML文
書はエラーである。 

○‥省略可：NewsML文書を交換する上で、省略可能のもの。交換した文書に、この要素や属性があっ
てもなくてもよい。データ交換する当事社間で、利用の可否を決める。 

△‥規定外：特に規定はしないもの。当事社間で利用してもよいもの。 

×‥使用停止：使用を停止しているもの。使用停止の要素や属性のあるNewsML文書はエラーである。  
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２．付録 

・ガイドライン表 

 各要素や属性について[NskNewsML:1.2記述形式]で規定した必須などの記号を、表形式でまとめたもの。 

・地域情報の記述方式について 

 地域情報をMetadataを使って記述する方法について解説したもの。 

・NewsML複合ガイドライン 

 複合のガイドラインを解説したもの。これ以外の複合は許可されていない。 

・NewsMLデータ伝送モデルの例 

 伝送モデルの例を解説したもの。例であって、これを推奨しているものではない。 
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1 この文書のステータス 

この仕様書は、NewsML1.2 版の文書型定義(DTD)を説明し、補足するものである。 

この仕様書の修正は NewsML1.2 版 DTD の注記より優先する。 

 NewsML の要件（Requirements）文書は NewsML が与えるべき能力について述べたものである。現
在の仕様書はこのような要求を満たすために採用されてきた技術的手段について説明する。要件は以下の
ように要約される（かっこの中の R で始まる番号は、NewsML の要件文書の対応する項目の参照番号で
ある）。 

 NewsML は、コンパクトで(R900)拡張可能かつ柔軟な(R700)ニュースの構造的枠組みであり、XMLと
他の適切な技術的標準や仕様に基づく(R1000)。NewsML は電子的なニュースアイテム、ニュースアイテ
ムの集合、ニュースアイテム間の関係、それらに付随するメタデータの表現をサポートしなければならな
い(R100)。同じ情報が様々な表現で供給されることを見越す(R500)必要があり、任意のメディア・タイ
プ、フォーマット、言語、エンコードの混在を扱えねばならない(R300,R400)。NewsML はニュースの
ライフサイクルのすべての段階をサポートせねばならず (R600)、そのライフサイクルにわたってニュー
スアイテムの改版を許さねばならない(R200)。NewsML はメディアに対して独立だが、テキストを扱う
特別の機構を提供することになる(R1100)。NewsML はメタデータとニュースコンテンツ両方に対する認
証と署名を提供することになる(R800)。 

 

2 記述上の規約 

 これ以降の章では、以下のような規約を使う：（訳注 この規約は原文のものであり、日本語訳には必
ずしも適用されない） 

 下線付きの青い文字は、この文書以外のWeb上のリソースへのハイパーリンクである。 

 下線付きの青い太文字は、この文書内でのハイパーリンクである。 

 斜体（イタリック）は文書後半の用語集で定義されている術語である。これらの用語には直接その定義
を参照できるリンクがついている。MS ワードの"Web"ツールバーにある青い戻る矢印を押すことで元の
位置に戻ることができる。 

 モノスペース文字は、XML要素かその属性の名前、NewsML の文書インスタンスのサンプルかDTD
の断片の記述に用いる。 

 モノスペースの太文字は説明文の中でXML要素あるいは属性の名前を定義するのに用いる。これらの
語彙に対する用語集の中にそれらの意味についての短い説明へのリンクが用意される。これらの要素や属
性の公式の定義は、NewsML 定義それ自身のなかにも現れる。 

 

 青い背景は NewsML DTDからの抜粋の記述に対して使われる。 

  

 黄色い背景は、NewsML文書の断片の実例に対して使われる。 

 

3 謝辞 

この仕様書は、国際新聞電気通信評議会(IPTC)のメンバーによるチーム作業と外部の人々による協力
の成果である。 
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4 NewsML 概観 

 NewsML はXMLや他の適切な標準、仕様をもとに、ニュースにコンパクトで、拡張性が高く、柔軟な
構造化の枠組みを提供する。電子的なニュースアイテム、ニュースアイテムの集合、それらの間の関係、
および関連のメタデータの表現をサポートする。NewsML は同じ情報の複数表現の規定を許し、任意の
メディアタイプ、フォーマット、言語、エンコードを混在して使用する。ニュースのライフサイクルのあ
らゆる場面をサポートし、ニュースアイテムの繰り返しの改版を許す。NewsML はメディア独立だが、
テキストを扱うため特別の手法を提供する。NewsML はメタデータとニュースコンテンツ両方の出所を
明らかにする。 

4.1 NewsML はニュースの交換と管理のための枠組みを提供 

NewsML はもともとニュース交換のためのフォーマットとなることを目的としているが、ニュースの
蓄積のためのフォーマットとしてや、ネットワーク・コンピューティング環境におけるニュースの作成、
編集、管理、発行の補助としても使用される。 

4.2 NewsML は XML ベース 

NewsML 文書はXML文書であり、この仕様書の付録 1 に示した NewsML Document Type Definition
（文書型定義＝DTD）に従ったものでなければならない。 

すべてのXML文書のように、NewsML 文書は物理的というより論理的なオブジェクトである。
NewsML 文書はXML仕様書で定められたエンティティ参照（entity references）あるいは NewsML 文
書内のポインタ(pointer )機構を使って複数の物理ファイルのコンテンツとして構成されてもよい。 

4.3 NewsML はメディア中立 

NewsML はメディアタイプ、フォーマット、news objectsのエンコードについて、なにも仮定してい
ない。NewsML 文書はテキスト、ビデオ、オーディオ、グラフィックス、写真、その他のメディア、今
後開発されるメディアなど、任意のメディアの組み合わせを含むことができる。 
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5 NewsML の機能 

この章ではNewsML 文書構造全体を、そのルート(NewsML) 要素から始めて、各要素 (element)、属
性(attribute)の構造や目的を説明する。重要な構造は図解例を用意する。 

 

5.1 NewsML 文書の構造 

 NewsML の要素は完全な NewsML 文書のルート要素である。オプションのVersion属性は NewsML 
DTDや Schemaのバージョンを表し、妥当な文書とするのに使われる。NewsML はNewsEnvelopeと一
つ以上のNewsItemを含まなければならない。NewsML 文書自体の中あるいはNewsML 文書が参照によ
って含むニュースコンテンツ内に参照されるTopic（または実世界の物事）を含む 1 個またはそれ以上の
TopicSet要素を含むことができる。また、デフォルトの語彙を識別、指定し、NewsML 文書のどこで、
あるTopicが使われたかを示すCatalog要素を含んでよい。Catalog 要素によってURNをURLに分解する
ことができ、どの語彙（TopicSet）がある文脈において与えられた要素タイプにとってデフォルトかを示
すことができる。 

 
<!ELEMENT NewsML (Catalog? , TopicSet* , (NewsEnvelope , NewsItem+ ))> 
<!ATTLIST NewsML %localid 
 Version CDATA #IMPLIED > 

 

<?xml version="1.0"?> 
<!DOCTYPE NewsML PUBLIC "urn:newsml:iptc.org: 20031012:NewsMLv1.2.dtd:1" 
"http://www.iptc.org/NewsML/DTD/NewsMLv1.2.dtd"> 
<NewsML Version=”1.2”> 

<Catalog> 
... 

</ Catalog > 
<TopicSet> 

... 
</TopicSet> 
<NewsEnvelope> 

... 
</NewsEnvelope> 
<NewsItem> 

... 
</NewsItem> 
<NewsItem> 

... 
</NewsItem> 

</NewsML> 
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[ツリー図] 

 

 

 [NSK 解説] 
NewsML要素はNewsML文書のルート要素である。オプションのVersion属性はNewsML DTDやScheme
のバージョンを表す。Version属性は、XML文書としてはオプションであるが、NewsML v1.1以降では
必須となっている（Version=”1. 0”と書いてはいけない）。Version属性がオプションであるのは、NewsML 
v1.1から追加された属性であるためNewsML v1.1と互換性を保つためである。また、パラメータエンテ
ィティのlocalidについては、「5.1.1 識別子属性」に説明がされている。NewsML要素は、デフォルトボ
キャブラリを定義するCatalog要素、文書中にて参照されるTopicを含むTopicSet要素、送受信の情報が記
述されるNewsEnvelope要素およびニュースの発行単位であるNewsItem要素から成る。 

 

[NewsML 仕様の変更点：NewsML v1.1] 

 NewsML 要素にVersion属性が追加された。 

 

[NskNewsML:1.2記述形式] 

 NewsML/@Version･･◎ 

 NskNewsML レベル 1.2 では、必ず、<NewsML Version="1.2">と記述する。 IPTC NewsML 1.2で
は、NewsML1.2で追加された機能を使う場合、必ず、Version="1.2"と記述するが、NewsML1.0の機能
のみを使用している場合、Version 属性を省略することも可能。しかし、NskNewsML レベル 1.2 では、
常に<NewsML Version="1.2">と記述することにした。 

 

5.1.1 識別子属性 

NewsML 文書内の各要素は、NewsIdentifierとその下位要素以外に、Duid（ドキュメント・ユニーク
識別子）属性とEuid（エレメント・ユニーク識別子）属性の両方あるいはいずれかを、オプションとし
て持つことができる。これらオプションの目的は同じ文書内や、別の NewsML やXML文書でのポインタ
参照を可能にすることである。識別子属性の使用により、その文書は世界的に識別される。 

5.1.1.1 The "Document-unique" Identifier（“ドキュメント・ユニーク”識別子） 

 DuidはXMLの ID属性規則に従わねばならない。すなわち、XML仕様書で定義された名前用文字のみ
を含み、名前開始文字（数字であってはいけない）で始めなければならない。その値はNewsML 文書内
で唯一でなければならない。 

NewsML 

? Catalog         ◎ 

* Topicset        △ 

NewsEnvelope ◎ 

+ NewsItem  ◎ 
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5.1.1.2 The "Element-unique" Identifier（“エレメント・ユニーク” 識別子） 

 Euidの値は、同じ要素タイプで同じ親要素を持つ要素間で唯一でなければならない。Euid属性を使う
ことで、NewsML 文書ツリーのローカルな枝の文脈の中で、NewsML 要素を識別することができる。こ
れによって、Duidの唯一性が損なわれるような場合でも（通常ならば新しいDuid割り当てが必要）各要
素のアイデンティティーを保持したままで、NewsML 文書のサブツリーをコピーし新たに組み合わせた
り、参照によって含んだりすることができる。もしEuidが各レベルで管理されるなら、たとえば“Euidが
１であるNewsComponentに含まれるEuidが abc であるContentItem”というように、XPointer表現を識
別のために使うことができる。そのような識別パターンは、サブツリーを“継ぎはぎ”した後にまで保持さ
れる。 

 
<!ENTITY % localid " Duid ID #IMPLIED  
                     Euid CDATA #IMPLIED" > 

 
この例では、同じコンテンツが2つのNewsComponent内で使われている。1番目のNewsComponent内の

ContentItemは明らかにいくつかのコンテンツ（ここでは...で表わされる）を含む。2番目のContentItemは“ツリー
を歩き”要求された要素に対するEuid属性を用いるXPointer表現を通じ、参照によって1番目のContentItemを再利用
する。 
 
<NewsComponent Duid="a1" Euid="1"> 

<ContentItem Euid="abc"> ... </ContentItem> 
</NewsComponent> 
<NewsComponent Duid="a2" Euid="2"> 

<ContentItem Href="#xpointer(//NewsComponent[@Euid='1']/ContentItem[@Euid='abc'])"/> 
<NewsComponent> 

 

コラム：“DuidとEuidの使い分け” 

 

 NewsML では、NewsIdentifier要素とその下位要素及びTopicUse要素を除くその他すべての要素で、
Duid属性及びEuid属性が使用可能である。これらの属性は、NewsML 文書内もしくは異なる文書間に
おいて、参照する場合の参照先として利用される。Duid属性とEuid属性は、類似する名称の属性である
が、使用にあたっては、大きな違いが存在する。以下に、各属性の特徴を記述する。 

 NewsML の機能仕様書に記述されるようにDuid属性は ID 型であり、記述にあたっては「名前用文字
のみを含み、名前開始文字（数字であってはいけない）で始めなければならない」といった、XML仕様
書で定義された用法に従う必要がある。一方Euid属性は CDATA型であり、自由な表現が可能である。 

 まず大きく異なるのが、記述の型式から来る違いである。Duid属性は ID 型であり、同じ文書内に同
じ値を持つDuid属性が存在する場合、XMLとして検証済みにならない（XMLとして間違いである）。一
方Euid属性は CDATA 型であり、同じ親要素を持つ要素間で唯一でなくても、XMLとしては検証済みと
なる（NewsML としては間違いである）。 

 

 Duid Euid 

記述型式 ID 型 CDATA型 

記述文字 名前開始文字で始める 

（“123”はエラー） 

自由 

（“123”も正常） 

唯一である必要の範囲 NewsML 文書内 同じ親要素を持つ要素間 

唯一であることの保証 XML NewsML プログラム 
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 以上はXMLとしての側面から見たDuid属性とEuid属性の違いであるが、NewsML としての側面から
見た違いについて記述する。 

 

 

＜Duid＞ 

 Duid属性は、同じ文書内で唯一性を保証されたものである。そのため、ValueRef属性の記述のように、
同じ文書もしくは異なる文書の要素を、Duid属性を記述して直接指定することが可能である。一方、複
数の NewsML 文書を 1 つの NewsML 文書に編集するような場合には、注意が必要である。例えば、2
つの NewsML 文書中のNewsItem要素以下を、1 つの NewsML 文書中にNewsItem列挙として記述する
場合、元の NewsML 文書中で唯一であったDuid属性の値が、1 つの NewsML 文書とすることで、唯一
性が損なわれる可能性がある。この場合、1 つの NewsML 文書とする際に、Duid属性の値の付け直しが
必要となる。ここで更に注意が必要なのは、NewsItemごと別のNewsML とする場合でも、Duidの変更
によりNewsItemの改版（NewsItentifier/Revision 要素の値の変更）が必要になることである。これは、
NewsItem要素の列挙ではなく、NewsItemRef要素を使用した場合でも同様である。 

 

＜Euid＞ 

 Euid属性は、同じ親要素を持つ要素間で唯一であることを保証するものであるため、Duid属性に比べ、
使用上の制約は少ない。そのため、NewsML 文書の継ぎ接ぎを行う過程において、Duid属性の値の唯一
性が損なわれるような場合でも、各要素の独自性を保持したままで、新たなNewsML 文書を生成するこ
とが可能となる。一方、Euid属性で管理する要素を指し示すためには、その親要素の特定が必要である。
そのため、Euid属性を使用した要素の特定は、異なる文書間のリンクへの使用よりも、文書内の相対的
な参照に多く利用されるべきものであると考える。 

 

＜補足＞ 

 Update要素を使用する場合には、変更の対象となる要素ごとにDuid属性が必須となる。 

Duid属性及びEuid属性は、いずれもオプション（省略可）の属性である。これらの属性を使用するこ
とで、NewsML の特徴を十分に生かした、参照性の高い NewsML 文書とすることが可能であるが、一
方でDuid属性及びEuid属性には、メリット／デメリットが存在することを認識した上で、使用しなけれ
ばならない。 
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5.2 Catalogs 

NewsML 文書の主要な構造的要素のどれもが、Resource要素とTopicUse要素の両方あるいはいずれか
を含むCatalog要素を含むことができる。 

それぞれのResource要素が、1 個の Uniform Resource Name (URN )と、1 個かそれ以上のUniform 
Resource Locator(URL)の両方あるいはどちらかを通じて外部のリソースを認識する。それはまた、この
リソースが主要な要素のcontentの若干数あるいはすべてについてdefault vocabularyとして働くかどう
かも示す。Urn属性は、NewsML URN が典型的なのだが、そのリソースに対しグローバルな識別子を提
供する。Url下位要素があるとすると、それはそのリソースが見つかり得る場所を指している。
DefaultVocabularyFor要素は、XPathパターンを内包する。識別されたリソースは、XPathパターンに
合致するすべての要素や属性のためにdefault vocabularyとして働く。XPathパターンが要素に合致する
ものであれば、指定された要素のFormalName属性値である。XPathパターンが属性に合致するもので
あれば、指定された属性自体の値である。XPathパターンはdefault vocabularyが適用される文脈を区別
するのにある程度、単純であったり複雑であったりし得る。 

TopicUse要素は、あるトピックが NewsML 文書内のどこで使われているかを示す。Topic属性の値は
現在の文書において、#記号に、（トピックを記述する）Topic要素のDuid属性値を続けて記述したポイン
タである。Context属性の値は、現在のCatalogが適用されているサブツリー内でこのトピックが使われ
ている文脈を示すXPathパターンである。もし、Context属性が存在しないのなら、TopicUse要素は単純
に、このトピックがサブツリーのどこかにあると述べているにすぎない。 

オプションのHref属性は、この文書または他の文書内の別の場所にあるCatalog要素へのポインタを提
供する。その値は、#記号に、参照されたCatalog要素のDuid属性値を続けるものからなる。参照された
Catalogが現在の文書内になければ、そのCatalogが出現する文書またはNewsItemを識別するURIまたは
NewsML URN によって#記号の先に付く。そのHref属性がCatalog要素上にあれば、要素は空でなけれ
ばならない。下位要素を含んでいれば、NewsML システムはエラーを示すことになる。 

 
<!ELEMENT Catalog (Resource* , TopicUse*)> 
<!ATTLIST Catalog %localid; 
            Href CDATA #IMPLIED > 
 
<!ELEMENT Resource (Urn? , Url* , DefaultVocabularyFor*)> 
<!ATTLIST Resource %localid; > 
 
<!ELEMENT Urn (#PCDATA)> 
<!ATTLIST Urn %localid; > 
 
<!ELEMENT Url (#PCDATA)> 
<!ATTLIST Url %localid; > 
 
<!ELEMENT DefaultVocabularyFor EMPTY > 
<!ATTLIST DefaultVocabularyFor %localid;  
                                     Context CDATA #REQUIRED 
                                     Scheme CDATA #IMPLIED > 
<!ELEMENT TopicUse EMPTY > 
<!ATTLIST TopicUse Topic CDATA #REQUIRED 
                       Context CDATA #IMPLIED > 

  
次の例は、単一のResourceと単一のTopicUseからなるCatalogを示す。Resource要素は、IPTC Confidence topic set

の第1版のコピーが、IPTCウエブサイト上の特定のURLで見られ、Confidence属性のためのdefault vocabularyとし
て働くことを示す。TopicUse要素は、Duid属性値がperson1であるTopicが、DescriptiveMetadata要素の文脈内で
使われることを示す。このTopicは現在の文書内で発生しなければならない。この例では、TopicがIPTC Topic Type 
vocabularyで定義されるPersonタイプであり、英語でDavid Allen, Managing Director of IPTCと記述していること
を宣言している。 
<Catalog> 
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<Resource> 
<Urn>urn:newsml:iptc.org:20001006:IptcConfidence:1</Urn> 
<Url>http://www.iptc.org/NewsML/topicsets/iptc-confidence.xml</Url> 
<DefaultVocabularyFor Context="@Confidence"/> 

</Resource> 
<TopicUse Topic="#person1" Context="DescriptiveMetadata"/> 

</Catalog> 
 
<TopicSet FormalName="Person"> 

<Topic Duid="person1"> 
<TopicType FormalName="Person" 

                Vocabulary="urn:newsml:iptc.org:20001006:IptcTopicTypes:1" Scheme="IptcTopicTypes"/> 
<Description xml:lang="en">David Allen, Managing Director of IPTC</Description> 

</Topic> 
</TopicSet> 

 
Example 2: 
<NewsML> 

<Catalog> 
<Resource> 

<Urn>…</Urn> 
<Url>…</Url> 
<DefaultVocabularyFor Context=".//MediaType” Scheme=”xyz”/> 

</Resource> 
… 
</NewsML> 
 

Catalogの親であるNewsML要素から、すべてのMediaTypeを探しはじめるには、次のようにContextを設定する。 
 
<DefaultVocabularyFor Context="//MediaType” Scheme=”xyz”/> 
 
NewsMLの定義では、”.// ”はCatalog要素の親から探すと解釈される。”//”はXPathの定義としてはNewsML文書の

ルート要素からすべてを意味する。この場合でも、ルートは、Catalog要素の親であることに変わりない。 
 
 
Example 3: 
 
<NewsML> 

<NewsItem> 
… 

<NewsComponent> 
<Catalog> 
<Resource> 

<Urn>…</Urn> 
<Url>…</Url> 
<DefaultVocabularyFor Context=”.//MediaType” Scheme=”xyz”/> 

</Resource> 
… 
</NewsML> 
 

Example3の場合、NewsComponentからMediaTypeを探しはじめる。これはちょうどCatalog要素の親に相当する。
しかし、次のようにContextを設定すると 
 

<DefaultVocabularyFor Context=”//MediaType” Scheme=”xyz”/> 
 

”//”はドキュメントの最初であるルートからを示すから、NewsML要素から探すことになる。 
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Example 4: 
<NewsML> 

<NewsItem> 
 <NewsComponent> 

<Catalog> 
<Resource> 

<Url>http://www.acmenews.com/vocabs/roles.xml</Url> 
<DefaultVocabularyFor Context=”//Role”/> 

</Resource> 
</Catalog> 
<Role FormalName=”alpha”/> 

</NewsComponent> 
<NewsComponent> 

<Role FormalName=”beta”/> 
</NewsComponent> 

</NewsItem> 
</NewsML> 
 
この例では、XPath”//Role”は”alpha”と”beta”の＜Role＞要素に合致する（なぜなら、両方ともdocument rootの子

孫だから）。しかし、NewsMLでは”beta”にこの”DefautVocabularyFor”を適用することはできない。”Catalog”が先
祖要素内に現れていないからだ。言いかえると、XPathの適用範囲は先祖ツリー内である。つまり、XPathがどのよ
うに書かれようともそれ以上広げることは許されていない。 
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[ツリー図] 

 

 

 [NSK 解説]  

Catalog要素 

Catalog要素は下位要素にResource要素とTopicUse要素を持つことができ、つぎの役割をもつ。 

１． NewsML 文書に関連する外部ファイルなどのリソースを定義する。 

（Resource要素下のUrl要素） 

２． NewsML 文書内で使われるNewsML URN 等とリソースの対応付けを行う。 

（Resource要素下のUrn要素） 

３． リソースと、関連するNewsML 文書内の要素を結びつける宣言を行う。 

（Resource要素下のDefaultVocabularyFor要素） 

４． 特定の要素に対するScheme属性とVocabulary属性が省略されたときの省略値を宣言する。 

（Resource要素下のDefaultVocabularyFor要素） 

５． 実世界事情と呼ばれるTopicと、関連するNewsML 文書内の要素を結びつける宣言を行う。 

（TopicUse要素） 

上記の役割一覧内の NewsML URN とは、後述のNewsItem の章にあるPublicIdentifierの値に示さ
れるもので、NewsML 文書を唯一に表すことができる識別子である。これを用いて外部のNewsML 文
書をポイントすることができる。 

また、上記の役割一覧内のTopicとは、後述のTopicSet の章にあるTopicのことであり、そこで説明さ
れている 2 種類あるTopicの用途のうち、実世界事情と呼ばれる方である。

Catalog 

* Resource ○ 

* TopicUse △ 

* DefaultVocabularyFor ○ 

* Url  ○ 

? Urn  ○ 
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Catalog要素の記述方法 

Catalog要素の記述方法は 2 つある。一つは、Catalog実体をサブツリーとして該当NewsML 文書の
中で直接定義する方法である。 

Catalog の記述方法-1 (Catalog 実体を NewsML文書内で直接定義する方法) 
<NewsML> 
  <Catalog> 
    <Resource> 
      <Url> ... </Url> 
      <DefaultVocablaryFor ... /> 
    </Resource> 
  </Catalog> 

Catalog要素のもう一つの記述方法は、Href属性を用いたCatalog実体を参照するポインタを持つ方
法である。このCatalog実体は Catalog ファイルと呼ばれる別ファイルに定義することが多い。Href
の値は NewsML URN 以外に、http:, ftp: などを含むURI全般が設定可能である。相対パスは、”./” で
始める。 

Catalog の記述方法-2a (別ファイルにある Catalog 実体をポイントする方法) 
<NewsML> 
  <Catalog Href=”./catalog/catalog.iptcmastercatalog.xml”/> 
 
別途 URL で参照できる./catalog/catalog.iptcmastercatalog.xml に次の内容を用意しておく。 
〔Catalog ファイルの記述例〕 
<NewsML> 
 : 
  <NewsItem> 
    <NewsManagement> 

  <NewsItemType FormalName=”Catalog” Scheme=”IptcNewsItemType”/> 
 : 

  <DataContent> 
    <Catalog> 
      <Resource> 
        <Url> ... </Url> 
        <DefaultVocabularyFor ... /> 
      </Resource> 
    </Catalog> 
  </DataContent> 
  : 
</NewsML> 

 
Catalog の記述方法-2b (文書内にある Catalog 実体をポイントする方法-この方法はあまり使われない) 
<Metadata> 
  <Catalog Href=”#catalog-duid-001”/> 
 
その文書内にある Catalog 実体の例 
    <Catalog Duid=”catalog-duid-001”> 
      <Resource> 
        <Url> ... </Url> 
        <DefaultVocabularyFor ... /> 
      </Resource> 
    </Catalog> 
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つぎのようなHref属性を持ちながら、実体のサブツリーを持つ Catalog 記述はエラーである。 

Catalog の記述誤り 

<NewsML> 

  <Catalog Href=”...”/> 
    <Resource> 
      <Url> ... </Url> 
      <DefaultVocablaryFor ... /> 
    </Resource> 
  </Catalog> 

 

Catalog要素の記述位置と適用範囲（スコープ） 

 Catalog要素は、NewsML 文書中のいくつかの個所に記述できる。記述した個所によって、Catalog
の適用される範囲が異なる。これをCatalogの適用範囲（スコープ）と呼ぶ。Catalogのスコープは、そ
のCatalog要素を持つ親要素のサブツリー全体である。複数のCatalogのスコープに重なる場所では、下
の図に表されたように内側のスコープから順に適用される。つまり内側のスコープが優先される。 

Catalogの適用範囲（スコープ） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

<NewsML>         A.xmlの Catalog が適用される 
  <Catalog Href=”./A.xml”/> 
 
<NewsItem>     B.xml, A.xmlの順で Catalog が適用される 
  <Catalog Href=”./B.xml”/> 

<NewsComponent>           C.xml, B.xml, A.xmlの順で Catalog が適用される 
  <Catalog Href=”./C.xml”/> 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

<ContentItem> 
 : 
</ContentItem> 

<Metadata>         D.xml, C.xml, B.xml, A.xmlの順で Catalog が適用される 
  <Catalog Href=”./D.xml”/> 
   : 
</Metadata> 

<ContentItem>         E.xml, C.xml, B.xml, A.xmlの順で Catalog が適用される 
  <Catalog Href=”./E.xml”/> 
 : 

</ContentItem> 
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Resource要素 

関連リソース実体の宣言と唯一の名称を対応づける機能を提供 

Resource要素は、Catalogの下位要素であり、Url要素によってNewsML 文書に関連する外部ファイ
ルなどのリソースを宣言する。また、Urn要素によって、文書内で NewsML URN を用いてリソースを
指定しているときの、それに対応する実体を表すことができる。 

Resource要素のUrlとUrnの記述例 

<Resource> 
<Urn>urn:newsml:iptc.org:20001006:IptcConfidence:1</Urn> 
<Url>http://www.iptc.org/NewsML/topicsets/iptc-confidence.xml</Url> 
<Url>http://www.mycompany.com/NewsML/topicsets/iptc-confidence.xml</Url> 

</Resource> 

Resource要素下のUrn要素の値にはURNを設定する。URN (Uniform Resource Name) は、リソー
スをその実体の存在場所に依存せずに「名前」によって永続的に特定する識別子であり、urn:で始めら
れる。urn:以降の記述形式は登録した団体によって決められている。urn:newsml:は、NewsML URN
としてIPTCが IANAに登録したものである。http://www.iana.org/assignments/urn-namespacesを参
照。 

このUrn要素には NewsML URN 以外のURNを指定することが可能であるが、外部リソースとして
NewsML 文書を指定することが多いため、通常は urn:newsml:で始まる。この NewsML URN は、
NewsML 文書を世界で唯一に特定できる識別子であり、詳細は後述のNewsItem の章にある
PublicIdentifierに記述されている。 

Url要素は、リソース実体の場所が記述される。ここには、http:から始まるhttp URLや、ftp:から
始まるftp URLが記述できる。Url要素を複数記述することによって、実体が複数の場所にあることを
表すことができる。また、ここに#ではじまるDuidを記述することによって、内部に組み込んだリソー
スをポイントすることもできる。 

URL に文書内の Duid を指定した例 

<Catalog> 

<Resource> 
<Url>#LocalTopicSet</Url> 
<DefaultVocabularyFor Scheme="companycode" Context="@AssignedBy"/> 

</Resource> 

</Catalog> 
<TopicSet Duid="LocalTopicSet"> 

<Topic Duid="company1"> 
 : 
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属性値にControlled Vocabularyが使われることを宣言する機能を提供 

Resource要素の下にDefaultVocabularyFor要素を記述することによって、特定要素の属性値に
Controlled Vocabularyが使われることを宣言できる。Controlled Vocabularyとは、「候補値の一覧」と
考えればよく、NewsML 文書内に設定すべき値を（例えば属性ごとのように）特定単位ごとに、その
設定値の候補になるものを集めた値の集合（ボキャブラリ、語彙）のことである（次章 TopicSetの章、
および仕様書用語集参照）。 

IPTCが提供しているControlled Vocabularyのファイル名とその概要 
（http://www.newsml.org/pages/spec_main.phpの「a full NewsML 1.x package」より 2004/1/17 現在） 
 
Controlled Vocabularyの名称 概要（何の候補値かを表している） 
topicset.iptc-audiocoder.xml オーディオ・コーダー種別 
topicset.iptc-characteristicsproperty.xml Characteristics/PropertyのFormalName用 
topicset.iptc-colorspace.xml カラースペース 
topicset.iptc-confidence.xml 信頼度 
topicset.iptc-encoding.xml エンコーディング種別 
topicset.iptc-format.xml Format種別 
topicset.iptc-genre.xml 記述形式のジャンル 
topicset.iptc-howpresent.xml 適用理由 
topicset.iptc-importance.xml メタデータの重要度 
topicset.iptc-labeltype.xml Label種別 
topicset.iptc-mediatype.xml メディア種別 
topicset.iptc-mimetype.xml Mime種別 
topicset.iptc-newsitemtype.xml NewsItem種別 
topicset.iptc-notation.xml Notation種別 
topicset.iptc-ofinterestto.xml 関心のある人々 
topicset.iptc-priority.xml 配信の優先度 
topicset.iptc-property.xml Property用 
topicset.iptc-provider.xml 配信社 
topicset.iptc-relevance.xml 適切度 
topicset.iptc-role.xml 役割 
topicset.iptc-status.xml NewsItemの状態 
topicset.iptc-subjectcode.xml サブジェクト・コード 
topicset.iptc-subjectqualifier.xml サブジェクト・コード補足 
topicset.iptc-topictype.xml Topic種別 
topicset.iptc-urgency.xml NewsItemの編集上の重要性を伴う緊急度 
topicset.iptc-videocoder.xml ビデオ・コーダー 
topicset.iso-country.xml 国名 
topicset.iso-currency.xml 通貨 
topicset.iso-language.xml 言語 
topicset.naics-classofindustry.xml NAICS業界種別 
topicset.nasdaq-company.xml NASDAQ会社コード 
topicset.uno-regions.xml 世界の地域 
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Controlled Vocabularyの宣言方法 

Resource要素内に、DefaultVocabularyFor要素を記述することによって、この Resouce 要素のUrl
もしくはUrnがControlled Vocabularyとして使われることを表す。 

 

Controlled Vocabularyを適用する属性の指定方法 

DefaultVocabularyFor下位要素のContext属性には、Controlled Vocabularyを使う特定要素の属性
をXPath表記で記述する。DefaultVocabularyFor要素のScheme属性は、候補値を明確に示すために記
述する。NewsML 文書内のすべての属性にControlled Vocabularyを使うことができる。要素値には適
用することができない。 

Controlled Vocabulary を適用する特定要素属性の指定例 

<Resource> 
  <Urn>urn:newsml:iptc.org:20001006:IptcConfidence:1</Urn> 

<DefaultVocabularyFor Scheme="IptcConfidence" Context=".//Subject/@Confidence"/> 
</Resource> 

 

XPath表記は、カレント・ポイントをCatalog要素の親要素として表記する。XPath表記の仕方によ
っては、“/”から始めることによって文書のルート要素から指定することも可能だが、Catalogのスコー
プ内だけが有効である。 

XPathと Catalog スコープの関係 
<NewsItem> 

<NewsComponent> 
  <Catalog> 

<Resource> 
      <Urn>urn:newsml:iptc.org:20001006:IptcConfidence:1</Urn> 

<DefaultVocabularyFor Scheme="IptcConfidence" Context="//Subject/@Confidence"/> 
</Resource> 

    </Catalog> 
      : 
     <Subject Confidence=”...”/>............ここには適用される 
      : 
  </NewsComponent> 
 

<NewsComponent> 
   : 

     <Subject Confidence=”...”/>............Catalogスコープからはずれるため、適用されない 
   : 

  </NewsComponent> 
</NewsItem> 
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DefaultVocabularyFor要素のContext属性に記述するXPath表記の特例と複雑な例 

Context属性に記述するXPath表記には、さまざまな特例がある。 

１．“/”,   “.”, “@”から始まらないときは、“.//”（カレント・ポイントからのすべてのサブツリーにある
要素）が省略されていることを表す。 

例：”Property/@FormalName” ?  ”.//Property/@FormalName” 

（カレント・ポイントからのすべてのProperty要素のFormalName属性） 

２．最後の要素の後ろに“/@”から始まる属性名が記述されていないときは、”/@FormalName”が省略さ
れていることを表す。これは頻繁に使われる形式である。 

例：”.//Status” ?  ”.//Status/@FormalName” 

（カレント・ポイントからのすべてのサブツリーのStatus要素のFormalName属性） 

３．“@”から始まるときは、“.//*/”（カレント・ポイントからのすべてのサブツリーのすべての要素の）
が省略されていることを表す。 

 例：”@Importance” ?  “.//*/@Importance” 

 （カレント・ポイントからのすべてのサブツリーのすべての要素のImportance属性） 

つぎは特例ではないが、要素名が同じでも属性値が特定の場合だけに適用する例を示す。 

 例：”Property[@FormalName=’ColorSpace’]/@Value” 

 （カレント・ポイントからのすべてのサブツリーのすべてのProperty要素で、FormalName属性値
が”ColorSpace”と等しいときのValue属性） 

 

 

複数のContext属性のXPath表記に一致する属性 

複数階層の位置にCatalog要素を記述できるため、DefaultVocabularyFor要素のContext属性の
XPath表記を評価すると、同一要素の同一属性を示す場合がある。この場合、Catalogのスコープによ
る優先順位に伴ってどのDefaultVocabularyFor要素を持つResourceを適用するかを決定する。 

DefaultVocabularyFor要素のContext属性のXPath表記を評価した結果、一つのCatalog内から同一
要素の同一属性を示す場合は処理系によって解釈が異なる可能性があり、このような表現をしないこと
が望ましい。 
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DefaultVocabularyFor要素が複数連続して記述されている場合 

一つのResource要素の中に複数のDefaultVocabularyFor要素があり、Context属性の値も同じ場合が
ある。このような場合、Scheme属性値が複数提供される。どちらのSchemeを先に探すかは、明確に規
定されていないため、探す順序によって結果が異なるControlled Vocabularyを作成することは推奨し
ない。 

一つの属性に対して、複数のScheme属性を指定した例 
<Catalog> 
  <Resource> 
    <Url>topicset.iptc-format.xml</Url> 
    <DefaultVocabularyFor Scheme=”IptcFormat” Context=”.//Format”/> 
    <DefaultVocabularyFor Scheme=”NskFormat” Context=”.//Format”/> 
  </Resource> 
</Catalog> 
上記の場合、Format 要素のFormalName属性にControlled Vocabularyが適用されるが、2 種類のScheme属性値

が提供される。たとえばControlled Vocabularyから、先にSchemeが”IptcFormat”で、一致するFormalNameを探
し、見つからなければSchemeが”NskFormat”で一致するFormalNameを探す。 

同じようにDefaultVocabularyFor要素が連続していても、Context属性が異なる場合もある。この場
合は、複数の要素に同じControlled Vocabularyが使われることを意図している。このような場合は、
Scheme属性が異なり、Contextに記述されたXPath表記から求められる属性値ごとにSchemeを変える
ことによってControlled Vocabularyの候補を絞り込むような工夫がされていることがある。 

一つのリソースを複数の Context に利用する例 
<TopicSet Duid=”LocalTopicSet” Scheme=”IptcTopicType” FormalName=”LocalVocabulary”> 
  <Topic Duid=”BooleanTrue”> 
    <TopicType Scheme=”IptcTopicType” FormalName=”Property”/> 
    <FormalName Scheme=”Boolean”>True</FormalName> 
  </Topic> 
  <Topic Duid=”BooleanFalse”> 
    <TopicType Scheme=”IptcProperty” FormalName=”Property”/> 
    <FormalName Scheme=”Boolean”>False</FormalName> 
  </Topic> 
  <Topic Duid=”DayMonday”> 
    <TopicType Scheme=”IptcProperty” FormalName=”Property”/> 
    <FormalName Scheme=”Day”>Monday</FormalName> 
  </Topic> 
  <Topic Duid=”DayTuesday”> 
    <TopicType Scheme=”IptcProperty” FormalName=”Property”/> 
    <FormalName Scheme=”Day”>Tuesday</FormalName> 
  </Topic> 
</TopicSet> 
... 
<Catalog> 
  <Resource> 
    <Url>#LocalTopicSet</Url> 
    <DefaultVocabularyFor Scheme=”Boolean” 
                              Context=”Property[@FormalName=’Print’]/@Value”/> 
    <DefaultVocabularyFor Scheme=”Day” 
                              Context=”Property[@FormalName=’PrintDay’]/@Value”/> 
  </Resource> 
</Catalog> 
... 
<Property FormalName=”Print” Value=”True”/> 
<Property FormalName=”PrintDay” Value=”Monday”/> 
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Controlled Vocabularyの候補値の見つけ方 

DefaultVocabularyFor要素によって、特定要素の属性値がControlled Vocabularyによって制御され
ることになっても、さらにScheme属性で候補が絞られると考える必要がある。この候補に一致する条
件はつぎのとおりである。 

DefaultVocabularyFor 要素のContext属性値のXPath 表記が示す対象の属性値がTopicSetの 
FormalName要素値と一致し、DefaultVocabularyFor要素のScheme属性値がTopicSetのScheme属性
値と一致するTopicが存在する必要がある。 

候補値の見つけ方例 
下記 AssignedBy属性に入れることができる値の候補を Description で表すと、Takahiro と Manabuである。 
<Resource> 
  <Urn>#assign-Duid-001</Url> 

<DefaultVocabularyFor Scheme="Japan" Context="@AssignedBy”/> 
</Resource> 
  : 
  <SubjectCode AssignedBy=”...”/> 

 
<TopicSet Duid=”assign-Duid-001”> 

<Topic> 
    <TopicType FormalName=”Person”/> 
    <FormalName Scheme=”Japan”>1</FormalName> 
    <Description>Takahiro</FormalName> 
  </Topic> 

<Topic> 
    <TopicType FormalName=”Person”/> 
    <FormalName Scheme=”Japan”>2</FormalName> 
    <Description>Manabu</Descripiton> 

</Topic> 
<Topic> 

    <TopicType FormalName=”Person”/> 
    <FormalName Scheme=”France”>1</FormalName> 
    <Description>Laurant</Description> 
  </Topic> 
</TopicSet> 
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Scheme属性値とControlled Vocabularyの置き換え（上書き、オーバーライド） 

Resource要素によって与えられたScheme属性値とControlled Vocabularyは、実際に出現した要素と
属性の指定方法によっては、置き換えることができる。これを値の上書き、あるいは、値のオーバーラ
イド（override）と呼ぶ。そして、DefaultVocabularyFor要素によって与えられたScheme属性値のこ
とを省略時Schemeと呼び、DefaultVocabularyFor要素を持つResourceのUrnまたはUrlを省略時
Vocabularyと呼ぶ。なお、値のオーバーライドはつぎの２つの属性にしか適用できない。 

１. すべての要素のFormalName属性 

FormalName属性に対する省略時SchemeのオーバーライドはFormalName属性を持つ要素に、
Scheme属性を記述することによって表現される。 

 例：<NewsService FormalName=”abc” Scheme=”MyService”/> 

 （上記の FormalName=”abc”には、省略時 Scheme は”MyService”でオーバーライドされ、省略時
Vocabularyが適用される。） 

 FormalName属性の省略時Vocabularyに対するオーバーライドはFormalName属性を持つ要素に、
Vocabulary属性を記述することによって表現される。このときにScheme属性が省略されている場合で
も、省略時Schemeが Schemeの値が設定されていないものとして、オーバーライドされることに注意
が必要である。 

 例：<NewsService FormalName=”xyz” Vocabulary=”./news.xml”/> 

 （上記の FormalName=”xyz”には、省略時 Scheme は値が設定されていないものとしてオーバーラ
イドされ、省略時Vocabularyは”./news.xml”でオーバーライドされる。） 

２. PropertyのValue属性 

Value属性に対する省略時SchemeのオーバーライドはValue属性を持つ要素に、AllowedScheme 属
性を記述することによって表現される。AllowedScheme属性は NewsML1.1 で追加された。 

 例：<Property FormalName=”Color” Value=”red” AllowedScheme=”Pantone”/> 

 （上記の Value=”red”は、省略時 Scheme は”Pantone”でオーバーライドされ、省略時Vocabularyが
適用される。FormalName=”Color”に対してはProperty用の省略時 Scheme と省略時Vocabulary
が適用される。） 

 Value属性の省略時Vocabularyに対するオーバーライドはValue属性を持つ要素に、AllowedValues
属性を記述することによって表現される。このときに AllowedScheme属性が省略されている場合でも、
省略時 Scheme が AllowedScheme の値が設定されていないものとして、オーバーライドされることに
注意が必要である。 

 例：<Property FormalName=”Color” Value=”red” AllowedValues=”./rgb.xml”/> 

 （上記の Value=”red”は、省略時Schemeは値が設定されていないものにオーバーライドされ、省略
時Vocabularyは”./rgb.xml”でオーバーライドされる。FormalName=”Color”に対してはProperty用
の省略時 Schemeと省略時Vocabularyが適用される。） 
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ボキャブラリの決定アルゴリズム（DTDのVocabulary属性に関するコメントより） 
 

NewsML 内の要素(のFormalName)や属性のcontrolled vocabularyは次のアルゴリズムで探し当てら
れる（その要素や属性にVocabulary属性指定がない場合のボキャブラリの決定方法） 

1. その要素から親をたどる。 
2. その要素の親要素が直下の下位要素としてCatalog要素を持っているならば、そのCatalog要素が次

の条件に合致するResource要素をもつかどうかを判断する。 
「DefaultVocaburalyFor/@Context属性値（Xpath値）がその属性に合致するか」 
合致すればそのResource要素のUrn要素またはUrl要素の値が該当するcontrolled vocabularyであ
る。 

3. この条件に満を満たすResource要素がない場合、さらに次の親要素を辿り、見つけたCatalog要素が
上記条件に合致するResource要素を持つかどうかを判断する。 

4. これを、ボキャブラリが見つかるまで繰り返す。最上位の Catalog(NewsML/Catalog)まで遡っても
ボキャブラリが見つからなければFormalName属性に限ってはエラーである。その他の場合は自由
形式を表すので、エラーにならない（NewsML v1.2 では、FormalName 属性においても、エラー
としないように変更された）。 

 
つぎに、Catalog の使用例を示す 

例 1：NewsML/Catalog にのみ Catalog を宣言した場合。 
<NewsML> 
 <Catalog> 
  <Resource>・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・◆１ 
   <Urn>urn:newsml:pressnet.or.jp:20010516:topicset.nsk-party:1</Urn> 
   <DefaultVocabularyFor Scheme="NskParty" Context=".//Party/@FormalName"/> 
  </Resource> 
 </Catalog> 
 
 <NewsEnvelope> 
  <SentFrom> 
   <Party FormalName="KYODO"/> 
   ?この Party/@FormalName 値"KYODO"は、上記 Resource ◆１で示される 

controlled vocabulary に定義されている。 
  </SentFrom> 
 <NewsEnvelope> 
 <NewsItem> 

<NewsComponent> 
  <AdministrativeMetadata> 
   <Provider> 
    <Party FormalName="KYODO"/> 
     ?この Party/@FormalName 値にも同じく、 
      ◆１の controlled vocabulary が適用される。 

 </Provider> 
   <Creator> 
    <Party FormalName="Reuter"/> 
     ?この Party/@FormalName 値にも同じく、 
      ◆１の controlled vocabulary が適用される。 

 </Creator> 
  </AdministrativeMetadata> 
  </NewsComponent> 
 </NewsItem> 
</NewsML> 
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例２：NewsML/Catalog と AdministrativeMetadata/Catalog に Catalog が配置され、両方に Context="Party"の
Resource が宣言されている場合。 

<NewsML> 
 <Catalog> 
  <Resource> ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・◆１ 
   <Urn>urn:newsml:pressnet.or.jp:20010516:topicset.nsk-party:1</Urn> 
   <DefaultVocabularyFor Scheme="NskParty" Context=".//Party/@FormalName"/> 
  </Resource> 
 </Catalog> 
 <NewsEnvelope> 
  <SentFrom> 
   <Party FormalName="KYODO"/> 

?この Party/@FormalName 値"KYODO"は上記 Resource ◆１で示される 
controlled vocabulary に定義されている。 

  </SentFrom> 
 </NewsEnvelope> 
 <NewsItem> 
  <NewsComponent> 
   <AdministrativeMetadata> 
    <Catalog> 
     <Resource>・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・◆２ 
      <Urn>urn:newsml:MyDomain:20010516:topicset.my-party</Urn>  
      <DefaultVocabularyFor Scheme="MyParty" Context=".//Party/@FormalName "/> 
     </Resource> 
    </Catalog> 
    <Creator> 
     <Party FormalName="Ken Domon"/> 
     ?この値"Ken Domon"は、◆２の controlled vocabulary に定義されている。 
    </Creator> 
   </AdministrativeMetadata> 
  </NewsComponent> 
 </NewsItem> 
</NewsML> 

 

[注意点] 

IPTCNewsML1.05 以前は、CatalogのHref属性に、NewsML URN と、http URL が利用可能で
あったが、IPTCNewsML1.05 からは、NewsML URN と、URIとなった。つまり、http:以外に、
ftp:なども含まれるようになった。しかし、NSKNewsML レベル 1.2では、レベル１との互換性を
考え、NewsML URN と http URL のみを使用可能とする。Resourceの子要素の URI についても
同様とする。 
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[NskNewsML:1 記述形式] 

Catalog要素は下記の複数の要素の下位要素であり、NewsML:1での使用許可は次の通り。 

場所 使用許可 備考 

NewsML/Catalog ◎  

NewsItem/Catalog ○  

TopicSet/Catalog △ TopicSet 要素は、次の複数の要素の下位要素である。 

NewsML 、NewsItem、NewsComponent 

上記すべてについて TopicSet/Catalog は△。 

TopicSet/Topic/Catalog △ Topic要素は、TopicSet 要素の下位要素であり、上欄に示すとおり
複数の要素内に現れるがいずれも△。 

NewsComponent/Catalog ○  

AdministrativeMetadata/Catalog ○  

RightsMetadata/Catalog ○  

DescriptiveMetadata/Catalog ○  

Metadata/Catalog ○  

ContentItem/Catalog ○  

DataContent/Catalog ○ Catalog/@Href で参照されるファイルを作る場合には、ここを使用
すること。 

 

Catalog要素の下位要素 

Catalog/Resource要素······················································· ○ 

Catalog/Resource/Urn 要素 ··············································· ○ 

Catalog/Resource/Url 要素 ················································ ○ 

Catalog/Resource/DefaultVocabularyFor 要素 ··················· ○ 

Catalog/Resource/DefaultVocabularyFor/@Context 属性 ···· ○ 

Catalog/Resource/DefaultVocabularyFor/@Scheme属性 ···· ○（注１） 

 

注１．Scheme属性のある Topic を指定する場合に、FormalName属性だけで良いとしていたが、IPTC
の通信社ガイドラインに基づきScheme属性もセットすることに変更する。 

Scheme をつける場合はCatalog/Resource/DefalutVocabularyFor の@Scheme属性か、各要素の Scheme
属性のどちらを使用しても良い。両方につけることも可である。 
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TopicSet 

TopicSetsもNewsMLの各階層に置くことができる。TopicSetsを含むことができる要素は、NewsML、
NewsItem、NewsComponentの各要素である。TopicSet要素がこれらの要素内にある場合は、Local 
Vocabulariesと呼ばれる。TopicSetはVocabulary属性を使用することで指定される。 

Vocabularyには、そのFormalNameの意味を解析するために使えるcontrolled vocabularyである
TopicSetへのポインターを与える。Vocabulary属性の値はhttp URLか、(外部Vocabularies 
の)NewsML URNか、＃文字に要素の存在する文書中のTopicSet（Local Vocabularyのこと）のDuid
を続けるかのいずれかである。Vocabularyポインターは特定のTopicSetを識別できるだけなので、
TopicSetの所在は継承されない。けれども、VocabularyポインターはCatalogによって指し示された
デフォルト・ボキャブラリーよりも優先して使われる。  

（Topicの）FormalName要素は、特定のネーミング・スキームに属することを示すためにScheme 属
性を持つことができる。同じScheme属性を持ち、FormalNameが同じであるTopicが同じTopicSetに
存在すればエラーとなる。Scheme属性が存在すれば、controlled vocabularyにある複数のネーミン
グ・スキームのうち、どれがこのFormalNameを管理するものであるかを区別するために利用できる。
controlled vocabularyから一致するTopicを探すには、FormalNameとSchemeがともに一致しなけれ
ばならない。当該の要素にScheme属性がなければ、当該のFormalNameを持ち、Schemeを持たない
ローカルのボキャブラリー内のアイテムと一致しなければならない。 

当該の要素にScheme属性があれば、ローカルのcontrolled vocabulary中のFormalNameとSchemeが
ともに一致しなければならない。外部VocabularyがCatalogからポイントされると、そのCatalogの関
連Resourceの下位要素であるDefaultVocabularyForにおけるScheme属性値によって適切なScheme
が表示される。カレント要素内にFormalName属性値を持つScheme属性が存在しなければ、Catalog
のDefaultVocabularyForエントリーのSchemeの記述がその要素にとってデフォルトとなる。 

問題を避けるために、Scheme属性が常に使われ、積極的にTopicSetにおける1つのTopicの
FormalNameとSchemeの値をともに用いて、必ず一致させるようにすることが望ましい。 

Local Topicは、TopicSet Ref要素を使用して外部のデフォルトcontrolled vocabulariesに追加されるこ
ともある。TopicSet Refで指定するのはLocal TopicにマージされるTopicSetへのポインターである。
TopicSet 属性は関連するTopicSetへのポインターである。http URLか、NewsML URNか、＃文字に
この文書中のTopicSetのDuidを続ける形のfragment identifierのいずれかの値をとることができる。
TopicSet内に下位要素のTopicSetRefがあれば、参照されたTopicSetのTopicsがすべて当該のローカル
なTopicSet内で参照によって内包されるという効果がある。このマージによって、同じTopicSetの孫
要素である2つのFormalName要素が、同じ内容と同じScheme 属性値を持つ場合は、これら2つの要
素が実際には同じTopicであり、Topicsはマージされると考えられる。Topicsのマージはシステムによ
って物理的に行う必要はないが、意味はマージが実際に行われたことと同じである。2つのTopicのマ
ージは、両方のTopicが持つ下位要素をすべて含む1つのTopicを作成し、重複を避けることに行われる。
この方法により、デフォルトの外部TopicSetにあるTopicsにSchemeを付け加えることができる。 

通信社ガイドライン v1.1c よりの引用 

例）Catalogで Schemeを指定 
<NewsML> 
 <Catalog> 
  <Resource> 
   <Urn>urn:newsml:iptc.org:20001006:topicset.iptc-newsitemtype-ja:4</Urn> 
   <Url>../topicsets/topicset.iptc-newsitemtype-ja.xml</Url> 
   <DefaultVocabularyFor Scheme="IptcNewsItemType"  
     Context=".//NewsItemType/@FormalName"/> 
  </Resource> 
 </Catalog> 
 <NewsItem> 
  …………. 
  <NewsManagement> 



 

 27 

   <NewsItemType FormalName="TopicSet"/> 
   …………. 

 

例）要素でSchemeを宣言 
<NewsML> 
 <Catalog> 
  <Resource> 
   <Urn>urn:newsml:iptc.org:20001006:topicset.iptc-newsitemtype-ja:4</Urn> 
   <Url>../topicsets/topicset.iptc-newsitemtype-ja.xml</Url> 
   <DefaultVocabularyFor Context=".//NewsItemType/@FormalName"/> 
  </Resource> 
 </Catalog> 
 <NewsItem> 
  …………. 
  <NewsManagement> 
   <NewsItemType FormalName="TopicSet" Scheme="IptcNewsItemType" /> 
   ………… 

 

 

◆ NskNewsML:1リソースセット 

NskNewsML:1 では、利用を指定または推奨する Resource のリストを用意している。これを
「NskNewsML リソースセット」と呼ぶ。NskNewsML:1 では利用者は、このリソースセットの中に
ある Resourceをベースに Catalog を構成する。 

Catalog は Href 属性によって外部ファイルとして参照してもよい。 

外部ファイルとする場合、DataContent要素内に Catalog 要素を配置し、NewsML ドキュメントとす
る。 

下記の URN で示される IPTC の MasterCatalog を参照。 

urn:newsml:iptc.org:20001006:catalog.IptcMasterCatalog:20 
IPTC のサイト http://www.newsml.org/pages/spec_main.php の「a full NewsML 1.x package」より 

（2004/1/17現在） 

NskNewsML リソースセットに含まれるcontrolled vocabularyについては、5.3 TopicSetに記述する。  

 

--------------------- NskNewsML:1 リソースセット --------------------- 

以下のリソースの一部を必要に応じて適宜 Catalog 内に配置し、NewsML ドキュメントを構成する。このリソースセットの
Resource 要素にUrl 要素を入れることもできる。さらにリソースが必要な場合は下記に準じた方法で追加する。 

注：このリソースセットは 2005 年 7 月 25 日現在のサンプル（2005年 6月 1 日版）です。最新の TopicSetのリビジョンに関
しては日本新聞協会のウェブサイト（http://www.newsml.jp/）を参照してください。 

 
<Resource> 
 <Urn>urn:newsml:pressnet.or.jp:20010516:topicset.iptc-format-nsk:10 
</Urn> 
 <!-- 下記 Schemeは NskFormats 等になることもある --> 
 <DefaultVocabularyFor Scheme=”IptcFormat” Context=".//Format/@FormalName"/> 
</Resource> 
<Resource> 
 <Urn>urn:newsml:iptc.org:20001006:topicset.iso-language-ja:3</Urn> 
 <DefaultVocabularyFor Scheme="ISO639" Context=".//Language/@FormalName"/> 
</Resource> 
<Resource> 



 

 28 

 <Urn>urn:newsml:iptc.org:20001006:topicset.iptc-mediatype-ja:4</Urn> 
 <DefaultVocabularyFor Scheme="IptcMediaTypes" Context=".//MediaType/@FormalName"/> 
</Resource> 
<Resource> 
 <Urn>urn:newsml:pressnet.or.jp:20010516:topicset.iptc-metadatatype-nsk:2</Urn> 
 <!-- 下記 Schemeは NskMetadataTypes等になることもある --> 
 <DefaultVocabularyFor Scheme="IptcMetadataTypes" Context=".//MetadataType/@FormalName"/> 
</Resource> 
<Resource> 
 <Urn>urn:newsml:iptc.org:20001006:topicset.iptc-mimetype-ja:4</Urn> 
 <DefaultVocabularyFor Scheme="IptcMimeTypes" Context=".//MimeType/@FormalName"/> 
</Resource> 
<Resource> 
 <Urn>urn:newsml:iptc.org:20001006:topicset.iptc-newsitemtype-ja:4</Urn> 
 <DefaultVocabularyFor Scheme="IptcNewsItemType" Context=".//NewsItemType/@FormalName"/> 
</Resource> 
<Resource> 
 <Urn>urn:newsml:pressnet.or.jp:20010516:topicset.nsk-newslinetype:2</Urn> 
 <DefaultVocabularyFor Scheme="NskNewsLineType" Context=".//NewsLineType/@FormalName"/> 
</Resource> 
<Resource> 
 <Urn>urn:newsml:pressnet.or.jp:20010516:topicset.nsk-newsproduct:2</Urn> 
 <DefaultVocabularyFor Scheme="NskNewsProduct" Context=".//NewsProduct/@FormalName"/> 
</Resource> 
<Resource> 
 <Urn>urn:newsml:pressnet.or.jp:20010516:topicset.nsk-jpnareacode:4</Urn> 
 <DefaultVocabularyFor Scheme="Code"  
  Context=".//Property[@FormalName='NskJpnAreaCode']/@Value"/> 
</Resource> 
<Resource> 
 <Urn>urn:newsml:iptc.org:20001006:topicset.iso-country-ja:4</Urn> 
 <DefaultVocabularyFor Scheme="ISO3166-alpha3"  
  Context=".//Property[@FormalName='NskCountry']/@Value"/> 
</Resource> 
<Resource> 
 <Urn>urn:newsml:pressnet.or.jp:20010516:topicset.nsk-party:6</Urn> 
 <!-- 下記 Schemeは NskTiffServiceId等になることもある --> 
 <DefaultVocabularyFor Scheme=”NskParty” Context=".//Party/@FormalName"/> 
</Resource> 
<Resource> 
 <Urn>urn:newsml:iptc.org:20001006:topicset.iptc-priority-ja:2</Urn> 
 <DefaultVocabularyFor Scheme="IptcPriority" Context=".//Priority/@FormalName"/> 
</Resource> 
<Resource> 
 <Urn>urn:newsml:pressnet.or.jp:20010516:topicset.iptc-property-nsk:4</Urn> 
 <DefaultVocabularyFor Scheme="IptcProperty" Context=".//Property/@FormalName"/> 
</Resource> 
<Resource> 
 <Urn>urn:newsml:iptc.org:20001006:topicset.iptc-status-ja:2</Urn> 
 <DefaultVocabularyFor Scheme="IptcStatus" Context=".//Status/@FormalName"/> 
 <DefaultVocabularyFor Scheme="IptcStatus" Context=".//FutureStatus/@FormalName"/> 
</Resource> 
<Resource> 
 <Urn>urn:newsml:iptc.org:20001006:topicset.iptc-subjectcode-ja:13</Urn> 
 <DefaultVocabularyFor Scheme="IptcSubjectCodes" Context=".//Subject/@FormalName"/> 
 <DefaultVocabularyFor Scheme="IptcSubjectCodes"  
  Context=".//SubjectMatter/@FormalName"/> 
 <DefaultVocabularyFor Scheme="IptcSubjectCodes"  
  Context=".//SubjectDetail/@FormalName"/> 
</Resource> 
<Resource> 
 <Urn>urn:newsml:iptc.org:20001006:topicset.iptc-subjectqualifier-ja:10</Urn> 
 <DefaultVocabularyFor Scheme="IptcSubjectQualifiers"  
  Context=".//SubjectQualifier/@FormalName"/> 
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</Resource> 
<Resource> 
 <Urn>urn:newsml:pressnet.or.jp:20010516:topicset.iptc-topictype-nsk:5</Urn> 
 <!-- 下記 Schemeは NskTopicType 等になることもある --> 
 <DefaultVocabularyFor Scheme="IptcTopicType" Context=".//TopicType/@FormalName"/> 
 <!-- 下記 Schemeは NskTopicType 等になることもある --> 
 <DefaultVocabularyFor Scheme="IptcTopicType" Context=".//TopicSet/@FormalName"/> 
</Resource> 
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◆ボキャブラリの種類 

NskNewsML:1では、ボキャブラリを派生の仕方によって次の種類に分けた。 

ボキャブラリの種類 

  
IPTC 

ボキャブラリ 
IPTC-ja 

ボキャブラリ 
IPTC-NSK 拡張 

ボキャブラリ 
NSK オリジナル 

ボキャブラリ 
ユーザー拡張 
ボキャブラリ 

ユーザー 
ボキャブラリ 

説明 
 IPTC の用意
するボキャブラ
リ。 

 IPTC ボキャブラリ
の各 Topic に、日本
語訳 Description を追
加したもの。 

 IPTC-ja ボキャブラリ
に、NSK が Topic を追加
したボキャブラリ。 

 NSK が独自に作成
したボキャブラリ。 

 IPTC や NSK の用
意するボキャブラリ
に、ユーザーが Topic
を 追 加 し た り 、
Description を追加す
るなどしたボキャブラ
リ。 

 ユーザーが独自に作
ったボキャブラリ。すで
にある TopicSet の一部
を組み込んだボキャブ
ラリもこれに該当する。 

ネーミング
説明 

  
オリジナル名の末尾
に"-ja"を付ける 

オリジナル名の末尾
に、"-nsk"をつける 

IPTC のネーミングに
倣う 

末尾に識別子をつけ
る 

他のボキャブラリと混同
しないように命名する 

ネーミング
サンプル 

 
topicset.iptc-fo
rmat 

topicset.iptc-subject
code-ja、 
topicset.iso-country
-ja 

 
topicset.iptc-format-ns
k 

 
topicset.nsk-NewsPr
oduct 

 
topicset.nsk-party-x
xx 

topicset.xxx 
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◆NSK リソース利用方法一覧 

以下の表は、Context をキーとして、1 行が Resourceひとつに対応している。 

ボキャブラリタイプ 

Context の主要部分 
IPTC-ja 

ボキャブラリ 

IPTC-NSK 拡張 

ボキャブラリ 

NSK オリジナル 

ボキャブラリ 

ユーザー拡張 

ボキャブラリ 

ユーザー 

ボキャブラリ 

Format/@FormalName  使用不可 
使用可(推奨) 

topicset.iptc-format-ns
k 

なし 使用可 

使用不可 

(ユニーク性を維持
するため) 

Language/@FormalName 
使用可 

topicset.iso-language-j
a 

なし なし 使用不可 使用不可 

MediaType/@FormalName 
使用可 

topicset.iptc-mediatype
-ja 

なし なし 使用不可 使用不可 

MetadataType/@FormalName 使用不可 
使用可 

topicset.iptc-metadatat
ype-nsk 

なし 使用可 使用可 

MimeType/@FormalName  
使用可 

topicset.iptc-mimetype
-ja 

なし なし 使用不可 使用不可 

NewsItemType/@FormalNam
e 

使用可 
topicset.iptc-newsitemt

ype-ja 
なし なし 使用不可 使用不可 

NewsLineType/@FormalNam
e 

なし なし 
使用可 

topicset.nsk-news
linetype 

使用可 使用不可 

NewsProduct/@FormalName  なし なし 
使用可 

topicset.nsk-news
product 

使用不可 使用不可 

Property[@FormalName=’Ns
kJpnAreaCode’]/@Value 

なし なし 
使用可 

topicset.nsk-jpnar
eacode 

使用不可 使用不可 

Property[@FormalName=’Ns
kCountry’]/@Value 

使用可 
topicset.iso-country-ja 

なし なし 使用不可 使用不可 

Party/@FormalName  なし なし 
使用可(推奨) 

topicset.nsk-party
使用可 

使用可 

（ユーザーボキャ
ブラリの使用の可
能性が高いため） 

Priority/@FormalName 
使用可 

topicset.iptc-priority-ja 
なし なし 使用不可 使用不可 

Property/@FormalName 使用不可 
使用可 

topicset.iptc-property-
nsk 

なし 使用可 使用可 

Status/@FormalName  
FutureStatus/@FormalName  

使用可 
topicset.iptc-status-ja 

なし なし 使用不可 使用不可 
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ボキャブラリタイプ 

Context の主要部分 
IPTC-ja 

ボキャブラリ 
IPTC-NSK 拡張 

ボキャブラリ 
NSK オリジナル 

ボキャブラリ 
ユーザー拡張 
ボキャブラリ 

ユーザー 
ボキャブラリ 

Subject/@FormalName 
SubjectMatter/@FormalName 
SubjectDetail/@FormalName  

使用可 
topicset.iptc-subjectco

de-ja 
なし なし 使用不可 使用不可 

SubjectQualifier/@FormalNa
me 

使用可 
topicset.iptc-subjectqu

alifier-ja 
なし なし 使用不可 使用不可 

TopicType/@FormalName  

TopicSet/@FormalName 
使用不可 

使用可 
topicset.iptc-topictype-

nsk 
なし 使用可 

使用不可 

（ユニーク性を維
持するため） 
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5.3 TopicSets 

TopicSetはTopic要素を含む。これら（Topic要素）は、実世界事情（トピック）への参照となる。これ
らは人、場所、会社、あるいはある種の重要性をもつその他のものであるかもしれない。そして、NewsML
文書にあるニュース・コンテンツかメタデータ内で参照されるか、さもなければ関連しているかのどちら
かである。 

ひとつのTopicは、１つ以上のFormalName下位要素、１つ以上のDescription下位要素の両方、あるい
はどちらかを持ち得る。Descriptionは、それがどの個別のものであるかについて識別するように意図さ
れるものである。FormalName要素 は、特定のnaming schemeに属することを示すために、Scheme属
性を持つことができる。同じScheme属性を伴う同じFormalNameを持つ２つのTopicが同じTopicSetに存
在するのは誤りである。従ってcontrolled vocabularyとしてTopicSetを使うことは可能であり、すべての
与えられた formal name（形式名）の意味を確かめることができるのである。 

Topic要素は、Details属性も持つことができる。Details属性はURLやURNの形で、そのトピックに関
する追加情報へのポインタとなる。Topic要素はまた、そのトピックの特性のための値を提供する１つか
複数のProperty下位要素を持つことができる。TopicとTopicSetは追加的に、自然言語で非形式的な追加
情報を与えるCommentを持つことができる。 

追加のTopicは、TopicSetRef下位要素を使用することにより、あるTopicSetに参照として含まれること
ができる。TopicSetRef要素のTopicSet属性は、現在のTopicSetの中へ参照によって含まれるTopicをもつ、
TopicSetへのポインタである。このポインタは、内部あるいは外部のTopicSetを識別する http URL また
は NewsML URN か、あるいは＃記号の後に現在の文書中にあるTopicSetのDuid属性値を続けたものか
らなるfragment identifierのいずれかある。 

もし、参照によって含まれるTopicの１つが、すでにそのTopicSetに含まれるあるTopicと同じ
FormalNameとSchemeを持っていれば、それら両方が同じ実世界のものを参照するということを意味す
る。したがって、これら２つのTopic 要素は、マージされるとみなされる。Topicのマージは、システム
によって物理的に実行される必要はない。しかし、データの意味は、まるでマージが実際に実行された場
合と全く同じようになる。 

すべてのTopicは、そのTopicがどのようなタイプであるかを表す１つまたはそれ以上のTopicType下位
要素を持つ。トピックのタイプは、TopicType要素のFormalName属性で命名される。TopicType要素の
Vocabulary属性は、そのFormalNameの意味を定義するcontrolled vocabularyへのポインタである。
Scheme属性は、もし存在するならば、ボキャブラリ内のどのnaming schemeがこの formal name（形式
名）に当てはまるかを識別する。 

 
<!ENTITY % formalname " FormalName CDATA  #REQUIRED 
                        Vocabulary CDATA  #IMPLIED 
                        Scheme     CDATA  #IMPLIED"  >  
 
<!ELEMENT TopicSet  (Comment* , Catalog? , TopicSetRef* , Topic*)> 
<!ATTLIST TopicSet %localid;  
                   %formalname;  >  
 
<!ELEMENT TopicSetRef (Comment*)> 
<!ATTLIST TopicSetRef %localid; 
                      TopicSet CDATA #IMPLIED > 
 
<!ELEMENT Topic (Comment* , Catalog? , TopicType+ , FormalName* , Description* , Property*)> 
<!ATTLIST Topic %localid; 
                Details CDATA #IMPLIED > 
 
<!ELEMENT TopicType EMPTY > 
<!ATTLIST TopicType %localid; 
                    %formalname;  >  
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<!ELEMENT FormalName (#PCDATA) > 
<!ATTLIST FormalName %localid; 
                     Scheme CDATA #IMPLIED > 
 
<!ELEMENT Description (#PCDATA) > 
<!ATTLIST Description %localid; 
                      xml: lang CDATA #IMPLIED 
                      Variant CDATA #IMPLIED > 

 
以下の例では、TopicSetがEvent（出来事）、Person（人物）、Company（会社）という３つのタイプのTopicを持

つ。これらのTopicTypeはすべてIPTC Topic Types vocabularyから引き出される形式名によって識別される。この
IPTC Topic Types vocabularyはCatalogでTopicType要素のためのdefault vocabularyであると宣言される。 
最初のTopicはEvent（出来事）で、英語で「Iran-Iraq war（イラン･イラク戦争）」と書かれている。 
2番目のTopicは「Tony Blair（トニー・ブレア）」 と記述されたPerson（人物）についてである（そのDescription

要素値に関連づけられた特定の言語はない）。さらにこのPerson（人物）についてのDetails属性が、外部ファイル
「whoswho.xml」の中でtonyblairとブックマークされた場所で見つけることができる。 
あとの2つのTopicはCompany（会社）についてであり、より形式的に識別されている。それらはそれぞれCompany 

Name（会社名）という特定のVariant属性を持つDescriptionを持つ。さらに、それぞれが２つのFormalNameを持
ち、そのうち1つはRIC naming schemeに、もう１つがNASDAQ naming schemeに属している。 
 
<?xml version="1.0"?> 
<!DOCTYPE NewsML PUBLIC "urn:newsml:iptc.org:20001006:NewsMLv1.0:1" 
"http://www.iptc.org/NewsML/DTD/NewsMLv1.0.dtd"> 
<NewsML> 

<Catalog> 
<Resource> 

<Urn>urn:newsml:iptc.org:20001006:IptcTopicTypes:1</Urn> 
<Url>http://www.iptc.org/NewsML/topicsets/iptc-topictypes.xml</Url> 
<DefaultVocabularyFor Context="TopicType"/> 

</Resource> 
</Catalog> 
<TopicSet FormalName=”Event”/> 

<Topic Duid="event1"> 
<TopicType FormalName="Event"/> 
<Description xml:lang="en-GB">Iran-Iraq war</Description> 

</Topic> 
<Topic Duid="person1" Details="whoswho.xml#tonyblair"> 

<TopicType FormalName="Person"/> 
<Description>Tony Blair</Description> 

</Topic> 
<Topic Duid="company1"> 

<TopicType FormalName="Company"/> 
<FormalName Scheme="RIC">DELL.O</FormalName> 
<FormalName Scheme="NASDAQ">DELL</FormalName> 
<Description Variant="Company Name">Dell Computer</Description> 

</Topic> 
<Topic Duid="company2"> 

<TopicType FormalName="Company"/> 
<FormalName Scheme="RIC">RTRSY.O</FormalName> 
<FormalName Scheme="NASDAQ">RTRSY</FormalName> 
<Description Variant="Company Name">Reuters</Description> 

</Topic> 
</TopicSet> 

... 
</NewsML> 
 
以下の例では、IPTCサブジェクト・コードvocabularyが、TopicSet内のTopicSetRef要素を通じた参照によって含
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まれる。また、1つの追加のTopic要素も与えられる。これはIPTC topic types naming schemeによって定義される
「SubjectMatter」のTopicTypeを持つ。その追加のTopicには「Building Design」という短い英語の記述と、「The art 
and science of designing buildings」というフルの英語記述がある。それにはまた2つのFormalNameが与えられて
いる。IptcSubjectCodes naming schemeではそのFormalNameは「01002000」であり、myscheme naming scheme
ではそのFormalNameは「BDES」である。このことは、myscheme naming schemeでのFormalName 「BDES」
へのどんな参照も、IPTCサブジェクト・コードvocabularyで「01002000」と名づけられたものとまさに同じものを
参照することを意味する。 
 
<TopicSet Duid="mysubjects" FormalName="SubjectMatter"> 

<TopicSetRef TopicSet="urn:newsml:iptc.org:iptc:20001006:IptcSubjectCodes"/> 
<Topic Duid="mysubject1"> 

<TopicType FormalName="SubjectMatter" Vocabulary="urn:iptc:20001006:IptcTopicTypes" 
Scheme="IptcTopicTypes"/> 

<FormalName Scheme="myscheme">BDES</FormalName> 
<FormalName Scheme="IptcSubjectCodes">01002000</FormalName> 
<Description xml:lang="en-GB" Variant="ShortDesc">Building Design</Description> 
<Description xml:lang="en-GB" Variant="FullDesc">The art and science of designing 

buildings</Description> 
</Topic> 

</TopicSet> 
 
システムが実際にIPTCサブジェクト・コードvocabularyにアクセスし、システム内にローカルに含まれるTopics

とIPTCのTopicsをマージするとしたら、結果として以下のように示すようにマージされたTopicエレメントが生じる
だろう。これにより、myscheme でBDESと呼ぶtopicが、IPTC のvocabularyでは「Architecture（建築）」として
記述されていることがわかる。 
 

<Topic Duid="mergedtopic1"> 
<TopicType FormalName="SubjectMatter"/> 
<FormalName Scheme="IptcSubjectCodes">01002000</FormalName> 
<FormalName Scheme="myscheme">BDES</FormalName> 
<Description xml:lang="en-GB" Variant="ShortDesc">Building 

Design</Description> 
<Description xml:lang="en-GB" Variant="FullDesc">The art and science of 

designing buildings</Description> 
<Description xml:lang="en-GB" Variant="Name">Architecture</Description> 

</Topic> 
 
上記の手法は、ほかのcontrolled vocabularyから引き出された用語と1つのcontrolled vocabularyの中で用語が同

義であることを表明するための、一般的なメカニズムとして使用することができる。このメカニズムの使用を容易に
するために、コントロールされたcontrolled vocabulariesとしての使用を意図されるTopicSetにおいてすべての
FormalName（要素）にScheme属性を含むのは良い方法である。 
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［NSK 解説］ 

TopicSet要素 

TopicSetはTopicの集まりである。NewsML にはTopic要素とTopic属性があるので、注意が必要である。
TopicSet要素の意味はFormalName属性で表される。このFormalName属性は単にTopicSetのタイプを
（形式的に）表すものであり、NewsML 文書中における重要度は低い。TopicSetにはTopic下位要素の他
に、補助的に下位要素としてComment、 Catalog、 TopicSetRefを持つ。TopicSetは宣言であって、他
の要素でTopicSet内の該当Topicをポイントして使用する。    

 

［ツリー図］ 

 

 

TopicSetは２つの使い方がある。１つは、実世界事情（トピック）の集合を表す。これは人、場所、会
社、あるいはある重要な意味をもつその他のものであるかもしれない。もう１つは、Controlled 
Vocabularyである。 

※仕様書では実世界事情（トピック）に controlled vocabularyが含まれているが、解説書ではこれを区
別して説明することとする。 

 

controlled vocabulary（コントロールド・ボキャブラリ） 

controlled vocabulary（コントロールド・ボキャブラリ）とは、（一般的には）Scheme属性と
FormalName属性の組み合わせで、TopicSet内の唯一のTopicを示すようにコントロールされたボキャブ
ラリのことである。つまり、FormalName下位要素を持つTopicのことである。 

controlled vocabularyでは、Topicが使用する候補値の１つに対応し、TopicSetが値の候補の集合（ボ
キャブラリ）に対応する。通常、controlled vocabularyではTopicType下位要素は１つである。 

実世界事情（トピック）を外部TopicSetファイルで管理する場合など、controlled vocabularyとして扱
えるようにFormalName下位要素を持たせることもある。しかし、実世界事情（トピック）をポイント
する要素ではFormalName属性を使用できない。controlled vocabularyは、FormalName属性でTopicを
ポイントするような要素で利用される。 

 

TopicSet要素が記述できる個所 

TopicSetは、NewsML 文書中のいくつかの個所に記述できる。NewsML 要素の中とNewsComponent
要素の中で記述された場合は、各サブツリーの中でのみ有効なTopicSetとして使用される。NewsItem要
素の中で記述された場合、外部参照されるTopicSetファイルを作成するために使用される。これによって
作成されたNewsML ファイルは通常、controlled vocabularyとして使用される。なぜならば、controlled 
vocabularyではないTopicをポイントするためのTopic属性はTopicUse、TopicOccurrence、 Party各要素
に存在するが、参照範囲が同じ文書内に限られるからである。 

 

TopicSet 

*Comment △ 

* Topic △ 

* TopicSetRef △ 

? Catalog △ 

* Comment △ 
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TopicSet 要素が記述できる個所（1） 
次の例は、通常の（NewsComponentがある）NewsMLファイルにTopicSet要素を記述できる個所を表している。 

<NewsML> 
  <Catalog> 
    . . .  
  </Catalog> 
  <TopicSet ...>  
    . . .  
  </TopicSet> 
  <NewsItem> 
    <NewsManagement> 
      <NewsItemType FormalName=”News”/> 
    </NewsManagement> 
    <NewsComponent> 
      <TopicSet ...>  
        . . .  
      </TopicSet> 
    </NewsComponent> 
  </NewsItem> 
</NewsML> 
 

TopicSet 要素が記述できる個所（2） 
次は、外部参照されるTopicSetファイルで、TopicSet要素を記述する個所を表している。 

<NewsML> 
  <NewsItem> 
    <NewsManagement> 
      <NewsItemType FormalName=”TopicSet”/> 
    </NewsManagement> 
    <TopicSet> 
      . . .  
    < /TopicSet> 
  </NewsItem> 
</NewsML> 
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Topic要素 

Topic要素は、実世界事情（トピック）あるいは、controlled vocabularyの１つを表す。Topic要素は
Details属性を持つことができ、これによって http URLや NewsML URNの形でそのTopicに関する追加
情報をポイントする。TopicType下位要素は、Topicの種別（タイプ）を表す。Description下位要素には
Topicの説明が記述される。FormalName下位要素があればcontrolled vocabularyとしても使用できる。
Topic要素は他に、補助的な下位要素としてComment, Catalog, Propertyを持つ。 

[ツリー図] 

 

 

Topic要素はFormalName下位要素を持つタイプと持たないタイプの２つに分類される。NewsML には、
FormalName要素とFormalName属性があるので、注意が必要である。 

Topic要素でFormalName下位要素を持たないものは、実世界事情（トピック）を表現する。また、１
つ以上のTopicType下位要素を持つ場合が多くあると推測できる。 

実世界事情（トピック）を指定する方法は、TopicUse, TopicOccurrence, Party各要素に含まれるTopic
属性に#記号と、該当TopicのDuidを続けて構成するポインタで指定する。 

実世界事情（トピック）を指定する例 
<NewsComponent> 
  <Catalog> 
    <TopicUse Topic=”#topic01” Context=”DescriptiveMetadata”> 
  </Catalog> 
  <TopicSet FormalName=”LocalVocabulary”> 
    <Topic Duid=”topic01”> 
      <TopicType FormalName=”Event”/> 
      <Description> ... </Description> 
    </Topic> 
  </TopicSet> 
  <DescriptiveMetadata> 
    <TopicOccurrence Topic=”#topic01”/> 
    . . .  
</DescriptiveMetadata> 

 

controlled vocabularyの１つの値を指定する方法は、対象要素に含まれるFormalName属性に該当
TopicのFormalName下位要素の内容を記述する。より明確にTopicを指定するために、naming scheme
を指定することもできる。naming schemeの指定方法は対象要素のScheme属性に、該当Topicの
FormalName下位要素に含まれるScheme属性の値を指定する。 

controlled vocabulary を指定する例 
<NewsComponent> 
  <TopicSet Duid=”LocalTopicSet” FormalName=”LocalVocabulary”> 

* Topic 

*Comment △ 

* Description △ 

* FormalName △ 

? Catalog △ 

+ TopicType △ 

* Property × 



 

 39 

    <Topic Duid=”topic.nskcontentprice”> 
      <TopicType FormalName=”MetadataType” Scheme=”IptcTopicType”/> 
      <FormalName Scheme=”NskMetadataType”>NSK:ContentPrice</FormalName> 
      <Description xml:lang=”ja-JP”>コンテンツ単価</Description> 
    </Topic> 
    <Topic Duid=”topic.nskprice”> 
      <TopicType FormalName=”Property” Scheme=”IptcTopicType”/> 
      <FormalName Scheme=”NskProperty”>NSK:PriceYEN</FormalName> 
      <Description xml:lang=”ja-JP”>価格（円）</Description> 
    </Topic> 
  </TopicSet> 
  <Metadata> 
    <Catalog> 
      <Resource> 
        <Url>#LocalTopicSet</Url> 
        <DefaultVocabularyFor Context=”MetadataType”/> 
        <DefaultVocabularyFor Context=”Property”/> 
      </Resource> 
    </Catalog> 
    < ! —コンテンツ単価の情報--> 
    <MetadataType FormalName=”NSK:ContentPrice”/> 
    < ! —このコンテンツ単価（円）は 1000 --> 
    <Property FormalName=”NSK:PriceYEN” Scheme=”NskProerty” Value=”1000”/> 
  </Meatadata> 
  ... 
</NewsComponent> 
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TopicSetRef要素 

あるTopicSetから他の既存のTopicSetを引用したい場合、TopicSetRef要素を使用する。含めるTopic
をもつ他のTopicSetへのポインタを、TopicSetRef要素のTopicSet属性で指定する。このポインタは、内
部あるいは外部のTopicSetを識別する http URL または NewsML URN か、現在の文書中にあるTopicSet
のDuid属性の値があとに続く＃記号からなるfragment identifierのいずれかである。 

TopicSetRef要素を使用することによって、参照元のTopicSetに、ポイントされているTopicSetのTopic
をすべて含めることができる。 

 

TopicSetRef を使って Topicを追加する例 
つぎの例は、IPTCのProviderに NSK（日本新聞協会）を追加している。 

<NewsComponent> 
  <Catalog> 
    <Resource> 
      <Url>#LocalTopicSet</Url> 
      <DefaultVocabularyFor Context=”Party”/> 
    </Resource> 
  </Catalog> 
  <TopicSet Duid=”LocalTopicSet” FormalName=”LocalVocabulary”> 
    <TopicSetRef TopicSet=” urn:newsml:iptc.org:20001006:topicset.iptc-provider”/> 
    <Topic Duid=”NskProvider.NSK”> 
      <TopicType FormalName=”Provider” Scheme=”IptcTopicType”/> 
      <FormalName Scheme=”NskTiffServiceId”>NSK</FormalName> 
      <Description xml:lang=”ja-JP”>日本新聞協会</Description> 
    </Topic> 
  </TopicSet> 
  <AdministrativeMetadata> 
    <Provider> 
      <Party FormalName=”NSK”  Scheme=” NskTiffServiceId”/> 
    </Provider> 
    <Creator> 
      <Party FormalName=”IPTC” Scheme=”IptcProvider”/> 
    </Creator> 
  </AdministrativeMetadata> 
  ... 
</NewsComponent> 

すでに定義されているTopicを拡張する場合も、TopicSetRef要素が使用できる。TopicSetRef要素によ
って含まれるTopicと、新しいTopicSetのTopicにおいて、同じFormalNameとSchemeの組み合わせがあ
る場合、これら２つのTopicが同じものを指していることになる。このようなケースでは、２つのTopic
を合成（マージ）すると解釈すればよい。Topicのマージは、システムによって物理的に実行される必要
はないが、マージされたように解釈する必要がある。 

TopicSetRef を使って Topicをマージする例 
つぎの例は、IPTCのProviderに NSK（日本新聞協会）と KYODO NEWS（共同通信社）を追加している。共同

通信社についてはIPTCが既に定義した KYODOと同じ Topicにしている。このため、KYODOの Topicも KYODO 
NEWS として扱われることを意味している。（別の表現をすると、KYODO NEWS も KYODOと同じ処理をする
ことが期待される。） 
<NewsComponent> 
  <Catalog> 
    <Resource> 
      <Url>#LocalTopicSet”</Url> 
      <DefaultVocabularyFor Context=”Party”/> 
    </Resource> 
  </Catalog> 
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  <TopicSet Duid=”LocalTopicSet” FormalName=”LocalVocabulary”> 
    <TopicSetRef TopicSet=” urn:newsml:iptc.org:20001006:topicset.iptc-provider”/> 
    <Topic Duid=”IptcProvider.KYODO”> 
      <TopicType FormalName=”Provider” Scheme=”IptcTopicType”/> 
      <FormalName Scheme=”NskTiffServiceId”>KYODO NEWS</FormalName> 
      <FormalName Scheme=”IptcProvider”>KYODO</FormalName> 
      <Description xml:lang=”ja-JP”>共同通信社</Description> 
    </Topic> 
    <Topic Duid=”NskProvider.NSK”> 
      <TopicType FormalName=”Provider” Scheme=”IptcTopicType”/> 
      <FormalName Scheme=”NskTiffServiceId”>NSK</FormalName> 
      <Description xml:lang=”ja-JP”>日本新聞協会</Description> 
    < / Topic> 
  </TopicSet> 
  ... 
</NewsComponent> 
 

 

サンプル TopicSetの説明 

上記のサンプルTopicSet をポイントするには、つぎのように記述する。 

(1) FormalName属性でポイントする場合 
<Party FormalName=”B 欄” Scheme=”C欄” Vocabulary=”#LocalTopicSet”/> 

(2) Topic属性でポイントする場合 
<TopicOccurrence Topic=”#A 欄”/> 
(通常は、ProviderのTopicをTopicOccurrenceでポイントすることはない) 

A 

Topic/@Duid 

B 

Topic/FormalName 

C 

Topic/FormalName/@Scheme 

D 

Topic/TopicType 

補足 

NskProvider.NSK NSK NskTiffServiceId Provider  

KYODO NEWS NskTiffServiceId Provider 同一
Topic 

IptcProvider.KYODO 
KYODO IptcProvider Provider 同一

Topic 

: : : :  
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TopicType要素 

Topicは必ずTopicType下位要素を持つ。TopicType要素でTopicの種別を表す。１つのTopicが複数の
TopicType下位要素を持つ場合もある。Topicの種別は、TopicType要素のFormalName属性に、Topicの
種別のために用意されたcontrolled vocabularyの値を設定することによって表す。 

 

Topicの種別のためのcontrolled vocabularyには、IPTCのTopicTypeを記述したTopicSetファイル
(urn:newsml:iptc.org:20001006:topicset.iptc-topictype)もしくは、このファイルをTopicSetRefでマージ
したTopicSetを使う。これらのcontrolled vocabularyの中にあるTopicの種別は” TopicType”である。 

 

Topicの種別に、IPTCが定義した値を使用することによって、ある程度の自動的な処理が期待できる。
例えば、”Person”のTopicの種別に属するTopicは人物データベースに、”Event”のTopicの種別に属する
Topicはイベントデータベースに自動登録するシステムを作ることができる。 

controlled vocabularyの場合はTopicの種別だけでなく、FormalNameそのものもIPTCに定義した値を
使 用 す る こ と に よ っ て 、 共 通 の 制 御 を 表 す こ と が で き る も の が あ る 。 Topic の種別が  ” 
Status”, ”NewsItemType”であるTopicは、その例である。IPTCのFormalNameに独自の意味を与えては
ならない。もし、独自の制御を指定したい場合は、Topicを追加して、そのFormalNameを利用する。追
加したTopicに対する制御は配信側と受信者側の間で事前に理解されている必要がある。 

 

FormalName要素 

FormalName要素は、Topicをポイントする際の名称を定義する。FormalName要素は、Scheme属性
を持つことができる。NewsML には、FormalName要素とFormalName属性があるので注意が必要であ
る。 

FormalName要素のScheme属性は、任意の名前型（naming scheme）を定義して、これをFormalName
に割り当てることができる。FormalName要素のScheme属性は、他の要素のScheme属性と仕様が異な
るので注意が必要である。 

（他の要素のScheme属性は、このFormalName要素のScheme属性によって割り当てられた既存の名
前型を指定するものである。これに対して、FormalName要素のScheme属性は名前型を作り出す。） 

FormalName要素の内容と、Scheme属性値 の組み合わせは、TopicSetの中で唯一（ユニーク）でな
ければならない。Topic要素には、複数のFormalName下位要素を持つことができる。これにより複数の
FormalNameとScheme属性値の組み合わせが１つのTopicをポイントすることもある。 

TopicType の例 
    <Topic Duid=”topic.nskstdnewsinfomation”> 
      <TopicType FormalName=”MetadataType” Scheme=”IptcTopicType”/> 
      <FormalName Scheme=”NskMetadataType”>NskMetadata</FormalName> 
      <Description xml:lang=”ja-JP”>ＮＳＫ拡張用メタデータ</Description> 
    </Topic> 

urn:newsml:iptc.org:20001006:topicset.iptc-topictype:1 の抜粋 
<TopicSet Duid="newsmltopictypes" FormalName="TopicType"> 
  ... 
  < ! --Topic の種別”MediaType”を定義している--> 
  <Topic Duid="TopicTypes.NewsML.MediaType"> 
    <TopicType FormalName="TopicType"/> 
    <FormalName Scheme="IptcTopicType">MediaType</FormalName> 
  </Topic> 
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Description要素 

オプションのDescription要素は、Topicの説明を表す。複数の記述が可能である。xml:lang属性は、そ
の説明がどの言語で記述されているかを示す。Valiant 属性は同じ言語で複数の説明を記述するときに、
それらを区別するために使用される。 

 

［NskNewsML:1 記述形式］ 

 使用許可 備考 

NewsML/TopicSet △  

NewsItem/ TopicSet ○ TopicSet ファイルを作成するため
に使用する 

NewsItem/NewsComponent/TopicSet △  

TopicSet/@FormalName ○  

TopicSet/@Scheme △  

TopicSet/@Vocabulary △  

TopicSet/Topic ○  

Topic/TopicType ○  

Topic/FormalName ○  

Topic/FormalName/@Scheme ○  

Topic/Description ○  

Topic/Property ×  

TopicType/@FormalName ○  

TopicType/@Scheme △  

 

FormalName要素を複数持つ例 
    <Topic Duid=”topic.nsk.kyodo”> 
      <TopicType FormalName=”Provider” Scheme=”IptcTopicType”/> 
      <FormalName Scheme=”NskProvider”>NSK:Kyodo</FormalName> 
      <FormalName Scheme=”NskServiceId”>KYODO NEWS</FormalName> 
      <Description xml:lang=”ja-JP”>共同通信社</Description> 
    </Topic> 

Description 要素を複数持つ例（topicset.nsk-party.xml より） 
    <Topic Duid=”Nsk.Party.Asahi”> 
      <TopicType Scheme=”NskTopicType” FormalName=”Party”/> 
      <FormalName Scheme=”NskTiffServiceId”>ASAHI</FormalName> 
      <FormalName Scheme=”NskParty”>The_Asahi_Shimbun_Company</FormalName> 
      <Description xml:lang=”ja-JP” Valiant=”Name”>株式会社 朝日新聞社</Description> 
      <Description xml:lang=”en-GB” Valiant=”Name”>The Asahi Shimbun Company 

</Description> 
      <Description xml:lang=”ja-JP” Valiant=”ShortName”>朝日新聞社</Description> 
      <Description xml:lang=”en-GB” Valiant=”ShortName”>Asahi</Description> 
    </Topic> 
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コラム：“Topic は NewsML のキモ” 

 

 XMLは要素の値をDTDでは規定できません。属性値に関してはDTDで規定することも可能ですが、値
を変更、追加するたびにDTDを変えなければならなくなります。 

これらに対応するためにXMLスキーマの実装が待たれるところです。 

要素という入れ物は用意したが、それの用途となかに入っている値が各社ばらばらでは完全なデータ交
換はできません。NewsML では、これを”かなり”回避するために値を規定する仕組みがあります。これ
を参照することにより、各社共通の値を使うことができます。 

値を規定する為に使用するのが、 

” Topic”（トピック）です。 

一つの事柄について、一つの” Topic”で表現します。 

” Topic”（トピック）には、一つの事柄を表す値を示すFormalName要素、内容の説明が記述されてい
るDescription要素等が用意されており、NewsML 文書内で使用する要素や属性値の値とそれのもつ意味
合いが規定できます。 

NewsML が共通フォーマットとして機能するために用意された、”NewsML のキモ”です。 
このTopicを列挙してまとめたのが、 

”TopicSet”（トピックセット）です。 

各要素や、属性ごとに使用できる値の範囲をまとめるなど、”セット”とすることで意味合いを持たせる
ことができます。値の一覧として利用する場合には、これを正式には“Controlled Vocabulary”と呼びま
すがより一般的に 

 “ボキャブラリ”と呼びます。 

このボキャブラリを NewsML 文書内から、URLやURNによって参照する要素名が、 

” Catalog”（カタログ）です。 

Catalogでは、各要素ごとのボキャブラリをResource要素を使って参照先を記述します。また、この
Catalog自体をHref属性を使って参照することもできます。 
この際に、必要なResource要素をすべて集めて別ファイルとしたのが、 

”マスターカタログ”です。 

常に NewsML 文書内に長いCatalogを書かないで済むのでデータが小さくなる、更新したいときも一
つの”マスターカタログ”を変更すれば良いなどの利点があります。 

また、利用社間において、同一のマスターカタログを使用すれば、より共通フォーマットとしての意味
合いが強くなります。 

IPTCではマスターカタログは NewsML の形を取っていますので、NskNewsML:1 も同じ形で使用す
ることになりましたが、使用社の使いたい要素、ボキャブラリによってマスターカタログは異なるため、
各社共通な万能マスターカタログは存在しません。 

NskNewsML:1 では、マスターカタログを使用する場合は、利用社間で作成することを前提として、
マスターカタログを作成するために利用可能なResource要素を列記するだけにしました。これをマスタ
ーカタログと区別するために、 

 “リソースセット”と呼びます。 
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5.4 NewsEnvelope 

NewsEnvelope 要素は NewsML 文書がビジネス・ワークフローやニュース配信社と受信社間の契約関
係の中でどのように使われるかについての情報を記述するためのものであり、１つのNewsML 文書に必
ず１つだけ存在する。この要素は最低限１つのDateAndTime 要素を含まねばならない。それに加えて、
１つのTransmissionId、SentFrom、SentTo、Priority要素と１つ以上のNewsProduct、NewsService要
素の両方またはいずれかを含んでもよい。 

 
<!ELEMENT NewsEnvelope (TransmissionId? , SentFrom? , SentTo? , DateAndTime , NewsService* , 
NewsProduct* , Priority? )> 
<!ATTLIST NewsEnvelope %localid; > 

 

[ツリー図] 

 

 

[NSK 解説] 

NewsEnvelopeとは送信時刻や送信 ID、送信元、受信先など NewsML 文書全体の送受信に関わる情報
を記述する場所であり、封筒のあて名の役目をする。 

 

[NskNewsML:1 記述形式] 

NewsEnvelope 要素 ・・◎ 

 

[例] 

 <NewsEnvelope> 

  <TransmissionId>20010313provider0001:2+20010222:0001</TransmissionId> 

  <SentFrom> 

   <Party FormalName="A-COMPANY"/> 

  </SentFrom> 

  <SentTo> 

   <Party FormalName="B-COMPANY"/> 

  </SentTo> 

  <DateAndTime>20010313T1500+0900</DateAndTime> 

NewsEnvelope ◎ 

? TransmissionId ○ 

* NewsProduct  ◎ 

* NewsService  ○ 

? SentFrom  ○ 

DateAndTime  ◎ 
 

? Priority  ○ 

? SentTo  ○ 
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  <NewsProduct FormalName="NskNewsML:1"/> 

  <Priority FormalName="5"/> 

 </NewsEnvelope> 
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5.4.1 TransmissionId 

 TransmissionIdは NewsML 文書伝送のための識別子である。この要素は同じ配信社からの異なった伝
送すべてにおいて唯一でなければならない。仮に送信側が、受信が正常に行われたことに確信がもてなく
伝送を繰り返したい時は、同じ内容のTransmissionIdが使われてもよい。しかし、最初の伝送と二度目
とを区別するためにRepeat属性を提供しなければならない。Repeat属性の値がとる形式は配信社が決め
る。同様にTransmissionId自体のフォーマットも配信社の決定事項である。たとえばチャネル識別子の
後にシーケンス番号が続くといった形式が考えられる。  

 
<!ELEMENT TransmissionId (#PCDATA )> 
<!ATTLIST TransmissionId %localid; 
                         Repeat CDATA #IMPLIED > 

 
<TramsmissionId Repeat="second attempt">abc123</TransmissionId> 

 

[NSK 解説] 

通信レベルの再送時は変更しなくてもよい。ユーザー要求による再送時はTransmissionIdを変更する
か、変更しない代わりにRepeat属性をつける。同じ相手でTransmissionIdが同じ場合は同じ NewsML
文書が送られたことを示す。 

TransmissionId を唯一にするために NewsItemId や PublicIdentifier を使用してはならない。
NewsItemIdやPublicIdentifierはNewsItemの識別子であり、伝送の識別子にはならないからである。例
えばTransmissionIdにNewsItemIdを使用した場合、NewsItemの改版が起きるとNewsItemIdは変わら
ないが、TransmissionIdは変更して送らないとTransmissionIdの重複が発生する。よって使用してはな
らないのである。 

 

[NskNewsML:1 記述形式] 

NewsEnvelope/TransmissionId 要素 ・・○ 

 

5.4.2 SentFrom と SentTo 

 SentFrom要素は、NewsML 文書を送信した 1 つ以上の組織を識別し、SentTo要素はその文書を送ら
れた１つ以上の組織を識別する。これら２つの内容モデルは party エンティティによって提供され、ニュ
ース・ワークフローにおいて特定の役割を果たす個人、組織、企業を記述する。オプションのComment
要素は、自然言語で非形式的な追加情報を提供する。Comment要素はオプションとしてxml:lang属性と
TranslationOf 属性を持つ。xml:lang属性はXML要素の内容の言語を識別する。それはXMLの仕様に定義
されており、その値はIETF RFC3066 で定義されたものでなければならない。IETF RFC3066 では、
ISO639－1 か ISO639－2 の言語コードと、ISO3166－alpha2 か ISO3166－alpha3 の国コードの任意の
仕様（言語コードと国コードをハイフンで組み合わせること）が許されているが、（NewsML では言語コ
ードは）ISO639－1 の２文字言語コードを使う必要がある。発行者は２文字または３文字の国コードを
選べる。そのために、xml:lang属性は ll－CC か ll－CCC の構造になる。TranslationOf 属性は、この
Commentが直訳となる他のComment要素へのポインタである。コメントタイプは、Comment要素の
FormalName属性で任意に命名される。Comment要素のVocabulary属性は、FormalNameの意味を定義
するcontrolled vocabularyへのポインタである。Scheme属性は、もし存在すれば、ボキャブラリ内のど
のnaming schemeがこの形式名に当てはまるかを識別する。 

そのProperty要素、またはそのFormalName属性、Vocabulary属性、Scheme属性を通して、Party 要
素は当該の組織であるTopicを識別する。オプションのTopic属性はそのTopicへの直接のポインタとして
使用できる。そのポインタは http のURL形式、またはNewsML の URN 形式、または#記号の後に現行
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文書でのTopic要素のDuid属性の値を続ける形をとる。 

 
<!ENTITY % party " (Comment* , Party+ )"> 
 
<!ELEMENT SentFrom (%party;)> 
<!ATTLIST SentFrom %localid; > 
 
<!ELEMENT SentTo (%party;)> 
<!ATTLIST SentTo %localid; > 
 
<!ELEMENT Comment (#PCDATA)> 
<!ATTLIST Comment %localid;  
          xml:lang CDATA #IMPLIED  
          TranslationOf IDREF #IMPLIED  
          FormalName CDATA #IMPLIED  
          Vocabulary CDATA #IMPLIED  
          Scheme CDATA #IMPLIED > 
 
<!ELEMENT Party (Property)*> 
<!ATTLIST Party %localid;  
          %formalname;  
          Topic CDATA #IMPLIED > 

 
以下の例は、文書を送信しているPartyの、MyCompanyCodes controlled vocabularyにおけるxyz naming scheme

での形式名が、MYCODEであることを表している。Party要素のVocabulary属性は、MYCODEの意味を解析するた
めに使用されるcontrolled vocabularyを提供するTopicSetを識別する。 
<SentFrom> 
<Party FormalName="MYCODE" Scheme="xyz" 

Vocabulary="urn:newsml:mycompany.com:20010101:MyCompanyCodes:1"/> 
</SentFrom> 

 

[ツリー図] 

 

 

[NSK 解説] 

SentFrom要素には送信元、SentTo要素には送信先の組織を表す。 

Comment要素には自然言語で自由な形式で追記情報を記述が可能である。ただし、NewsML1.1 より
xml:lang属性が ISO639-1 と ISO3166-alpha2 の組み合わせ(ll-CC)、または ISO639-1 と ISO3166-alpha3
の組み合わせ(ll-CCC)で表現することになったため注意が必要である。日本語を表現する場合は、ll-CC
だと「xml:lang="ja-JP"」となり、ll-CCC は「xml:lang="ja-JPN"」になる。また、国コードはかつてIPTC

? SentFrom ○ 

+ Party ○ 

* Comment △ 

* Property × 

? SentTo ○ 

+ Party ○ 

* Comment △ 

* Property × 
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によりTopicSetとして管理されていた。しかしこの国コードのTopicSetは、事実上、ISO3166 と ISO639
で定義されているものをそのまま使用しているだけなので意味をなさない。それゆえ、現在、これらの
ISO 仕様の値あるいは言語のための RFC3066 に一致した値を採用することや、ISO あるいは RFC の
web サイトの情報ページに示されているボキャブラリの値を加えることを認めている。こういった処理
は、もはやIPTCが iso-country-codes と iso-language-codeのTopicSetを管理しないため、IPTCも強く推
奨している。 

Party要素は組織の名称を表す。内容は、送信元と送信先の組織間で取り決めを行う必要がある。また、
NewsML1.1 よりPartyの子要素としてProperty要素が追加されている。 

 

 下位要素のComment要素の値は人間が読むことを想定した形式で記述される。Party要素の直前に
Comment要素を記述して、子要素のParty要素を解説する。 

 なお、Comment要素はオプションとしてxml:lang属性と TranslationOf 属性を持つ。xml:lang属性で
Comment要素値の言語を指定することにより、さまざまな言語で記述することができる。 

 TranslationOf属性は IDREF 型で、同一文書内の同じ ID 型属性値をとるComment要素を示すポイン
タとなる。 

 

[NewsML 仕様の変更点：NewsML v1.1] 

１． Comment要素のxml:langの表現方法が従来は言語コードのみであったが、言語コードと国コード
の組み合わせに変更された。 

２． Comment要素にFormalName、Vocabulary、Schemeが追加された。 

３． Party要素にProperty子要素が追加された。 

 

[NskNewsML:1 記述形式] 

Party のボキャブラリは新聞社・通信社間の場合、NSK オリジナルボキャブラリを推奨するが、配信
社と受信社で決める。 

NewsEnvelope/SentFrom 要素 ········· ○ 

NewsEnvelope/SentFrom/Party 要素○ 

NewsEnvelope/SentTo要素 ·············· ○ 

NewsEnvelope/SentTo/Party 要素 ···· ○ 

 
<SentFrom> 
   <Party FormalName=”A-company”/> 
</SentFrom> 
<SentTo> 
   <Party FormalName=”B-company”/> 
</SentTo> 

 

[NskNewsML:1.2 記述形式] 

NewsEnvelope/SentFrom/Comment  △ 

NewsEnvelope/SentFrom/Comment/@FormalName △ 

NewsEnvelope/SentFrom/Comment/@Vocaburaly △ 

NewsEnvelope/SentFrom/Comment/@Scheme △ 
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NewsEnvelope/SentTo/Comment   △ 

NewsEnvelope/SentTo/Comment/@FormalName △ 

NewsEnvelope/SentTo/Comment/@Vocaburaly △ 

NewsEnvelope/SentTo/Comment/@Scheme  △ 

NewsEnvelope/SentFrom/Party/Property要素 × 

NewsEnvelope/SentTo/Party/Property要素  × 

 

NewsML v1.1で追加された Comment 要素の FormalName属性、Vocaburaly属性、Scheme属性は
使用しても良いが、同じく追加されたParty 要素の Propertr子要素は使用してはいけない。 

Comment 要素のxml:langの表現方法は、言語コードと国コードの組み合わせで表現する。 

 

 

5.4.3 DateAndTime 

 DateAndTime要素は、伝送時の日付とオプションとしての時間を含む。これは、ISO 8601:2000(E)フ
ォーマットで規定されているとおり、日付はCCYYMMDD形式で表現する。続けてオプションとして文
字 T と現地時間を HHMMSS 形式、さらにオプションとして+、－に続けて現地時間と協定世界時(UTC)
との時差をHHMM 形式で表現する。時差が+0000のところでは添え字”Z”が代わりに使える。 

 
<!ELEMENT DateAndTime (#PCDATA )> 
<!ATTLIST DateAndTime %localid; > 

 
 以下の例は、このNewsItemは現地時間における 2000 年10月 6日 14 時に送られたものであり、協定世界時（UTC）
より 2 時間早いことを示している。 
<DateAndTime>20001006T1400+0200</DateAndTime> 

UTC表記で、時差がない（例えば 2002 年 3 月 6 日12 時）場合、代わりに添え字を使うことができる。 
<DateAndTime>20020306T120000Z</DateAndTime> 

 

[NSK解説] 

ISO8601の書式がすべて許されているのではなくCCYYMMDD形式のみである。オプションの時間は
HHMMSS形式のみで、協定世界時との時差はHHMM形式のみある。ユーザーが明示的に再送を要求し
たときには別の値となる。通信レベルでの再送については、同一の値にする。 

 

[参考： ISO8601記述形式] 

・暦日付（こよみひづけ）の完全表記： CCYYMMDD 例）20010313 

・時刻のみの省略表記： HHMMSS 例）150000 

・現地時間と協定世界時との差（時差）を付けた場合： HHMMSS±HHMM 例）150000+0900 

・日付と時刻の組み合わせの表記： 時刻の先頭に文字“Ｔ”を指示記号として付ける。 

※ISO8601は、1988年に発行された国際規格で、この様式に沿って一部記述を追加したものがJIS X 0301
として1992年に発行されている。 

 

[NskNewsML:1記述形式] 



 

 51 

NSKではつぎのいずれかの形式にする。日本時刻の協定世界時との差は+0900である。 

CCYYMMDD 

CCYYMMDDThhmmss±hhmm 

NewsEnvelope/DateAndTime 要素・・・・◎ 

 

 

5.4.4 NewsService と NewsProduct 

 NewsService要素とNewsProduct 要素はそのパッケージが含まれているサービスやプロダクトを示
している。複数のNewsService要素とNewsProduct要素が許可されている。FormalName属性の値は、
サービスまたはプロダクトの形式名である。その意味と許される値は、Vocabulary属性とScheme属性で
識別されるcontrolled vocabularyにより決定される。 

 

<!ELEMENT NewsService EMPTY> 
<!ATTLIST NewsService %localid;                       
                      % formalname ;  >  
<!ELEMENT NewsProduct EMPTY> 
<!ATTLIST NewsProduct %localid;                       
                      %formalname; > 

 

 
 以下の例は、スポーツ（SPORTS）サービス、一般情報（GENERALINTEREST）サービスと、WebWireプロダ
クトに属するパッケージを表している。スポーツと一般情報という用語は、MyPressCompany’s Servicesの
vocabularyから引け、WebWireという用語はMyPressCompany’s Productsのvocabularyから引ける。 
 
<NewsML> 

<Catalog> 
<Resource> Vocabulary="urn:newsml:iptc.org:20001006:IptcPriority:1" 

<Urn>urn:newsml:mpc.com:20010101:MpcServices:1</Urn> 
<DefaultVocabularyFor Context="NewsService"/> 

</Resource> 
<Resource> 

<Urn>urn:newsml:mpc.com:20010101:MpcProducts:1</Urn> 
<DefaultVocabularyFor Context="NewsProduct"/> 

</Resource> 
</Catalog> 
<NewsEnvelope> 

<DateAndTime>20001225T1200+0100</DateAndTime> 
<NewsService FormalName="SPORTS"/> 
<NewsService FormalName="GENERAL INTEREST"/> 
<NewsProduct FormalName="WebWire"/> 
</NewsEnvelope> 
... 

</NewsML> 

 

[NskNewsML:1 記述形式] 

NewsEnvelope/NewsService要素····· ○ 

NewsEnvelope/NewsProduct 要素 ···· ◎で繰り返しなし 

NskNewsML レベル１に沿った NewsML 文書であることを識別するために NewsProduct 要素を利用
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する。NewsProduct 要素は本来､省略可、繰り返しありだが、NSK ガイドラインでは◎で繰り返しなし。
ボキャブラリはNSK オリジナルボキャブラリを使用する。 

（例）<NewsProduct FormalName="NskNewsML:1"/> 

NewsService 要素のFormalName属性値とボキャブラリは各社自由。 

 

[NskNewsML:1.2記述形式] 

 NewsProduct 要素は、以下と記述する（尚、使用制限は前バージョンと同じ） 

（例）＜NewsProduct FormalName="NskNewsML:1.2"/＞ 

 

5.4.5 Priority  

 Priority要素はNewsItemの優先順位を示す。FormalName 属性の値はその優先順位の形式名である。
その意味と許される値は、Vocabulary属性とScheme属性で識別されるcontrolled vocabularyによって決
定される。 

 

<!ELEMENT Priority EMPTY> 
<!ATTLIST Priority %localid;                    
                   %formalname;  >  

 
この例では、Priorityの値がIptcPriority vocabularyにおける「5」であると宣言されている。 

 
<Priority FormalName="5" Vocabulary="urn:newsml:iptc.org:20001006:IptcPriority:1" 
Scheme="IptcPriority"</Priority> 

 

[NSK 解説] 

 Priority要素は送信の優先度を設定する場合に指定する。 

 

[NskNewsML:1 記述形式] 

NewsEnvelope/Priority 要素 ············· ○ 

FormalName のボキャブラリは IPTC のボキャブラリを使用する。FormalName 属性値は１（高）～５
（normal） ～８（低）で、９はユーザー用である。 

 

（例）<Priority FormalName="3" /> 
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5.4.6 メタデータの割り当て 

assignmentエンティティはAssignedBy属性、Importance属性、Confidence属性、HowPresent属性、
DateAndTime属性からなる。 

AssignedBy属性はメタデータを割り当てている団体を識別する。それは非形式的に団体を示す文字列
（たとえば人の名前）か、#記号に続いてその団体に対応するTopicのDuid属性の値からなる fragment 
identifier書式のポインタになり得る。 

Confidence属性はメタデータが割り当てられた信用度を示す。Importance属性はその団体が割り当て
たメタデータの重要性を示している。HowPresent属性はメタデータを適用する方法を示している。 こ
れら 3 つの属性の値は形式名で、その意味は controlled vocabularies によって決められている。それ故、
どこで使われるにしてもこれらの属性のそれぞれに適切な default vocabulariesを宣言したCatalogが必
要である。さらに、それぞれのdefault vocabularyにおける完全な用語の集合が、対応する属性に許され
る値の範囲を決定する。もし、default vocabularyが存在し、Catalogで示されたリソースが、NewsML
のTopicSetであるならば、許される値の範囲は正確にTopicSetにおけるTopicの集合であることに注意す
べきである。 

DateAndTime属性は、メタデータが割り当てられた日付、（オプションとして）時間を示し、使用され
るフォーマットは CCYYMMDDTHHMMSS±HHMM(世紀、年、月、日、時間区切り、時刻、分、秒、
タイムゾーン区切り、時間、分)である。これは ISO 8601で決められた標準フォーマットである。 

 
<!ENTITY % assignment " AssignedBy CDATA #IMPLIED 
                        Importance CDATA #IMPLIED 
                        Confidence CDATA #IMPLIED 
                        HowPresent CDATA #IMPLIED 
                        D a t e A n d T i m e  C DATA #IMPLIED"> 

 
下記の例は、どのようにメタデータが割り当てられるかを明らかにするため、割り当て属性の使用を示している。

Catalogは、次のことを宣言している。「Confidence属性のためのデフォルトvocabularyは、 IPTC confidence 
vocabularyにおけるIptcConfidence naming schemeであり、そのURNにより識別される。Importance属性のための
デフォルトvocabularyは、brs.comのウエブサイト上のimportance.xml vocabularyにおけるxyz naming schemeで
ある。AssignedBy属性のためのデフォルトvocabularyは、Duid属性値がLocalTopicSetである現在の文書内の
TopicSetにおけるcompanycode naming schemeである。」LocalTopicSetの値を持つTopicSetはただ１つのTopicを含
み、そのTopicTypeはCompanyでIPTC topic types vocabularyのIptcTopicTypes naming schemeに定義されている。
この会社は英語のDescriptionを通じ非形式的にBloomsbury Review Serviceと識別されているが、companycode 
naming schemeでBRSのFormalNameが与えられている。最終的に、記述メタデータ(descriptive metadata)は協定
世界時（UTC）の2000年12月31日正午にBRS（BRSは上記からBloomsbury Review Serviceとわかる）によって割
り当てられ、重要度はbrs.comのウエブサイト上のimportance.xml vocabularyにおいてFormalNameがnormal（普
通）と示され、信用度はIPTC confidence vocabularyでHigh（高い）と示されている。これらの設定は、要素・ツリ
ーの下部で明確に再定義されない限り、DescriptiveMetadata要素の下位要素すべてに適用できる。 
 
<NewsML> 

<Catalog> 
<Resource> 

<Urn>urn:newsml:iptc.org:20001006:IptcConfidence:1</Urn> 
<DefaultVocabularyFor Scheme="IptcConfidence" Context="@Confidence"/> 

</Resource> 
<Resource> 

<Url>http://www.brs.com/vocabularies/importance.xml</Url> 
<DefaultVocabularyFor Scheme="xyz" Context="@Importance"/> 

</Resource> 
<Resource> 

<Url>#LocalTopicSet</Url> 
<DefaultVocabularyFor Scheme="companycode" Context="@AssignedBy"/> 
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</Resource> 
</Catalog> 
<TopicSet Duid="LocalTopicSet" FormalName=“Company”> 

<Topic Duid="company1"> 
<TopicType FormalName="Company" Scheme="IptcTopicTypes" 

Vocabulary="urn:newsml:iptc.org:20001006:IptcTopicTypes:1" Scheme="IptcTopicTypes"/> 
<FormalName Scheme="companycode">BRS</FormalName> 
<Description xml:lang="en">Bloomsbury Review Service</Description> 

</Topic> 
</TopicSet> 
... 
<DescriptiveMetadata AssignedBy="BRS" Importance="normal" Confidence="High" 

DateAndTime="20001231T1200+0000"> 
... 

</DescriptiveMetadata> 
... 

</NewsML> 

 

[NSK 解説] 

メタデータがどのように割り当てられているのかを示すために、assignmentエンティティが使われる。
assignmentエンティティは、AssignedBy属性、Importance属性、Confidence属性、HowPresent属性、
DateAndTime属性からなる。 

assignmentエンティティが定義されている要素は、PropertyとOrigin、それに、RightsMetadataと
DescriptiveMetadataとその配下の一部の要素である。 

AssignedBy属性はメタデータを割り当てている団体を表す。団体を示す文字列（例えば人の名前）を
自由形式で記述するか、あるいは、その団体を識別するためのcontrolled vocabularyを使って記述するこ
ともできる。 

Importance属性はメタデータの重要性を示し、Confidence属性はメタデータの信用度を示す。
HowPresent属性はメタデータを適用する方法を示している。これら３つの属性は対応するcontrolled 
vocabularyを使って記述されなければいけない。 

DateAndTime属性は、メタデータが割り当てられた日付を示す。オプションとして時間を記述するこ
ともできる。使用されるフォーマットは CCYYMMDDTHHMMSS±HHMM(世紀、年、月、日、時間区
切り、時刻、分、秒、タイムゾーン区切り、時間、分)である。これは ISO 8601 で決められた標準フォ
ーマットである。 

 

これらの設定は、下位要素において明確に記述されていない場合、上位要素の記述内容が適用される。 
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5.5 NewsItem の構造 

NewsItemは、イベントについて管理された情報の集合であり、いくつかのイベントに関するある時点
での視点を表現する。NewsItemのIdentificationとNewsManagement下位要素は、識別情報と容易な管
理機能を提供する。さらに、NewsItemにはNewsComponentか、同じNewsItemの以前の版を修正する
１つ以上のUpdate要素、あるいはTopicSetを含むことができる。 

NewsItemに適用できるCatalogは、Catalog下位要素に含まれるか、オプションであるCatalog下位要
素のHref属性で参照される。Href属性はこの文書あるいは、別の文書に存在するCatalog要素へのポイン
タを示す。 

 
<!ELEMENT NewsItem (Comment* , Catalog? ,Identification ,  NewsManagement , 
                   ( NewsComponent |  Update+ | TopicSet )? )> 
<!ATTLIST NewsItem  %localid; 
                    xml:lang CDATA #IMPLIED > 
 
<!ELEMENT Identification (NewsIdentifier , NameLabel? , DateLabel? , Label* )> 
<!ATTLIST Identification %localid; > 

 

[ツリー図] 

 

 

[NSK 解説] 

NewsItemは NewsML 中のニュースを入れる実際のコンテナの役割を担っている。発行するニュース
の管理単位である。 

NewsItemはIdentification という ID とバージョンの管理、NewsManagementというニュース管理機

+ NewsItem ◎ 

? Catalog  ○ 

* Comment  ○ 

Identification ◎ 

NewsManagement ◎ 

? 

NewsComponent ○ 

+ Update × 

TopicSet ○ 

NewsIdentifier ◎ 

? NameLabel  × 

? DateLabel  × 

* Label  × 

InsertBefore × 

InsertAfter × 

Replace × 

Delete  × 
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構、コンテンツ自身やコンテンツ構造を表現するNewsComponentからなっている。 

NewsItemでのコンテンツの管理単位はいくつかある。記事、写真など、それぞれのコンテンツを１つ
のNewsItemで管理する方法、また、複数のコンテンツを組み合わせて１つのNewsItemとする方法もあ
る。 

複数のコンテンツを組み合わせて表現する方法として、NewsComponentを階層化する方法、
ContentItemを複数列挙する方法、また、他のNewsItemへのリンクを列挙して表現するNewsItemRef
を利用する方法がある。 

前述したように、NewsItemはIdentificationやNewsManagementによって ID や状態の管理をおこな
うことができる。しかし、NewsComponentやContentItemをこのように管理するための機構や規定はな
い。このため複数のコンテンツを組み合わせて管理する場合に、コンテンツ管理単位をよく吟味する必要
がある。 

他にも NewsML では、単純な複数コンテンツの表現方法として、NewsML 直下にNewsItemを複数並
べて１つの NewsML として束ねる方法がある。しかし、単に複数のNewsItemを１つの NewsML にま
とめただけであり、それぞれのNewsItemとの関係や構造を表現するものではない。 

 

 Comment要素の値は人間が読むことを想定した形式で記述され、以下の多くの要素にオプションで記
述することができる。 

 AssociatedWith要素、ContentItem要素、Copyright要素、DerivedFrom要素、NewsComponent要素、
NewsItem要素、NewsItemRef要素、Topic要素、TopicSet要素、およびTopicSetRef要素に対し、子要素
にComment要素を記述することで、その要素を補足説明する。 

 例えばAssociatedWith要素は、現在のNewsItemがNewsItem属性値で指定されたNewsItemと関連が
あることを示すが、どのように関連するのかまではわからない。このとき、「これは前記事の続編です。」
といった情報をComment要素値に記述することにより、双方の関連性を説明できる。 

 またNewsItemRef要素では、NewsItemを含む理由をComment要素で解説する。 

 

 Contributor要素、Creator要素、Provider要素、SentFrom要素、SentTo要素、およびSource要素に対
し、Party要素の直前にComment要素を記述して、子要素のParty要素を解説する。 

 例えば、Contributor要素は生成されたニュースオブジェクトの修正や拡張を行った個人、会社、組織
あるいはその組み合わせをParty要素で示すが、どのような修正をする担当者かまではわからない。そこ
で、Comment要素で「編集校閲者」や「引用者」といった記述を行う事で補足説明できる。 

 

 Comment要素はオプションとしてxml:lang属性と TranslationOf属性を持つ。 

xml:lang属性でComment要素値の言語を指定することにより、さまざまな言語で記述することができる。 

 TranslationOf属性は IDREF 型で、同一文書内の同じ ID 型属性値をとるComment要素を示すポイン
タとなる。 

 

[NewsML 仕様の変更点：NewsML v1.1] 

NewsItemのComment要素にFormalName属性とその関連属性が、バージョン 1.1 で追加された。
（Comment要素の変更後の定義、詳細は、「5.4.2 SentFrom と SentTo」を参照） 

 

[NskNewsML:1 記述形式]  

NSK ガイドラインではニュース素材の交換を目的とするため NewsML の NewsItem を一つとし、複
数 NewsItem を並べることは禁止する。  
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NewsItem 要素 ····························· ◎ 

NewsItem/Comment 要素 ············· ○ 

NewsItem/Catalog 要素 ················ ○ 

NewsItem/Identification 要素········ ◎ 

NewsItem/NewsManagement要素 ◎ 

NewsItem/NewsComponent 要素 ·· ○ 

NewsItem/Update要素 ················· × 

NewsItem/TopicSet要素 ··············· ○ 

 

Commentは変更個所などのコメントを入れることができる。改版の情報に関しては「 5.11 NewsItems 
の改版」を参照。 
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5.5.1 NewsItem の識別（NewsIdentifier） 

ビジネスのワークフロー上での移動や、場所の移動、システム間での移動があっても、NewsItemを識
別することができなければならない。それゆえに NewsML において、NewsItemは世界で唯一の識別子
をNewsIdentifier要素で持つ必要がある。 

NewsIdentifierは 4 つの下位要素ProviderId、DateId、NewsItemId、RevisionIdと、これら 4 つの要
素すべてを 1 本に結び付けるPublicIdentifierから成る。NewsItemにおけるNewsIdentifierは、世界で唯
一の識別子でなければならない。それゆえに、配信社は同じProviderId、DateId、NewsItemId、RevisionId
を持つ２つのNewsItemがないことを保証しなければならない。もしも内容を変えたあとでNewsItemを
再生成したら、それがわずかな変更であっても新たにRevisionIdを新しい版に割り当てなければならない。 

 
<!ELEMENT NewsIdentifier (ProviderId , DateId , NewsItemId , RevisionId, PublicIdentifier)> 

 

[ツリー図] 

 

 

 [NSK 解説] 

NewsIdentifier要素はNewsItemの識別子を表す。それはNewsItemがシステム間で移動やコピーを繰
り返しても、そのNewsItem を識別できるような世界で唯一のものでなければならない。同じ
NewsIdentifier を持つ NewsItem があれば、それはまったく同じものである。配信社は同じ
NewsIdentifierを持つ異なるNewsItemがないことを保証しなければならない。 

NewsIdenfier 要素は配信社を識別するProviderId要素、日付を表すDateId要素、NewsItemの識別子
となるNewsItemId要素、NewsItemの版を表すRevisionId要素と、これら 4 つの要素の内容を 1 つにつ
なげたPublicIdentifier要素から成る。 

NewsItemの内容を変更した場合RevisionIdに新しい版を割り当てる。 

 （例）NewsIdentifierの一般的な使用方法 
   <NewsIdentifier> 
     <ProviderId>pressnet.or.jp</ProviderId> 
     <Date Id>20010426</DateId> 
     <NewsItemId>ID0001</NewsItemId> 
     <RevisionId PreviousRevision=”0” Update=”N”>1</RevisionId> 
     <PublicIdentifier>urn:newsml:pressnet.or.jp:20010426:ID0001:1</PublicIdentifier> 
   <NewsIdentifier> 

 

[NskNewsML:1 記述形式] 

NewsIdentifier ◎ 

DateId   ◎ 

ProviderId  ◎ 

RevisionId  ◎ 
 

PublicIdentifier ◎ 

NewsItemId  ◎ 
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NewsIdentifier 要素 ・・・・・・・・・・・・・・・・・◎ 

NewsIdentifier / ProviderId 要素 ・・・・・・◎ 

NewsIdentifier / DateId要素 ・・・・・・・・・◎ 

NewsIdentifier / NewsItemId 要素・・・・・◎ 

NewsIdentifier / RevisionId要素 ・・・・・・◎ 

NewsIdentifier / PublicIdentifier 要素・・◎ 

 

 （例）NewsIdentifier の一般的な使用方法 
   <NewsIdentifier> 
     <ProviderId>pressnet.or.jp</ProviderId> 
     <DateId>20010426</DateId> 
     <NewsItemId>ID0001</NewsItemId> 
     <RevisionId PreviousRevision=”0” Update=”N”>1</RevisionId> 
     <PublicIdentifier>urn:newsml:pressnet.or.jp:20010426:ID0001:1</PublicIdentifier> 
   <NewsIdentifier> 
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5.5.1.1 ProviderId 

ProviderId要素の内容は、DateId要素で識別される日付に配信社が保持しているドメイン名か、
Vocabulary属性で分類されたURNで識別される controlled vocabularies から書き出された配信社名でな
ければならない。NewsIdentifierが完全であれば正確に配信社を識別できる。 

 
<!ELEMENT ProviderId (#PCDATA)>  
<!ATTLIST ProviderId Vocabulary CDATA #IMPLIED >                    

 
次の例では、配信社はInternational Press Telecommunications Councilで、そのProviderIdはDateIdによって識

別される日に、その配信社が保持しているドメイン名である。 
 
<ProviderId>iptc.org</ProviderId> 
<DateId>20001005</DateId> 

 

[NSK 解説] 

ProviderId要素はNewsItemを発行した配信社を識別する。それはDateIdで示される日付において、そ
の配信社が保持している正式なドメイン名でなければならない。IPTCの機能仕様書には２種類の方法が
記述されているが、現状ではIPTC自身がドメイン名の使用を推奨している。 

 

[NskNewsML:1 記述形式] 

ProviderId要素 ・・・・・・・・◎ 

ProviderId/@Vocabulary・× 

ドメイン名を使うこととする。 

  （例）ProviderIdの一般的な使用例 

<Provider Id>pressnet.or.jp</ProviderId> 

 

5.5.1.2 DateId 

DateIdは ISO8601 の標準フォーマット(CCYYMMDD)の日付で、CCYY は 4 桁の年、MM は 2 桁の
月、DD は 2 桁の日である。DateIdはNewsItemを形式的に識別する部分なので、同じNewsItemの連続
したレビジョンを通して同じでなければならない。これは、現在のレビジョンを公開した日付を表したも
のではない。 

 

<!ELEMENT DateId (#PCDATA )> 

 
次の例では、2000年10月6日という日付は、そのNewsItemが最初に作られた日でも、そうでなくてもよい。必要

条件は、ProviderIdがドメイン名ならば、その日付は配信社がそのドメイン名を保持している日の日付でなければな
らないということと、そのDateIdはこのNewsItemのすべての改版を通じて変えないということだけである。 
 
<DateId>20001006</DateId> 

 

[NSK 解説] 

DateIdはNewsItemを識別するための日付を表す。この要素は日単位でNewsItemIdを唯一にするため



 

 61 

の日付である。 

DateIdはNewsItemの識別子の一部なので、NewsItemの内容を変更し改版しても前のものと同じでな
ければならない。 

 

[NskNewsML:1 記述形式] 

DateId要素 ・・◎ 

記述形式は ISO8601 の標準フォーマット(CCYYMMDD)で、CCYY は 4 桁の年、MM は 2 桁の月、
DD は 2 桁の日である。 

（例）DateIdの一般的な使用例 

<DateId>20010426</DateId> 

 

5.5.1.3 NewsItemId 

NewsItemIdは、NewsItemの識別子である。同じ配信社から発するNewsItemの間で、NewsItemIdと
DateIdの組み合わせは、唯一でなければならない。この条件を満たせば、NewsItemIdは配信社が望む通
りの形式をとることができる。NewsItemの名前は人が見て意味のある形式をとることができるが、必要
条件ではない。 

配信社は、オプションとしてNewsItemIdの値をVocabulary属性に呼び出されるcontrolled vocabulary
に関連づけてもよい。Vocabulary属性の値は、httpのURL形式、またはNewsMLのURN形式、または#
記号の後にその文書中にあるTopicSet要素のDuid属性の値を続ける形をとる。Scheme属性が存在すれば、
それはcontrolled vocabularyにおいてとり得る複数のnaming schemeのうち、NewsItemIdを制御するも
のと区別するのに役立つ。 

 
<!ELEMENT NewsItemId (#PCDATA )> 
<!ATTLIST NewsItemId Vocabulary CDATA  #IMPLIED 
                     Scheme     CDATA  #IMPLIED > 

 

 

[NSK 解説] 

NewsItemIdはNewsItemの識別子である。それは同じProviderIdで識別される配信社が発行した
NewsItemの中でDateIdが示す日付ごとに唯一なものでなければならない。 

NewsItemId には自由形式で記述できるが、PublicIdentifier は使える文字に制限があることに注意す
ること（5.5.1.5 PublicIdentifierの項を参照）。 

 

[NskNewsML:1 記述形式] 

NewsItemId要素・・・◎ 

  （例）NewsItemIdの一般的な使用例 

<NewsItemId>ID0001</NewsItemId> 

 

 

<NewsItemId>IPTC approves NewsML 1.0</NewsItemId> 
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5.5.1.4 RevisionId 

RevisionIdは、これがNewsItemのどの版であるかについて示す正整数である。いかなる正整数でも使
うことができるが、気をつけなければならないのは、同じProviderId、DateId、NewsItemIdを持つ２つ
のNewsItemのうち、RevisionId値が大きい方が最新版でなければならないということである。「０」の
RevisionIdは許されない。また、PreviousRevision属性は存在しなければならない。その値は、NewsItem
の前の版があればそのRevisionId要素の値と等しく、前の版がなければ「０」でなければならない。
NewsItemが 1 つあるいは複数のUpdate要素を含むならば、Update属性には「U」がセットされなけれ
ばならない。NewsItemがNewsManagementデータの置き換えセットだけからなるならば、Update属性
は「A」がセットされなければならない。これらのどちらのケースでもない場合は、Update属性は「N」
がセットされなければならない。 

 
<!ELEMENT RevisionId  (#PCDATA )> 
<!ATTLIST RevisionId  PreviousRevision CDATA # REQUIRED  
                      Update CDATA # REQUIRED > 

 
次の例では、現在の版番号は「１」であり、前の版はない。 
 

<RevisionId PreviousRevision="0" Update="N">1</RevisionId> 
 

次の例では、現在の版番号は「２」であり、前の版番号は「１」であった。 
 

<RevisionId PreviousRevision="1" Update="N">2</RevisionId> 
 
次の例では、RevisionId要素のUpdate属性の値が「U」であるため、NewsItemが１つあるいは複数のUpdate要

素を含むことを示す。そして、それは前の版を修正するのに役立つ。現在の版番号は20001023であり、前の版番号
は20001005であった。PreviousRevisionの値が連続している必要がないことに注意すること。必要条件は同じ
NewsItemの前のどの版の数字よりも値が大きくなければならないということだけである。 
 
<RevisionId PreviousRevision="20001005" Update="U">20001023</RevisionId> 

 

[NSK 解説] 

RevisionIdはNewsItemの版数を示す正の整数である。 

NewsItemを改版する場合は、ProviderId、DateId、NewsItemIdは元のままとし、RevisionIdの値を
以前のものより大きくする。同じProviderId、DateId、NewsItemIdを持つ 2 つのNewsItemがあるなら
ば、RevisionIdの大きい方が最新の版である。 

 

PreviousRevision属性値はNewsItemの前の版（RevisionIdの値）を表す。最初の版には「０」を設定
する。 

Update属性は通常、「N」を設定する。NewsItemのNewsManagement情報のみを変更する場合Update
属性は「A」を設定し、RevisionIdはもとのままにする。この場合、NewsComponentを付加してはいけ
ない。 

NewsItemにUpdate要素が含まれる場合「U」を設定する。 

 

 （例）Update属性が「N」の使用例 

・初版（前の版がない）の場合 

<RevisionId PreviousRevision=”0” Update=”N”>1</RevisionId> 

     ・現在の版が「2」で前の版が「1」の場合 
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<RevisionId PreviousRevision=”1” Update=”N”>2</RevisionId> 

 

 （例）Update属性が「Ａ」の使用例 

以下の例はすでにあるNewsItemをキャンセル（Canceled）することを表す。 

  ※ このときPublicIdentifierにＡが付加されていることに注意すること。 

  ※Statusの意味と記述形式は5.6.4.Statusの項を参照。 

 <NewsML> 
   ・・・ 
 <NewsItem> 
 <NewsIdentifier> 
     ・・・ 
      <RevisionId PreviousRevision=”0” Update=”A”>1</RevisionId> 
      <PublicIdent ifier>urn:newsml:prennnet.or.jp:20010426:ID0001:1A</PublicIdentifier > 
  </NewsIdentifier> 
     <NewsManagement> 
      ・・・ 
      <Status FormalName=”Canceled”/> 
    </NewsManagement> 
  </NewsItem> 
 </NewsML> 

 

[NskNewsML:1 記述形式] 

RevisionId 要素 ・・・・・・・・・・・・・・◎ 

RevisionId/@PreviousRevision ・◎ 

RevisionId/@Update・・・・・・・・・・◎ 

Update属性値は「N」か「A」のみである。（「U」は [NskNewsML:1]では使用停止） 

すでに発行されている NewsItem の NewsManagement の情報のみを変更する場合（Status の変
更など）に「A」を利用する。この場合は指定された版のNewsItem の NewsManagement情報に直
接反映される。 

 

5.5.1.5 PublicIdentifier  

 XML1.0 の仕様によって定義される意味で、 NewsIdentifier 要素は、 NewsItem のために
PublicIdentifierを用意する。これは、NewsItemのために以下のようなURNの形式をとる。 

urn:newsml:{ProviderId}:{DateId}:{NewsItemId}:{RevisionId}{RevisionId@Update} 

 ここで{x}は「NewsIdentifierの x 下位要素の内容」を意味する。｛x@y｝は「NewsIdentifierの x 下位要
素のｙ属性の属性値を意味する。例外として、RevisionId要素のUpdate属性が N のデフォルト値を持つ場
合、URNから省かれる。 

 URNの中に直接含むことができる文字セットが制限される点に注意すること。許される文字は、 IETF
（Internet Engineering Task Force）が指定したもので、そのRFC（Request for Comments）2141番
に示されている。この文書は、http://www.ietf.org/rfc/rfc2141.txt で入手できる。URN文字セットで認め
られていない文字は、RFC2141に記述された一連の正しい文字列に置き換えなければならない。 

 このURNの存在によりNewsItemが、他のXML要素またはリソースからポインタによって明確に参照づ
けられることができる点に注意すること。そのようなポインタ内でRevisionId、その前の「:」記号、その
次のUpdate属性の記述が省略された場合、ポインタは解析された最新の版を示す。 
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NewsIdentifierの以下の例は、RevisionId要素のUpdate属性が値「N」を持つ場合に、PublicIdentifierがとる形

式を示す。NewsItemの内容は１つのNewsComponentか１つのTopicSetで、Updateの集合ではないことを示してい
る。 
 
<NewsIdentifier> 

<ProviderId>iptc.org</ProviderId> 
<DateId>20001006</DateId> 
<NewsItemId>NewsML Approved</NewsItemId> 
<RevisionId PreviousRevision="0" Update="N">1</RevisionId> 
<PublicIdentifier>urn:newsml:iptc.org:20001006:NewsML%20Approved:1</PublicIdentifier> 

</NewsIdentifier> 
 

URNのスペース文字は、%記号にスペースのための16進の文字コード（20）を続けて表さなければならないので、
NewsItemId要素の内容のスペースは、PublicIdentifier要素の内容において%20となることに注意する。 
 
下記の例では、RevisionId要素のUpdate属性は値「U」を持ち、NewsItemの内容は１つ以上のUpdateの集合で

あることを示している。 
 
<NewsIdentifier> 

<ProviderId>iptc.org</ProviderId> 
<DateId>20001006</DateId> 
<NewsItemId>i123</NewsItemId> 
<RevisionId PreviousRevision="20001005" Update="U">20001023</RevisionId> 
<PublicIdentifier>urn:newsml:iptc.org:20001006:i123:20001023U</PublicIdentifier> 

</NewsIdentifier> 
 
この例では、RevisionIdとPreviousRevisionの値が連続していないが、RevisionIdの値がPreviousRevisionの値よ

りも大きい点に注意すること。ニュース配信社が１から始まる連続した数字よりむしろ改訂値を産み出すために、日
付を使う方を選んだように見える。これは完全に認められる方法である。 
 
このNewsItemを受け取る際、Updateによって示された変化を反映する完全なNewsItemを生成するために、シス

テムはUpdate指示をNewsItemの前の版に適用しなければならない。この結果、NewsItemは以下のNewsIdentifier
を持つことになる。そこにおいて、RevisionId要素のUpdate属性は値「N」を持ち、アップデートを示す文字は
PublicIdentifierの文字列の終わりから省かれる。 
 
<NewsIdentifier> 

<ProviderId>iptc.org</ProviderId> 
<DateId>20001006</DateId> 
<NewsItemId>i123</NewsItemId> 
<RevisionId PreviousRevision="20001005" Update="N">20001023</RevisionId> 
<PublicIdentifier>urn:newsml:iptc.org:20001006:i123:20001023</PublicIdentifier> 

</NewsIdentifier> 

 
最後に、RevisionID を全く指定しない URN のポインタが、参照が解析されたときに、NewsItemの最新版が何で

あろうともそれを指し示すということに注意すること。それ故、urn:newsml:iptc.org:20001006:i123 の文字列は、
今の例でNewsItemの現在の最新版が何であれそれを示す。 

 

 

[NSK 解説] 

PublicIdentifier要素はNewsItemの公開識別子を表し、他のNewsML から参照する際に使用される重

<!ELEMENT PublicIdentifier (#PCDATA )> 
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要な要素である。 

これは以下のようなURN形式でProviderId、DateId、 NewsItemId、RevisionId、RevisionIdのUpdate
属性値をつなぎ合わせたものである。 

urn:newsml:{ProviderId}:{DateId}:{NewsItemId}:{RevisionId}{RevisionId@Update} 

RevisionId要素のUpdate属性が「N」の場合、URNから省かれることに注意しなければならない。 

この NewsML URN により他の NewsML 文書からNewsItemを参照することが可能である。その際
RevisionIdの直前の「：」記号以降がすべて省略された場合には、参照されるNewsItemの最新版を示す
ことになる。 

※ NewsML URN 補足 

NewsML URN の NID（ネームスペース識別子、ここではnewsml）は IANA に認められ、RFC2611
で公開されている。 そして URN は RFC3085（ftp://ftp.rfc-editor.org/in-notes/rfc3085.txt）に示さ
れている。 

 

（例）NewsML URN を利用したNewsItemの参照例 

   ・版を指定して参照する例 

     <DerivedFrom NewsItem=”urn:newsml:pressnet.or.jp:20010426:ID0001:1”> 

・・・ 

</ DerivedFrom > 

※DerivedFromの意味と記述形式はDerivedFrom の項を参照。 

 

   ・最新版を参照する例 

     <AssociatedWith NewsItem=”urn:newsml:pressnet.or.jp:20010426:ID0001”> 

・・・ 

</AssociatedWith> 

※AssociatedWithの意味と記述形式はAssociatedWithの項を参照。 

 

※ NewsML URN に使える文字の補足 

URN の中に含むことの でき る 文 字 に は 制 限 が あ る 。 そ れ は IETF によって RFC2141
（http://www.ietf.org/rfc/rfc2141.txt）で示されている。 

使用できる文字には以下の文字がある。 

・A-Z、a-z、0-9、 

・"("、")"、"+"、","、"-"、"."、":"、"="、"@"、";"、"$"、"_" 、"!"、"*"、"'" 

 

これ以外の文字を使用する場合、UTF-8エンコーディングされた１～６バイトの文字を％記号のあ
とに16進文字（0-9、A-F）を続けて表す。例えば、スペース文字は「%20」、％記号自体は「%25」
として表す。 

 

（例）NewsItemIdに URN で使用できない文字が含まれる場合の記述例 

      （スペース文字が含まれる場合） 

     <NewsIdentifier> 
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       <ProviderId>pressnet.or.jp</ProviderId> 
       <DateId>20010426</DateId> 
       <NewsItemId>NSK NewsML Level1</NewsItemId> 
       <RevisionId ProviousRevision=”0” Update=”N”>1</RevisionId> 

<PublicIdentifier>urn:newsml:pressnet.or.jp:20010426:NSK%20NewsML%20Level1:1</Public
Identifier> 
   </NewsIdentifier> 

 

[NskNewsML:1 記述形式] 

PublicIdentifier 要素・・◎ 

  （例）PublicIdentifier の標準的な記述例 

     <NewsIdentifier> 
      <ProviderId>pressnet.or.jp</ProviderId> 
     <DateId>20010426</DateId> 
       <NewsItemId>ID0001</NewsItemId> 
       <RevisionId PreviousRevision=”0” Update=”N”>1</RevisionId> 
     <PublicIdentifier>urn:newsml:pressnet.or.jp:20010426:ID0001:1</PublicIdentifier> 
     </NewsIdentifier> 
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5.5.2 非形式識別子 

 上で述べた形式的な識別メカニズムに加えて、NewsML はNewsItemを人的に識別するための一連の
Label要素を提供する。NewsML システムに関する限り、これらは任意のストリングであって、強力な識
別メカニズムの提供として期待はできない。それらの唯一の目的は、非形式の交換および通信に、あるい
はユーザー・インターフェースの一部として人間が特別のNewsItemを識別できる便利な方法を提供する
ことである。 

 

5.5.2.1 NameLabel 

 NameLabel 要素は、NewsItemの識別を支援するための名前として、人間が使用するストリングを含
んでいる。その形式は、配信社によって決定される。例えば、それはSlugLine要素の原文と同じであっ
ても、システムは slugLineとしてNameLabelを処理してはならない。それは、人間によるNewsItemの
識別を支援することができるという事実を越えて、NameLabel内のストリングの性質に関して何も想定
することができないためである。 

 

 
<NameLabel>IPTC approves NewsML 1.0</NameLabel> 

 

[NSK解説] 

NameLabel要素の設定値は、文字データを表す「#PCDATA」である。またNameLabel要素は属性値
としてlocalidエンティティ、すなわちDuid属性とEuid属性を持つことができる。 

NameLabel要素はIdentificationの子要素で出現回数は、0回または 1 回で、出現順序は、NewsIdentifier，
NameLabel,DateLabel, Labelの順番である。 

 

5.5.2.2 DateLabel 

DateLabel要素は、日付のストリング表現を含む。ラベルの目的はユーザーへの利便性なので、ISO 標
準の日付形式には必ずしも従わなくてよい。 

 

 
<DateLabel>6 October 2000</NameLabel> 

 

[NSK解説] 

DateLabel要素の設定値は、文字データを表す「#PCDATA」である。またDateLabel要素は属性値と
してlocalidエンティティ、すなわちDuid属性とEuid属性を持つことができる。 

DateLabel要素はIdentificationの子要素で出現回数は、0回または1回で、出現順序は、NewsIdentifier，
NameLabel，DateLabel，Labelの順番である。 

 

<!ELEMENT NameLabel (#PCDATA )> 
<!ATTLIST NameLabel %localid; > 

<!ELEMENT DateLabel  (#PCDATA )> 
<!ATTLIST DateLabel  %localid; > 
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5.5.2.3 Label 

Label要素は、LabelTypeとLabelTextの下位要素からなり、NewsItemのための、オプションの読みや
すいラベルである。LabelTextは、特定のLabelTypeのLabelを構成するテキストである。LabelTypeはユ
ーザーが定義するタイプのラベルである。FormalName属性の値はラベル・タイプのための形式的な名
前である。その意味および設定値は、Vocabularyと Scheme属性によって識別された controlled 
vocabularyにより決定される。 

 

 

［ツリー図］ 

 

 
<Label> 

<LabelType FormalName="ShortRef" 
Vocabulary="urn:newsml:mydomain.com:20001006:MyLabelTypes:1" Scheme="labeltypes"/> 

<LabelText>NewsMLv1.0</LabelText> 
</Label> 

 

[NSK解説] 

Label要素は、LabelType要素とLabelText要素を下位要素として持ち、出現回数は1回、順序は、
LabelType、LabelText。LabelTypeは要素値をもたず、属性値としてlocalidエンティティとformalname
エンティティを持つ。そのため属性値としてDuid属性とEuid属性、FormalName属性、Vocabulary属性、
Scheme属性を持つことができる。 

LabelTextは文字データを表す「#PCDATA」で、属性値としてlocalidエンティティ、すなわちDuid属
性とEuid属性を持つ。 

 

Label要素はIdentificationの下位要素で、出現回数は0回以上の繰り返し、出現順序は、NewsIdentifier，
NameLabel，DateLabel，Labelの順番である。 

Label要素はIdentificationの下位要素である為、Revisionの変更を伴わなずに変更することができる。 

 

 

<!ELEMENT Label (LabelType, LabelText)> 
<!ATTLIST Label %localid; > 
 
<!ELEMENT LabelType EMPTY> 
<!ATTLIST LabelType %localid;  
                    %formalname;  >  
 
<!ELEMENT LabelText (#PCDATA)> 
<!ATTLIST LabelText %localid; > 

* Label × 

LabelText × 

LabelType × 
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5.6 NewsManagement  

 NewsManagement要素は、NewsItemのタイプ、情報、履歴、ステータス、他のNewsItemとの関係、

適用されるべき特別の指示や追加のプロパティなどNewsItemの管理に関連する情報を与える。 
<!ELEMENT NewsManagement (NewsItemType , FirstCreated , ThisRevisionCreated , 
 Status , StatusWillChange* , Urgency? , RevisionHistory? , DerivedFrom* , 
 AssociatedWith* , Instruction* , Property* )> 
<!ATTLIST NewsManagement %localid; > 

 

［ツリー図］  

 

 

[NSK解説] 

 NewsManagement要素は、NewsItemごとの管理情報を表す。管理情報はニュースやデータなどであ

るかを表す種別（NewsItemType）、最初に作成された日時（FirstCreated）、Revisionが作成された日時

（ThisRevisionCreated）、利用可否を 示すステータス（ Status ）、ステータス変化の事前通知

（ StatusWillChange）、 緊 急 度 （Urgency ）、改訂履歴（ RevisionHistory ）、派生元 NewsItem

（DerivedFrom）、関連するNewsItem（AssociatedWith）、受け取る側への指示（ Instruction）、付加的

な管理データ（Property）などを表す情報を含む。 

 NewsItem/Identification/NewsIdentifier/RevisionId の update 属 性 値 が 「 A 」 の と き は 、
NewsManagement内の情報の書き換えを意味することに注意。（「Updateの方法」参照） 

NewsManagement ◎ 

Status   ◎ 

* Instruction  △ 

* DerivedFrom  ○ 

* StatusWillChange △ 

? RevisionHistory × 
 

* Property  × 

? Urgency  △ 

NewsItemType  ◎ 
 

FirstCreated  ◎ 
 

ThisRevisionCreated ◎ 
 

* AssociatedWith ○ 

* Instruction  △ * RevisionStatus  △ Status △ 
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(例) 

<NewsManagement> 
<NewsItemType FormalName="News" /> 
<FirstCreated>20010424T150100+0900</FirstCreated>  
<ThisRevisionCreated>20010424T210100+0900</ThisRevisionCreated>  
<Status FormalName="Usable" /> 
<Urgency FormalName="5" />  
<DerivedFrom NewsItem="urn:newsml:provider.or.jp:20010312:0001:2"> 

<Comment>第２報</Comment>  
</DerivedFrom> 
<AssociatedWith NewsItem="urn:newsml:provider.or.jp:20010313:P0001:1"> 

<Comment>記事併用写真</Comment>  
</AssociatedWith> 

</NewsManagement> 

 

[NskNewsML:1記述形式] 

NewsManagement要素 ··············· ◎ 

 NewsItemType要素 ·················· ◎ 

FirstCreated要素··················· ◎ 
ThisRevisionCreated要素 ······ ◎ 
Status要素 ····························· ◎ 

DerivedFrom要素 ···················· ○  

AssociatedWith要素 ··············· ○ 

RevisionHistory要素 ············· × 

Property要素は ······················ × 
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5.6.1 NewsItemType 

 NewsItemType 要素は、NewsItemのタイプを指定する。FormalName属性の値は、ニュース-アイテ

ム・タイプのための形式的な名前である。その意味と許される値は、Vocabulary属性とScheme属性によ

って識別されるcontrolled vocabularyにより決定される。 

 

 
<NewsItemType FormalName="News" 
Vocabulary="urn:newsml:iptc.org:20001006:IptcNewsItemTypes:1" 
Scheme="IptcNewsItemTypes"/> 

 

[NSK 解説] 

NewsItemType 要素は、NewsItemの種別を示す。 

 

NewsItemType の値とその意味 

 TopicSet 名：topicset.iptc-newsitemtype-ja.xml（RevisionId:4） 

  

NewsItemTypeの値（FormalName） 意味（Description） 

News 
記事、写真、ビデオ、音声レポートなど、ニュースイベントの基本
的な報道内容 

Data 
通常、編集者が編集したり、修正したりすることのない非叙述情報、
あるいは配信社によって第三者からユーザーへ機械的に流される
情報。たとえば、スポーツの試合結果や株価など。 

Advisory 
編集連絡や配信予定などのニュースイベントに関連した外部には
出さない情報 

Maintenance 
NewsML を送受信するシステムの通信経路（チャネル）に関する
システムからシステムへのメッセージ 

TopicSet 
NewsML で外部参照する、コントロールド・ボキャブラリ
（TopicSet ファイル）を単独で送る場合に使用する。 

DTD（IPTCのみが利用する） XMLドキュメントのDTD (文書型定義)を送る場合に使用する。 
Document（IPTCのみが利用する） ニュースではない文書 

Catalog 
NewsML で外部参照する、ResourceエレメントとTopicUse エレ
メントの入ったCatalog ファイルを単独で送る場合に使用する。 

Alert 重要な突発的なニュースについての事前の警告メッセージ。 

NewsManagementMode 
ニュースプロバイダーによって使用されるニュース管理のモード   
情報を規定する非公開コミュニケーション。   

Schema XML文書の正規構造を明示するXMLスキーマ。 

 

（例）<NewsItemType FormalName="News"/> 

上記例は当該 NewsItemType 要素のNewsItemの型（FormalName属性値）は”News”であること
を示している。 

<!ELEMENT NewsItemType EMPTY > 
<!ATTLIST NewsItemType %localid; 
                       % fo rmalname ;  >  
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[NskNewsML:1 記述形式] 

NewsItemType 要素 ······ ◎ 

 

 

5.6.2 FirstCreated 

 この必須の要素はNewsItemが最初に作られた日付と、オプションとして時間を、ISO 8601 標準フォ
ーマットで示す。 

 

 
この例はNewsItemが最初に作られた日が、ローカル時間で2000年10月6日14時で、協定世界時(UTC)より2時間進

んでいることを示している。 
 
<FirstCreated>20001006T1400+0200</FirstCreated> 

 

［NSK 解説］ 

FirstCreatedとは、このNewsItemの最初の Revision（5.5.1.4RevisionId参照）が作成された日付情報
を示す要素である。 

年月日は必須だが、時間はオプションである。 

NewsMLで時間を表す要素は、DateAndTime要素、FirstCreated要素、ThisRevisionCreated
要素がある。これらの要素の値はすべて ISO 8601標準フォーマットとして、年月日は必須だが、時間
はオプションとなっている。例えば、これらの要素の値を統一して時間、分、秒までを記述すれば、初版
の作成日時、改版の作成日時、これらの版を配信した日時が秒単位まで管理、区別することが可能となる。 

 

［NskNewsML:1 記述形式］ 

FirstCreated 要素 ·· ◎ 

 

5.6.3 ThisRevisionCreated 

 この必須の要素はNewsItemが改訂された日付と、オプションとして時間を、ISO 8601 標準フォーマ
ットで示す。 

 

 
下の例は、NewsItemのこの版がローカル時間で2000年10月6日16時15分に作られ、協定世界時(UTC)より2時間

進んでいることを示している。 
 
<ThisRevisionCreated>20001006T1615+0200</ThisRevisionCreated> 

 

［NSK 解説］ 

ThisRevisionCreatedとは、この Revision にNewsItemが改訂された日付情報を示す要素である。年月
日は必須だが、時間はオプションである。オプションに関しては、5.6.2FirstCreatedを参照。 

<!ELEMENT FirstCreated (#PCDATA)> 
<!ATTLIST FirstCreated %localid; > 

<!ELEMENT ThisRevisionCreated (#PCDATA)> 
<!ATTLIST ThisRevisionCreated %localid; > 
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［NskNewsML:1 記述形式］ 

ThisRevisionCreated要素 · ◎ 

 

5.6.4 Status 

 この必須の要素は、NewsItemの現在のステータスを示す。FormalName属性の値は、ステータスのた

めの形式的な名前である。その意味および許可される値は、Vocabulary属性とScheme属性によって識別

されるcontrolled vocabularyによって決定される。 

 

 
<Status Vocabulary="urn:newsml:iptc.org:20001006:IptcStatus:1" Scheme="IptcStatus" 
FormalName="Embargoed"/> 

 

[NSK解説] 

Status要素はNewsItemが利用可能かどうかを示し、送信側の指示によりStatus要素の値を変更するこ

とができる。 

IPTCボキャブラリの値と意味は以下の通り。 

１）Usable（公開可能） 

この版のNewsItemを利用して良い。 

２）Canceled（公開取消） 

既に送られたこの版のNewsItemを公開取り消しする場合に使用する。 

この場合、既に送ったNewsItemのRevisionIdの値が同じでUpdate属性が”A”とした上で、
Status値を”Canceled”とする。 
 "Canceled"の場合、NewsComponentは付けない（Updateの項参照）。 

３）Embargoed（公開待機） 

この版のNewsItemは公開待ちとする。 

この値は、StatusWillChangeと併せて使用されることが考えられる。公開待機期間(後日、公

開予定)のニュースは、Statusを”Embargoed”とし、 StatusWillChangeで公開日時を指定す

る使い方がある。 

公開の予定（ステータス変化する予定）が立っている場合に利用される。 

４）Withheld（公開未定） 

この版のNewsItemの公開は未定である。 

NewsItem (の情報)が不正確であるときや、法的問題となる可能性がある場合に利用され

る。”Withheld”のNewsItemを受けても、（送信元から）何らかのフォローがあるとは限らな

い。 

<!ELEMENT Status EMPTY > 
<!ATTLIST Status %localid;                  
                 %formalname;  >  
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 （例）あるニュースコンテンツの状態遷移 

 

 上の図のように配信済みのNewsItemに対して受信側は送信側から指示されたStatus要素の値の変更

を行う。但し、Status要素の値の最終状態はCanceledなので、Canceledの状態から他の値に変更するこ

とはできない。 

 

配信済みのNewsItemの状態を変更する方法については「Updateの方法」参照。 

 

[NskNewsML:1記述形式] 

Status要素 ··· ◎  

ボキャブラリはIPTCのボキャブラリを使用する。 

新聞社 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

受信後、システム内
にコンテンツを保存
公開は行えない 

ニュース配信社 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

権利系の確認のた
め公開未定でコンテ
ンツのみ送信 

  : 
<Status FormalName=“Withheld"/> 
  : 
 

受信後、システム内
で状態変更。公開
は行えない 

権利確認が完了。 
公開可能になるま
で公開待機とするよ
うに依頼（指示） 

   : 
<Status FormalName="Embargoed"/> 
   : 

受信後、システム内
で状態変更。公開を
行う 

公開可能になる。 
公開可能とするよう
に依頼（指示） 

   : 
<Status FormalName=“Usable"/> 
   : 

   : 
<Status FormalName=“Canceled"/> 
   : 

受信後、システム内
で状態変更(破棄)。
公開は行えない 

公開期間が終了。 
公開禁止とするよう
に依頼（指示） 

一般読者／視聴者 

時間の経過 
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5.6.5 StatusWillChange 

 オプションの StatusWillChange要素は、指定された日時に自動的に起こるステータス変化の事前通知
を行う。StatusWillChange中の必須のFutureStatus要素は、NewsItemが将来の指定日時に持つステー
タスを示す。FormalName属性の値は、ステータスのための形式的な名前である。その意味と許される
値は、Vocabulary属性とScheme属性によって識別されるcontrolled vocabularyによって決定される。必
須のDateAndTime要素は、ISO 8601 標準フォーマットを用い、ステータス変化が起きる日時を示す。
例えば「embargoed (公開待機)」StatusのNewsItemは、StatusWillChange要素を持つことにより指定
された時間に「usable（公開可能）」になる。これは公開待機が終わり、NewsItemが公開される時間を、
事前にアナウンスすることに相当する。この要素の複数使用は、NewsItemの事前計画された変化を前も
って表すことができる。 

 
<!ELEMENT StatusWillChange (FutureStatus , DateAndTime )> 
<!ATTLIST StatusWillChange %localid; > 
 
<!ELEMENT FutureStatus  EMPTY > 
<!ATTLIST FutureStatus %localid;                        
                       %formalname; > 

 
以下の例では、NewsItemがその生成時には公開待機（embargoed）だったのが、UTC時間の2000年7月7日12時

に公開可能(usable)になることを示している。NewsItemのステータスの変更は、ニュース配信社内のローカルなイ
ベントではなく、グローバルなイベントであることに留意すること。なぜならばそのNewsItemはグローバルな識別
子を持ち、そのステータスは世界中で適応されるからである。 
 
<Catalog> 

<Resource> 
<Urn>urn:newsml:iptc.org:20001006:IptcStatus:1</Urn> 
<DefaultVocabularyFor Scheme="IptcStatus" Context="Status|FutureStatus"/> 

</Resource> 
<Catalog> 
... 
<Status FormalName="Embargoed"/> 
<StatusWillChange> 

<FutureStatus FormalName="Usable"/> 
<DateAndTime>20000707T1200+0000</DateAndTime> 

</StatusWillChange> 
 
２つのDefaultVocabularyFor要素が、XPathの文法を代替パターンでマッチングするのに使用することにより、１

つに結合されていることに注目すること。以下の例において、DefaultVocabularyFor要素で表現されているのは、
IPTC status vocabularyを「要素名＝Statusまたは要素名=FutureStatus」のパターンにマッチするあらゆるデータ
に適応するということである。 
 
<Resource> 

<Urn>urn:newsml:iptc.org:20001006:IptcStatus:1</Urn> 
<DefaultVocabularyFor Scheme="IptcStatus" Context="Status|FutureStatus"/> 

</Resource> 
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［ツリー図］ 

 

 

 [NSK解説] 

StatusWillChange要素は指定日時に指定ステータスに変更することを示す。 

例えば、公開禁止期間(後日、公開予定)のニュースを先に提供する場合に、公開日時をこの要素で指定

する。 

ステータス変更時刻以降、該当する版の NewsItem を urn などで呼び出した場合、ステータスの変更
が反映された NewsItem を示す。 
また、StatusWillChange要素は、複数回記述することができる。これにより、Status要素の値を変更さ
せるためにNewsManagementを送信しなくても、事前にStatusWillChange要素によってStatus要素の
値の変更を指示する事が可能である。つまり、あらかじめStatus要素の値の変更時間が分かっている場合
は、送信側からの指示がなくてもFurtureStatus要素とDateAndTime要素を使い、受信側でStatus要素
の値を変更することができる。但し、FurtureStatus要素の値とDateAndTimeの値は未来に対して矛盾
の無いように進むよう注意すること。Status要素の値に変更を与えるFurtureStatus要素の有効な変化過
程は、次のものが一般的に考えられる。 

FutureStatusのボキャブラリはStatusと同じくIPTCのボキャブラリを使用する。また、DateAndTime
は、5.4.3 DateAndTimeに準じる。 
 

▽目的の時間に公開したい場合 
・Embargoed(Status要素の値)? Usable(FurtureStatus要素の値） 
▽目的の時間に削除したい場合 
・Usable(Status要素の値)? Canceled(FurtureStatus要素の値） 

また、StatusWillChangeが複数記述可能になったため、上記を組み合わせて次のような表現が可能とな
った。 

▽目的の時間に公開したのち、一定時間後に削除したい場合 
・Embargoed(Status要素の値)? Usable(FurtureStatus要素の値）? Canceled(FurtureStatus 要素の
値） 

 

一度 CanceledになったStatus要素の値は、他の値に変更することはできないので注意すること。 

 

StatusWillChange要素を使用する場合の値の組み合わせ一覧 

 

Statusの値 Usable Withheld Embargoed Canceled 

Usable FutureStatusの値 Canceld Canceled 

Canceled 

Canceled StatusWillChange
を記述できない 

 

なお、NskNewsML:1.2 では StatusWillChange 要素は 0回、または 1回。繰り返しは認めない。 

* StatusWillChange △ 

DateAndTime △ 

FutureStatus △ 
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（例１）Embargoed→Usable の変化過程 

 

（例２）Usable→Canceled の変化過程 

13:00 

ニュース提供側 

8月15日の13時まで公開するニュースを提供する 

（8月15日13時に公開取消にする） 

   : 

<Status FormalName="Usable"/> 

<StatusWillChange> 

    <FutureStatus FormalName=“Canceled"/> 

    <DateAndTime>20040815T130000+0900</DateAndTime> 

</StatusWillChange> 

   : 

受信側 受信側 

ニュースを
読めない 

（提供直後から）ニュース
を読める 

時間経過 

NewsMLニュース提供システム 

12:00 

ニュース提供側 

8月15日の12時に公開するニュースを提供する 

（8月15日12時に公開する） 

   : 

<Status FormalName="Embargoed"/> 

<StatusWillChange> 

    <FutureStatus FormalName=“Usable"/> 

    <DateAndTime>20040815T120000+0900</DateAndTime> 

</StatusWillChange> 

   : 

受信側 受信側 

ニュースを
読める 

ニュースを
読めない 

時間経過 

NewsMLニュース提供システム 



 

 78 

 

（例３）Embargoed→Usable→Canceled の変化過程 

 

 

 [NewsML 仕様の変更点：NewsML v1.1] 

StatusWillChangeは、Version1.0では 0 回または 1 回しか記述できなかった。しかし、Version1.1に
なって、複数回の記述ができるようになった。 

 

[NskNewsML:1記述形式] 

StatusWillChange要素 ·· △ 

 

[NskNewsML:1.2記述形式] 

StatusWillChange要素 △ 

 

NewsML1.1 で StatusWillChange要素は複数回記述可能となったが、NskNewsML:1.2では０回また
は１回。繰り返しは認めない。 

 

13:00 12:00 

時間経過                   時間経過 

ニュース提供側 

8 月15 日の12 時から13 時まで公開するニュース
を提供する 

受信側 受信側 

ニュース
を読める ニュースを

読めない ニュースを
読めない 

8月15日の12時から13時まで公開するニュースを提供する。 

（8月15日12時に公開し、13時に公開取り消しする。） 

   : 
<Status FormalName="Embargoed"/> 
<StatusWillChange> 
    <FutureStatus FormalName="Usable"/> 
    <DateAndTime>20040815T120000+0900</DateAndTime> 
</StatusWillChange> 
<StatusWillChange> 
    <FutureStatus FormalName=“Canceled"/> 
    <DateAndTime>20040815T130000+0900</DateAndTime> 
</StatusWillChange> 
   : 

NewsMLニュース提供システム 

受信側 
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5.6.6 Urgency 

オプションのUrgency要素はNewsItemの緊急性を示す。FormalName属性の値は緊急度を示す形式名
である。その意味と許される値は、Vocabulary属性及びScheme属性によって識別されるcontrolled 
vocabularyによって決定される。 

 

 
<Urgency Vocabulary="urn:newsml:iptc.org:20001006:IptcUrgency:1" Scheme="IptcUrgency" 
FormalName="1"/> 

 

[NSK解説] 

Urgency要素は、NewsItemに対する編集上の重要性を伴う緊急度を示す。 

値は”1”～”9”までの整数をセットする。最も緊急度が高い場合は”1”をセットし、最も緊急度が低い場合

は”８”をセットする。通常の緊急度の場合は”5”をセットする。”9”は特別な値でユーザが独自に定義する

ことができる。（この場合、あらかじめ配信先と、値の定義について取り決めをしておく必要がある）。

Importance属性は、その属性を含むメタデータの重要度を示す。 

 

5.6.7 RevisionHistory 

オプション（０回もしくは１回出現）のRevisionHistory要素は、NewsItemの改訂履歴（revision 
history）を含むファイルへのポインタを示す。このポインタはHref属性によって示される。配信社はこ
のファイルをどのような文章や構造でも使用して好きなように表現すればよい。 

 

 
この例では、NewsItem の改訂履歴についての情報は、NewsItem自体を入れたディレクトリのhistoryサブディ

レクトリ内のrev_1376.logファイルにあることが示されている。 
 
<RevisionHistory Href="../history/rev_1376.log"/> 

 

[NSK 解説] 

RevisionHistory要素は、NewsItem の改訂履歴を記載したファイルへのポインタを示す。このファイ
ルへのポインタはHref属性によって示される。配信社はこのファイルをどのような文章や構造で使用し
ても良い。 

<!ELEMENT Urgency EMPTY> 
<!ATTLIST Urgency %localid;                   
                  %formalname;  >  

<!ELEMENT RevisionHistory EMPTY> 
<!ATTLIST RevisionHistory %localid; 
                          Href  CDATA #REQUIRED > 
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5.6.8 DerivedFrom 

オプションで反復可能（０回以上出現）のDerivedFrom要素はこれがどのNewsItemから派生したかの
ポインタを示す。NewsItem属性によって関連するNewsItemを示し、属性値はhttp URLか、NewsML 
URNが使用できる。その由来を示すのにオプションでCommentが使える。ポインタの型は、DerivedFrom
要素の FormalName属性で任意に指定される。 DerivedFrom 要素の Vocabulary 属性は、その
FormalNameの意味を定義するcontrolled vocabularyへのポインタである。もしScheme属性があれば語
彙中のネーミングスキームを識別し、この形式名に適用される。 

 

 

[ツリー図] 

 

 

 

[NSK解説] 

DerivedFrom要素では、当該の NewsItem が、他の NewsItem から“派生した”ことが表現できる。また、
オプションの NewsItem 属性で派生元の NewsItem を示すことができる。更に NewsMLv1.1から追加
されたFormalName属性を利用して、派生の種別を明確に区別することができる。FormalName属性に
セットされるcontrolled vocabularyについて明確な指針はないが、Comment要素との使い分けは、
Comment要素の値は編集者がセットする自由記述情報なのに対して、FormalName属性は、システムに
対して明確に指示する値となる。NewsML では、NewsItem の修正が行われた場合は、新しい版として
配信する場合と新たなニュースとして配信することができる。新たなニュースとして配信する場合は、

DerivedFrom要素を使用して派生元との関連性を示すことができる。 

 

 

[NewsML 仕様の変更点：NewsML v1.1] 

オプションのFormalName属性、Vocabulary属性、Scheme属性が追加になった。 

 

<!ELEMENT DerivedFrom (Comment*)> 
<!ATTLIST DerivedFrom %localid; 

NewsItem CDATA #IMPLIEDFormalName CDATA #IMPLIED 
Vocabulary CDATA #IMPLIEDScheme CDATA #IMPLIED > 

この例では、現在のNewsItem がどのNewsItem から派生したかを、URNによって示している。Comment要素 
は、もとのNewsItemとの従属関係を示すために使われている。ニュース配信社が元のNewsItemとのDerivedFrom
関係を使用して新たにNewsItem を作るか、または同じNewsItemの新しい版を作るかは、独自の判断、手順に基づ
いてかまわない。DerivedFromが採用されるのは、NewsItemが修正され、異なったニュースサービスで公開される
ときであり、同一のニュースサービスで公開される場合は新しい版が使われてもよい。NewsMLはこれについては特
別な運用手順を示すものではない。 
 
<DerivedFrom NewsItem="urn:newsml:iptc.org:20001006:NewsML%201.0%20approved" > 
<Comment>Statement from the Chair of the NewsML Steering Committee.</Comment> 

</DerivedFrom> 

* DerivedFrom  ○ * Comment ○ 
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Comment要素は派生元NewsItemの位置づけを記述する。 

次の例は、派生元のNewsItemNewsML URNで指定している。Comment要素により、派生元の
NewsItemが第２報であることを示している。 

 
<DerivedFrom NewsItem="urn:newsml:provider.or.jp:20010312:0001:2" > 

<Comment>第２報</Comment> 
</DerivedFrom> 

 

[NskNewsML:1記述形式] 

DerivedFrom要素 ·········○ 

Comment要素 ·····················○ 

 

[NskNewsML:1.2記述形式] 

DerivedFrom要素   ○ 

DerivedFrom/@FormalName × 

DerivedFrom/@Vocabulary × 

DerivedFrom/@Scheme  × 

Comment要素    ○ 

NewsML1.1 で FormalName属性・Vocabulary 属性・Scheme属性が追加となったが、使用停止とする。  

 

5.6.9 AssociatedWith 

オプションで反復可能（０回以上出現）のAssociatedWith要素は関連のあるNewsItemへのポインタを
示す（例えば、そのNewsItemを含む関連記事、または写真集の一部分など）。NewsItem属性によって
NewsItemの参照先を示し、属性値はURIか、NewsML URNが使用できる。オプションのCommentは関
連性についての説明を示すのに使用できる。ポインタの型は、AssociatedWith要素のFormalName属性
で任意に指定される。AssociatedWith要素のVocabulary属性は、そのFormalNameの意味を定義する
controlled vocabularyへのポインタである。もしScheme属性があれば語彙中のネーミングスキームを識
別し、この形式名に適用される。 

 

 
この例では、現在のNewsItem が、URNによって識別されたものと関連があるということを示している。Comment

要素はその関連性を示すために使われる。 
 
<AssociatedWith NewsItem="urn:newsml:iptc.org:20001006:NewsML%201.0%20approved" > 

<Comment>This is a sequel to the previous story.</Comment> 
</AssociatedWith> 

 

<!ELEMENT AssociatedWith (Comment*)> 
<!ATTLIST AssociatedWith %localid;  

NewsItem CDATA #IMPLIED 
FormalName CDATA #IMPLIED 
Vocabulary CDATA #IMPLIED 
Scheme CDATA #IMPLIED > 
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［ツリー図］ 

 

 

 [NSK解説] 

AssociatedWith要素では、当該の NewsItem が、他の NewsItem と“関連している”ことが表現できる。
また、オプションのNewsItem 属性により関連先のNewsItem を示すことができる。更にNewsMLv1.1
から追加されたFormalName属性を利用して、関連の種別を明確に区別することができる。FormalName
属性にセットされるcontrolled vocabularyについて明確な指針はないが、”photo”、”article”などをセット
した場合は、関連先の NewsItem を解析せずに、何であるかの情報をある程度持たせることも可能であ
る。Comment要素との使い分けについては、Comment要素の値は編集者がセットする自由記述情報なの
に対して、FormalName属性は、システムに対して明確に指示する値となる。NewsItem 同士のリンク
情報は、AssociatedWith要素とDerivedFrom要素の２種類のみなので、リンク情報を補完するために
FormalName属性やComment要素を使用することができる。 

 

 

 [NewsML 仕様の変更点：NewsML v1.1] 

オプションのFormalName属性、Vocabulary属性、Scheme属性が追加になった。 

 

[NskNewsML:1 記述形式] 

AssociatedWith要素 ························ ○ 

AssociatedWith/Comment要素 ········ ○ 

 

[NskNewsML:1.2記述形式] 

AssociatedWith要素 ·················· ○ 

AssociatedWith/@FormalName  × 
AssociatedWith /@Vocabulary × 

AssociatedWith /@Scheme  × 

AssociatedWith/Comment要素  ○ 

NewsML1.1 で FormalName属性・Vocabulary 属性・Scheme属性が追加となったが、使用停止とする。  

この例では、このNewsItem が、別のNewsItemと関連があるということを示している。関連があるのがどの
NewsItemなのかを識別するために、PublicIdentifier をNewsML urnとして使っている。  

Comment要素（省略可）でこのNewsItemと別のNewsItemがどのように関連しているかを記述している。 
 

<AssociatedWith NewsItem="urn:newsml:provider.or.jp:20010313:P0001:1"> 
 <Comment>記事併用写真</Comment> 

</AssociatedWith> 

* AssociatedWith ○ * Comment ○ 
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5.6.10 Instruction 

オプションで反復可能（０回以上出現）の Instruction要素は、ニュース配信社からNewsItemを受け取
る側へのinstrution（指示）を示す。Instructionの特別なケースとしては、最新の版のNewsItemが、受
信側のシステム内に残っているNewsItem の前の版のステータスに与える影響を示す。この場合
Instruction要素は１つ以上のRevisionStatus要素を持つ。あるいは、FormalName属性の属性値はその
指示の形式名である。この形式名の意味と使用可能な値は controlled vocabularyによって示される。
controlled vocabularyはVocabulary属性及びScheme属性によって指定される。 

RevisionStatus要素は、現在の版が公開された結果、前の改訂が今どういうステータスにあるかを示す。
オプションのRevision属性は整数値であり、問題となる改訂のRevisionIdと同じにする。これが無い場合、
前の改訂すべてに例外なくここでのステータスが適用される。 

 
<!ELEMENT Instruction  (RevisionStatus*)> 
<!ATTLIST Instruction  %localid;  
                       % formalname ;  >   
 
<!ELEMENT RevisionStatus (Status)> 
<!ATTLIST RevisionStatus %localid; 
                         Revision CDATA #IMPLIED > 

 
この例では、NewsItemの前の版のすべてのステータスが「公開取消」になることを示す。 

 
<Instruction FormalName="CancelAll" Vocabulary="#MyInstructionCodes"> 

<RevisionStatus> 
<Status FormalName="Canceled"/> 

</RevisionSatus> 
</Instruction> 
 
この例では、第１版と第２版のステータスは「公開取消」だが、第３版はまだ「公開可能」であることを示す。 
 

<Instruction FormalName="MostRecentStillUsable" Vocabulary="#MyInstructionCodes"> 
<RevisionStatus Revision="1"> 

<Status FormalName="Canceled"/> 
</RevisionSatus> 
<RevisionStatus Revision="2"> 

<Status FormalName="Canceled"/> 
</RevisionSatus> 
<RevisionStatus Revision="3"> 

<Status FormalName="Usable"/> 
</RevisionSatus> 

</Instruction> 

[NSK解説] 

Instruction要素は、ニュース配信社から受信社に対しての指示を出す場合に使用される。 

特に過去に複数の版を送信している場合に、それぞれの版のステータス（公開可、不可など）を変更す
ることができる。例えば、第１版と第２版を「公開取消」とし、第３版のみ「公開可能」とする場合に利
用される。この場合、対象となる版をRevision属性で示す。 

 
<Instruction FormalName="MostRecentStillUsable" Vocabulary="#MyInstructionCodes"> 
 <RevisionStatus Revision="1"> 
  <Status FormalName="Canceled"/> 



 

 84 

 </RevisionSatus> 
 <RevisionStatus Revision="2"> 
  <Status FormalName="Canceled"/> 
 </RevisionSatus> 
 <RevisionStatus Revision="3"> 
  <Status FormalName="Usable"/> 
 </RevisionSatus> 
</Instruction> 

 

過去に送信したすべての版に対して、まとめて指示を出すことも可能で、その場合には、
RevisnonStatus要素にはRevision属性を付けずに送ればよい。 

次の例では、過去に送信したすべての版が「公開取消」となることを示す。 

 <Instruction FormalName="CancelAll" Vocabulary="#MyInstructionCodes"> 
 <RevisionStatus> 
 <Status FormalName="Canceled"/> 
 </RevisionSatus> 
 </Instruction> 
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5.6.11 Property 

Property 要素はContentItem、Topic、NewsComponent、NewsItemのいくつかのプロパティの値を
表すのに使われる。そのプロパティには形式名が付いていなければならず、複雑なプロパティを扱うため
の下位プロパティを含んでもよい。 

Propertyは名称を持ち、単純な値または、さらに入り組んだプロパティのセットでなる複雑な値のどち
らかである。Value属性はPropertyの値を表す文字列である。ValueRef属性はPropertyの値へのポインタ
を与えている。これはTopicSetにあるTopicかもしれないし、何か他のデータの一部であるかもしれない。
もしValue属性とValueRef属性の両方が与えられたなら、ValueRefはPropertyの実際の値を表し、Value
は文字列の表現か記憶を与えるだけのものである。AllowedSheme属性がもしあれば、propertyのValue
属性の内容に結びついたSchemeを表している。AllowedValues属性がある場合、それは一連のプロパテ
ィの値を定めたcontrolled vocabularyへのポインタである。この場合http URLかNewsML URN、また
は#文字の後に現在の文章中にある要素のDuidが続く fragment identifierであろう。ポインタは外部の
controlled vocabularyを示すResource要素か、それ自体がcontrolled vocabularyである TopicSet要素の
どちらかを必ず参照しなければならない。 

 

 
以下の例は、Characteristics要素配下にあるPropertyの形式名のためのdefault vocabularyがCharacteristicsであ

ることを、Catalogが宣言しているもので、ボキャブラリは www.mydomain.com の vocabs というサブディレクト
リの中で見つけることができる。Context属性の値は２つの // 文字を含むXPath 文法の形式で、Characteristics内
にあるPropertyの入れ子の度合いを任意に示すものである。Width（幅）Propertyは、Quantity（量）Property と
Unit（単位）Propertyを含んでいる。３つの名前（Width、Quantity、Unit）は上記で宣言したcontrolled vocabulary
に よ っ て す べ て 管 理 さ れ る 。 Quantity の 値 は 7.5 で 、 Unit の 値 は URN が 
urn:newsml:mydomain.com:20010101:Units:1 のリソース内にある要素である。このURN文字列の後ろに続く#cm
は、cmという値であるDuid属性を持つ要素を結び付けるfragment identifierである。DuidはNewsML DTDでID属
性となるように宣言されており、これはどのようにfragment identifierがXML文書内で解析するかということであ
る。この例では、URNがTopicSetを識別するだろう。また、fragment identifierは、“センチメートル(centimeter)”
単位であることを示すDescription下位要素を持つTopicへ行き着くだろう。例えば、Topicはまた、メートル単位の長
さのISO標準記述を指すHref属性を持つかもしれない。 
<Catalog> 

<Resource Duid="resource1"> 
<Urn>urn:newsml:mydomain.com:20010101:Characteristics:3</Urn> 
<Url>www.mydomain.com/vocabs/characteristics.xml</Url> 
<DefaultVocabularyFor Context="Characteristics//Property"/> 

</Resource> 
</Catalog> 
... 
<Characteristics> 

<Property FormalName="Width"> 
<Property FormalName="Quantity" Value="7.5"/> 
<Property FormalName="Unit" ValueRef="urn:newsml:mydomain.com:20010101:Units:1#cm"/> 

</Property> 
</Characteristics> 

 

<!ELEMENT Property  (Property*)> 
<!ATTLIST Property %localid; 
                   % fo rmalname ;  
                   % a s s i g n m e n t ; 
                   Value CDATA #IMPLIED 

ValueRef CDATA #IMPLIED 
AllowedScheme CDATA #IMPLIED 

                   AllowedValues CDATA #IMPLIED > 
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［ツリー図］ 

 

 

[NSK 解説] 

 Property要素は NewsML に規定されている要素では表現できない情報を記述する。基本的な使い方と
してはFormalName属性で種別を表し、Value属性にその値を記述する。AllowedScheme属性を使って、
Value属性の内容に結びつくSchemeを指定できる。AllowedScheme属性は NskNewsML レベル 1.2 か
ら追加された属性で、他の属性と同様 Property そのものが使用停止の個所は、下位の AllowedScheme
も使用停止とする。 

Property要素の中にProperty要素を入れ子構造で記述する場合は、親のProperty要素はFormalName
属性だけを記述する。その値は、子のPropertyに記述する。Value属性値は原則として自由形式である。
AllowedValues属性には、Value属性値の候補の入っているTopicSetファイルへのポインタを記述する。 

（例）入れ子構造のない場合 
 <Property  FormalName=”ISBN”  Value=”ISBN-87966-870-2” /> 
 <Property  FormalName=”PageCount” Value=”462” /> 

(例) 入れ子構造がある場合 
<Property FormalName="NskOriginatedArea"> 
 <Property FormalName="NskCountry" Value="USA"/> 
 <Property FormalName="NskLocation" Value="ハワイ島ホノルル沖"/> 
</Property> 

 

[NewsML 仕様の変更点：NewsML v1.1] 

AllowedScheme 属性が追加された。 

 

[NskNewsML:1 記述形式] 

Metadata/Property要素・・・ ○ 

Characteristics/Property要素 △ 

その他のPropertyは・・・・・・ × 

 

 

* Property × * Property × 
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コラム：独自Metadataの追加について 

 
以下、Propertyを使ったメタデータの拡張方法について記述する。 
 
 
 
Property要素は入れ子にすることで階層表現が可能であるが、構造を定義できないため、複雑な構造に

することは避けるべきである。 
Property要素はFormalName属性で種別、Value属性でその値を記述する。 
Value属性のとり得る値は自由記述形式、または Catalog/Resource でボキャブラリを宣言することに

よりcontrolled vocabularyとして使用できる。 
階層構造をとった場合は最下層のProperty要素のみValueをもつこととする。 
１階層の場合も含めて、最下層のProperty要素にValueがない場合はエラーとする。 
例） 
・１階層並列表記の場合 

<Property FormalName=”ImageWidth” Value=”1000”/> 
<Property FormalName=”ImageHigh” Value=”1500”/> 

・ ２階層表記の場合 
<Property FormalName="NskOriginatedArea"> 

 <Property FormalName="NskCountry" Value="USA"/> 
 <Property FormalName="NskLocation" Value="ハワイ島ホノルル沖"/> 

</Property> 

 
各社独自にMetadataを使用する場合は、独自のMetadataTypeのボキャブラリを用意できる。

MetadataType要素 のFormalName属性の値により拡張されたメタデータのタイプを記述する。NSK、
IPTCのボキャブラリを拡張することにより NSK、IPTCで定義するFormalName（メタデータタイプ）
を同時に使用することもできる。 

Propertyのボキャブラリについての規定は無い。IPTC、NSK、その他独自のものが使用できる。  
 
 
例）独自Metadataで写真の値段を入れた場合 
１．Valueが自由記述形式の場合 

<Metadata> 
<Catalog> 

<Resource> 
<!—MetadataType のボキャブラリを宣言（MyMetadataType中では、MediaPriceが定義され

ている） --> 
<Urn>urn:newsml:Mycompany.or.jp:20010602:MyMetadataType:1</Urn> 
<DefaultVocabularyFor Context="MetadataType/@FormalName"/> 

</Resource> 
<Resource> 

<!—Property のボキャブラリを宣言（MyMediaPrice中では、PhotoPriceが定義されている） 
--> 

<Urn>urn:newsml:Mycompany.or.jp:20010602:MyMediaPrice:1</Urn> 
<DefaultVocabularyFor Context="Property/@FormalName"/> 

</Resource> 
</Catalog> 
<MetadataType FormalName="MediaPrice"/> 
<Property FormalName="PhotoPrice" Value="5000"/> 

</Metadata> 
 
２．Value に controlled vocaburaly の値を使用する場合。 
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<Metadata> 
<Catalog> 

<Resource> 
<!—MetadataType のボキャブラリを宣言（MyMetadataType中では、MediaPriceが定義され

ている） --> 
<Urn>urn:newsml:Mycompany.or.jp:20010602:MyMetadataType:1</Urn> 
<DefaultVocabularyFor Context="MetadataType/@FormalName"/> 

</Resource> 
<Resource> 

<!-- Property のボキャブラリを宣言（MyMediaPrice中で PhotoPriceが定義されている） --> 
<Urn>urn:newsml:Mycompany.or.jp:20010602:MyMediaPrice:1</Urn> 
<DefaultVocabularyFor Context="Property/@FormalName"/> 

</Resource> 
<Resource> 

<!-- Value のボキャブラリを宣言（MyPhotoPrice中で Price1が定義されている） --> 
<Urn>urn:newsml:Mycompany.or.jp:20010602:MyPhotoPrice:1</Urn> 
<DefaultVocabularyFor Context="Property[@FormalName='PhotoPrice']/@Value"/> 

</Resource> 
</Catalog> 
<MetadataType FormalName="MediaPrice"/> 
<Property FormalName="PhotoPrice" Value="Price1"/> 

</Metadata> 
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5.7 NewsComponent の構造 

ニュースに特徴的なこととして、複数のデータオブジェクト、たとえば文章、写真とそのキャプション、
グラフィックスが同時に流れることが多い。その上、複数の完結した記事を一緒に流し、たとえば週の主
な記事の要約のように、それらを関連付けて扱うことや、特定のイベントやテーマに関係する記事の検索
結果として扱うことがしばしば必要となる。この複雑さを解決するために、NewsComponentsを使って
管理する。それらはnews objects同士の関係構造を明確にしている。 

 NewsComponentはnews objectsの入れ物となる。これはnews objectsのお互いの関係を示すことや、
メタデータをNewsComponentに関連付けることに使われる。Essential属性は、このNewsComponent
がその属性を含むNewsComponentの意味にとって必須であると配信社がみなしているかどうかを示す。
EquivalentsList 属 性 は 、 こ の 中 に 含 ま れ る NewsItem か NewsItemRef 、 NewsComponent か 
ContentItemが、お互いに内容か意味（または両方）において同等であるかどうかを示している。
NewsComponentのRole下位要素は、それを含むNewsComponentの中にあるNewsComponentが担う役
割を明らかにしている。NewsItemの一番外側のNewsComponentにRole属性の値を明記する必要はない。
FormalName属性の値は、Roleの形式名である。その意味と取りうる値はcontrolled vocabularyによっ
て決まる。 

 

 

<!ELEMENT NewsComponent (Comment* , Catalog? , TopicSet* , Role? , BasisForChoice* ,                      
NewsLines? , AdministrativeMetadata? , RightsMetadata? , DescriptiveMetadata? , Metadata* , ((NewsItem | 
NewsItemRef)+ | NewsComponent+ | ContentItem+)?)> 
<!ATTLIST NewsComponent %localid; 
                        Essential  (yes | no )  "no" 
                        EquivalentsList (yes | no ) "no" 
                        xml : l ang  CDATA #IMPLIED > 
 
<!ELEMENT Role EMPTY> 
<!ATTLIST Role %localid; 
               %formalname; > 
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［ツリー図］ 

 

 

 [NSK 解説] 

NewsComponentの役割は、コンテンツの構造化のための入れ物とそのメタデータの関係付けである。 

NewsComponentの構造化に関しては、ContentItem、NewsComponent、NewsItem(NewsItemRef)
のいずれかをNewsComponentで包含する方法がある。通常は実際のコンテンツを格納したContentItem
をもつが、コンテンツをさらに階層化する場合にはNewsComponentを入れ子にしたり、NewsML 自体
（あるいはそのリンク）を包含したりできる。 

この構造化機構を利用することで複雑な構造をもつニュースの表現が行える。しかし、そのデータを扱
えるようにするためには、かなり複雑な仕組みや運用が必要になるため、実装においてはある程度の制限
やルールを規定したほうがよい。 

複数のコンテンツの関係や役割を示すための機構として、Essential 、 EquivalentsList 、 Role 、 
BasisForChoiceがある。ここでは簡単な説明だけ記載しておく、詳しくはそれぞれの説明を参照のこと。  

? NewsComponent ○ 

? Role    △ 

* Metadata ○ 

? RightsMetadata  ○ 

* BasisForChoice  △ 

? AdministrativeMetadata ○ 

? 

? NewsLines   ○ 

* Comment   ○ 
 

? Catalog   ○ 
 

* Topicset   △ 
 

? DescriptiveMetadata ○ 

? Catalog ○ 

MetadataType ○ 

+ Property ○ * Property ○ 

+ ContentItem  ○ 

NewsItem × 

NewsItemRef × 

+ NewsConponent × 

+ 
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Essentialは、複数のNewsComponentがある場合に、どのNewsComponentが必須かどうかを示す
Yes/No を指定する。省略した場合は’no’となる。 

EquivalentsListは、NewsComponent内にある複数のコンテンツが、それぞれ同等なデータの場合Yes
となる。同等なデータとは、記事であれば内容が同じでXML表記、html 表記、Text表記というデータが
列挙してある場合、画像であれば同じ図柄で解像度の違うデータが列挙してある場合などが当てはまる。
省略した場合は’no’となる。 

Roleは、複数あるNewsComponentの役割をFormalNameにて記載し、それぞれを区別するために用い
る。 

BasisForChoiceはNewsComponent内に複数列挙したコンテンツを識別するためにどの情報を用いる
かを示すようになっている。 

Role要素はFormalName属性、Vocabulary属性、Scheme属性があり、FormalName属性に許可された
値は、Vocabulary属性とScheme属性によって識別される controlled vocabularies により決定される。 

 

[NskNewsML:1 記述形式]  

NewsComponent 要素 ················○ 

 NewsComponent/@xml:lang·······○ 

xml:lang 属性値は ISO639に準じる。日本語を使うときは”ja”を記述する。指定がない場合は親要素の
属性値に従う。 

（例）<NewsComponent xml:lang="ja"> 

 

NewsComponent/Comment要素 ·○ 

注意喚起、変更個所などの連絡事項を入れる。 

（例）<Comment>愛知県注意。とりあえず送ります。過去形手直しあり。</Comment> 

 

NewsComponent/Catalog要素 ····○ 

Role要素 ····································△ 

NewsComponentの抽象的な役割を示すものであり、物理的属性を示すことには使わない。 

 

 ※複数素材の扱いについては、別途「7.3 NewsMLNewsML 複合ガイドライン」を参照。 
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5.7.1 NewsComponents の動きの図解 

次の図は同じ記事をウエブ、テレビ、ラジオ用として作った３つのNewsComponentからなる１つの 
NewsItemを表している。テレビ、ラジオ版は、それぞれ１つのNewsComponentを含んでいる（それぞ
れビデオVIDEO、音声AUDIO）。ウエブ版はいくつものNewsComponentから構成されている（主テキ
ストMAIN TEXT、写真PHOTO、サイドバーSIDE BAR）。サイドバーは２つのNewsComponentを持っ
ている（テキスト、グラフGRAPH）。最後に、グラフは、同じ情報を異なる方法で見せた２つの
NewsComponentを持っている（円グラフPIE CHART、棒グラフBAR CHART）。 

ビデオ、音声、テキスト、主テキストのNewsComponentは、異なる言語の記事を入れたContentItem
を含んでいる。写真のNewsComponentは、異なる解像度のContentItemを含んでいる。円グラフ、棒グ
ラフのNewsComponentは、それぞれ１つだけのContentItemを含んでいる。 

 

 
ここでは、上にイラストで示した例がどのようにNewsML文書で構造化されているかを見せている。 

 
<NewsItem> 

<Catalog> 
<Resource> 

<Url>http://www.mysite.com/MyRolesVocabulary.xml"</Url> 
<DefaultVocabularyFor Context="Role"/> 

</Catalog> 
... 
<NewsComponent EquivalentsList="yes"> 

<BasisForChoice>./Role/@FormalName</BasisForChoice> 
<NewsComponent EquivalentsList="no"> 

<Role FormalName="WEB"/> 
<NewsComponent EquivalentsList="yes"> 

<Role FormalName="MAIN TEXT"/> 
<BasisForChoice>./Role/@FormalName</BasisForChoice> 
<ContentItem>...</ContentItem> 
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<ContentItem>...</ContentItem> 
<ContentItem>...</ContentItem> 

</NewsComponent> 
<NewsComponent EquivalentsList="yes"> 

<Role FormalName="PHOTO"/> 
<ContentItem>...</ContentItem> 
<ContentItem>...</ContentItem> 
<ContentItem>...</ContentItem> 

</NewsComponent> 
<NewsComponent EquivalentsList="no"> 

<Role FormalName="SIDE BAR"/> 
<NewsComponent EquivalentsList="yes" Essential="yes"> 

<Role FormalName="TEXT"/> 
<ContentItem>...</ContentItem> 
<ContentItem>...</ContentItem> 
<ContentItem>...</ContentItem> 

</NewsComponent> 
<NewsComponent EquivalentsList="yes" Essential="yes"> 

<Role FormalName="GRAPH"/> 
<BasisForChoice>./Role/@FormalName</BasisForChoice> 

<NewsComponent> 
<Role FormalName="PIE CHART"/> 
<ContentItem>...</ContentItem> 

</NewsComponent> 
<NewsComponent> 

<Role FormalName="BAR CHART"/> 
<ContentItem>...</ContentItem> 

</NewsComponent> 
</NewsComponent> 

</NewsComponent> 
</NewsComponent> 
<NewsComponent> 

<Role FormalName="TV"/> 
<NewsComponent EquivalentsList="yes"> 

<Role FormalName="VIDEO"/> 
<ContentItem>...</ContentItem> 
<ContentItem>...</ContentItem> 

</NewsComponent> 
</NewsComponent> 
<NewsComponent> 

<Role FormalName="RADIO"/> 
<NewsComponent EquivalentsList="yes"> 

<Role FormalName="AUDIO"/> 
<ContentItem>...</ContentItem> 
<ContentItem>...</ContentItem> 

</NewsComponent> 
</NewsComponent> 

</NewsComponent> 
</NewsItem> 
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5.7.2 EquivalentsList 

EquivalentsListであるNewsComponentとEquivalentsList ではないNewsComponentの区別が、次の
２つの絵で明らかにされている。 
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5.7.3 BasisForChoice 

 BasisForChoiceの構成要素は、NewsComponentまたはContentItemにある情報を識別するXPathパタ
ーンあるいは要素タイプ名であり、同等のNewsComponentまたはContentItemを選択する際の基礎とし
て用いられる。XPathパターンが「．」（ピリオド）で始まっている場合には、XPathの「ルート（root）」
を表し、NewsComponentあるいはContentItem自体に相当する。XPathパターンを等価の組み合わせの
中で順番に個々のNewsComponentやContentItemに適用することにより、システムは項目間の選択を行
う基礎となるデータを抽出することができる。XPathパターンに適合するものが、「root」で始まるサブ
ツリーに多数存在する場合には、文書の順番で最初に適合したもののみが重要である。オプションのRank
属性により、配信社が異なったBasisForChoiceを付加した場合には、数値により重要度に優先順位を付
けることができる。この場合、数値が小さいほど重要度が高くなる。 

 

 
次の例では、内部NewsComponent（この場合は円グラフまたは棒グラフ）の役割（Role）を示している。それら

は、NewsComponent間の選択の基礎として示されている。BasisForChoice内の「./」（ピリオド＋スラッシュ）は、
そのパス（path）のルート（root）の下位要素を示すXPathシンタックスであり、選択肢となる個々のNewsComponent
を示す。 
 
<NewsComponent EquivalentsList="yes" Essential="yes"> 

<Role FormalName="GRAPH"/> <BasisForChoice>./Role</BasisForChoice> 
<NewsComponent> 

<Role FormalName="PIE CHART"/> <ContentItem>...</ContentItem> 
</NewsComponent> 
<NewsComponent> 

<Role FormalName="BAR CHART"/> 
<ContentItem>...</ContentItem> 

</NewsComponent> 
</NewsComponent> 
 

次の例では、PixelWidthという値のFormalName属性を持つProperty要素のValue属性が、ContentItem間の選択
の基礎となることを示すために、さらに複雑なXPath表現を用いる。 
 
<Catalog> 

<Resource Duid="resource1"> 
<Urn>urn:newsml:mydomain.com:20010101:Characteristics:3</Urn> 
<Url>www.mydomain.com/vocabs/characteristics.xml</Url> 
<DefaultVocabularyFor Context="Property"/> 

</Resource> 
</Catalog> 
... 
<NewsComponent EquivalentsList="yes"> 

<BasisForChoice>.//Property[@FormalName="PixelWidth"]/@Value</BasisForChoice> 
<ContentItem Href="pictures/4769w336.jpg"> 

<MimeType FormalName="image/jpeg"/> 
<Characteristics> 

<SizeInBytes>22999</SizeInBytes> 
<Property FormalName="PixelWidth" Value="336"/> 
<Property FormalName="PixelHeight" Value="224"/> 

</Characteristics> 
</ContentItem> 
<ContentItem Href="pictures/4769w170.jpg"> 

<MimeType FormalName="image/jpeg"/> 
<Characteristics> 

<!ELEMENT BasisForChoice (#PCDATA)> 
<!ATTLIST BasisForChoice %localid; 
                         Rank CDATA #IMPLIED > 
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<SizeInBytes>8449</SizeInBytes> 
<Property FormalName="PixelWidth" Value="170"/> 
<Property FormalName="PixelHeight" Value="224"/> 

</Characteristics> 
</ContentItem> 

</NewsComponent> 

 

Example 2: 

 

以下のNewsComponentについて見てみよう： 

  
<NewsComponent EquivalentsList=”yes”> 

<BasisForChoice>@xml:lang</BasisForChoice> 
<NewsComponent xml:lang=”en-US”> 

… 
</NewsComponent> 
<NewsComponent xml:lang=”fr-FR”> 

… 
</NewsComponent> 

</NewsComponent> 

 
上の例で、外側のNewsComponentは、互いに等価である２つの子NewsComponentを持ち、BasisForChoiceは

xml:lang属性である。 
このBasisForChoiceは、xml:lang属性を探す際に、それぞれの子NewsComponentの“子”の軸（axis）を利用しな

ければならないことを示している。このことより、xml:langがそれぞれの子NewsComponent直下の子として存在す
るため、この例は正しい例だといえる。 

 
上記のBasisForChoiceの構造は次のものと等しいことに注意せよ： 

 
<BasisForChoice>./@xml:lang</BasisForChoice> 

 
両方のケースにおいて子NewsComponentの子軸が探されることを示している。 

 
Example 3: 
<NewsComponent EquivalentsList=”yes”> 
<BasisForChoice>@xml:lang</BasisForChoice> 

<NewsComponent> 
<NewsComponent xml:lang=”en-US”> 

… 
</NewsComponent> 
</NewsComponent> 

<NewsComponent> 
<NewsComponent xml:lang=”fr-FR”> 
… 
</NewsComponent> 

</NewsComponent> 

</NewsComponent> 

 
上記では、BasisForChoiceはBasisForChoice要素を含むNewsComponentのそれぞれの子NewsComponentの”子”
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の軸（axis）を使うべきであることを示している。しかし、この例では、それぞれの子NewsComponentは、その直
下の子として、xml:lang属性を持っていない。これではBasisForChoice要素は正しく構成されない。この例では
xml:lang属性は子NewsComponentの子孫として現れている。したがってBasisForChoiceは次のように構成されなけ
ればならない。 
 

<BasisForChoice>.//@xml:lang</BasisForChoice> 

 
”.//”は子NewsComponentの子孫軸を探さなければいけないことを示す。 

[NSK 解説] 

BasisForChoice要素は、同等のNewsComponent要素またはContentItem要素を識別する際に、識別す
べき情報のXPathパターンあるいは要素タイプ名を示す。 

NewsComponent要素の EquivalmentsList 属性が yes に設定されている場合、その子要素の
NewsComponent要素またはContentItem要素の意味は同等であることを示し、これを識別するための
XPathパターンあるいは要素タイプ名をBasisForChoice要素の内容として記述する。 

BasisForChoice要素は属性値として localid エンティティ、すなわちDuid属性とEuid属性とRank属性
を持つことができる。 

Rank属性はBasisForChoiceが複数あった場合の優先順位を指定するために使用する。 

 

例）複数の BasisForChoiceを使用して対象の絞り込みを行う場合 

以下の例では、BasisForChoiceを２つ記述することにより、Rank 属性の値に従って、対象の絞り
込みが可能になっている。Rank="1"では、Role の値を対象としており、Main 画像と Thumbnail画
像を区別できる。Main 画像が必要な場合は、ここで処理を終了すれば良い。Tumbnail 画像が必要
な場合は、対象が二つあるので、さらに、Rank="2"の Format の値を利用して区別する。 

 
<NewsItem> 
 <NewsComponent  EquivalentsList="yes"> 
  <BasisForChoice Rank="1">./Role/@FormalName</BasisForChoice> 
  <BasisForChoice Rank="2">.//Format/@FormalName</BasisForChoice> 
 <!-- サムネイル GIF 画像 --> 
  <NewsComponent> 
   <Role FormalName="Thumbnail"/> 
    <ContentItem Href="./Thumbnail.gif"> 
     <Format FormalName="GIF89a non -interlaced"/> 
    </ContentItem> 
  </NewsComponent> 
 <!-- サムネイル JPEG画像 --> 
  <NewsComponent> 
   <Role FormalName="Thumbnail"/> 
    <ContentItem Href="./Thumbnail.jpg"> 
     <Format FormalName="JPEG Baseline"/> 
    </ContentItem> 
  </NewsComponent> 
 <!-- メイン画像 --> 
  <NewsComponent> 
   <Role FormalName="Main"/> 
   <ContentItem Href="./MainPhoto.jpg"> 
    <Format FormalName="JPEG Baseline"/> 
   </Con tentItem> 
  </NewsComponent> 
 </NewsComponent> 
</NewsItem> 
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5.7.4 NewsComponent の他の下位要素 

 NewsComponentは、オプションのNewsLines、 AdministrativeMetadata、 RightsMetadata、
DescriptiveMetadataの各要素を含んでもよい。これらの要素の機能は、本文の5.9Metadataに述べられ
ている。また、NewsComponentは、NewsML 仕様書に定義されていない、ユーザーが定義するいくつ
かのメタデータを含むMetadata要素をいくつ含んでもよい。 
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5.8  ContentItem の構造 

 ContentItemは、人への公開を意図した表現内容（テキスト、イメージ、映像、音声など）を伝える、
あるいは識別するためのnews objectである。NewsML はメディアに依存しない記述言語であるというこ
とが特徴で、あらゆる人の感覚（視覚、聴覚、触覚あるいはこれらの組み合わせを含む）に対して、あら
ゆるメディアを通して表現が可能である。ContentItemに格納するテキストの推奨フォーマットは
IPTC-NAA NITF である。 

ContentItemは、ある素材データをDataContent要素の中に含むか、あるいはContentItem要素のHref
属性を用いて素材データを指し示して伝えなければならない。素材データを指し示すポインタが使用され
る場合でも、NewsML 文書は素材データが直接含まれる場合と全く同じように解釈される。ポインタを
使用する主な理由は、物理的な転送や蓄積に必要なデータ量を削減することや、整形式（well-formed）
XML文書の中で直接含むことができないデータオブジェクトのフォーマットを操作することにある。  

 DataContent要素は、エンコード方法を示す１つ以上のEncoding要素に包含されることがある。
DataContent要素の素材データが含まれる場合には、整形式XML化を中止したり、NewsML DTD に従
うことをやめたりして、NewsML 文書が破綻しないように保証する注意が必要である。この問題が起き
ないように保証する技術的要件は以下の通りである。 

・ XMLマークアップとして判定される文字列をデータに含まないことを保証すること。 

・ XMLマークアップとして判定されるいくつかの文字列があった場合でも、XML1.0 仕様書にあるよ
うに、特定の文字列 ] ] >をどこにも含まず、CDATA セクションでデータを包含すること。 

・ データがXMLコンテンツで構成され、NewsML の要素名と同じ名前の要素を持たない場合には、文
書の内部DTDサブセットに使用される要素タイプを宣言すること。 

 

 ContentItemの下位要素であるオプションのMediaType、MimeType、Format、Notationは、それぞ
れメディア・タイプ、MIMEタイプ、フォーマット、記法（notation）を表している。その意味とこれら
の要素のFormalName属性に許可された値は、Vocabulary属性とScheme属性によって識別される
controlled vocabulariesにより決定される。 

 ContentItemはまた、その物理的特徴についての情報を提供するCharacteristics要素を含むことができ
る。Characteristics要素の目的は、解釈前後のデータを扱うため必要なシステム要件の決定を補助するこ
とである。つまり、ファイルサイズで言えば、（ラスター・イメージに対しては）縦横のピクセル数、（ビ
デオ・クリップに対しては）フレーム数、（音声ファイルに対しては）持続時間、（すべての対象に対して
は）バイト数をカバーすることができる。NewsML1.0 版では、特定の要素タイプとしてSizeInBytesの
みが特性として規定されている。他のすべての特性としては、一般的なProperty要素が使用されている。
この一般的な要素の使用に関する説明については、5.6.11 Propertyの項を参照のこと。 

 
<!ENTITY % data " (Encoding | DataContent )?"> 
 
<!ELEMENT Encoding %data; > 
<!ATTLIST Encoding %localid; 
                   Notation CDATA  #REQUIRED > 
 
<!ELEMENT DataContent ANY> 
<!ATTLIST DataContent %localid; > 
 
<!ELEMENT ContentItem  (Comment* , Catalog? , MediaType? , Format? , MimeType? , Notation? , 
Characteristics? , %data; )> 
<!ATTLIST ContentItem %localid; 
                      Href  CDATA #IMPLIED > 
 
<!ELEMENT MediaType  EMPTY> 
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<!ATTLIST MediaType %localid; 
                    %formalname; > 
 
<!ELEMENT Format EMPTY> 
<!ATTLIST Format %localid; 
                 %formalname;  >  
 
<!ELEMENT MimeType EMPTY> 
<!ATTLIST MimeType %localid; 
                   %formalname;  >  
 
<!ELEMENT Notation  EMPTY> 
<!ATTLIST Notation %localid; 
                   %formalname;  >  
 
<!ELEMENT Characteristics (SizeInBytes? , Property* )> 
<!ATTLIST Characteristics %localid; > 
 
<!ELEMENT SizeInBytes (#PCDATA )> 
<!ATTLIST SizeInBytes %localid; > 

 

この例は、コンテンツを解凍するために、unbinhex（binhexのデコード）を行ってから、unzipを行う必要のある
インライン・データを載せている。 
 
<ContentItem> 

<Encoding Notation="binhex"> 
<Encoding Notation="zip"> 

<DataContent>A873B6FE ...</DataContent> 
</Encoding> 

</Encoding> 
</ContentItem> 
 
この例は、NewsML 1.0の承認に関するIPTC文書の第2版の中でDuidがitem2であるContentItemを参照により再

利用するContentItemを示している。このContentItemは、メディアタイプがText、TTNITF フォーマット、
MIME-type text/vnd.IPTC.NITFで、ノーテーションがNITFである。2736バイト長で、myproperties.xmlで定義さ
れたWordCountプロパティが450の値を持つ。ノーテーションを解するXMLプロセッサーでオブジェクトが扱える
ように、NewsML文書の内部サブセット内で、NITFノーテーションが公式に宣言されている。 
 
<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?> 
<!DOCTYPE NewsML PUBLIC "urn:newsml:iptc.org:20001006:NewsMLv1.0.dtd:1" 
"http://www.iptc.org/NewsML/NewsMLv1.0.dtd" 
[ 
<!NOTATION NITF PUBLIC "-//IPTC-NAA//DTD NITF-XML 1.0//EN"> 
] 
<NewsML> 

<Catalog> 
<Resource> 

<Urn>urn:newsml:iptc.org:20001006:IptcMediaTypes.xml</Urn> 
<DefaultVocabularyFor Scheme="IptcMediaTypes" Context="MediaType"/> 

</Resource> 
<Resource> 

<Urn>urn:newsml:iptc.org:20001006:IptcFormats.xml</Urn> 
<DefaultVocabularyFor Scheme="IptcFormats" Context="Format"/> 

</Resource> 
<Resource> 

<Urn>urn:newsml:iptc.org:20001006:IptcMimeTypes.xml</Urn> 
<DefaultVocabularyFor Scheme="IptcMimeTypes" Context="MimeType"/> 
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</Resource> 
<Resource> 

<Urn>urn:newsml:iptc.org:20001006:IptcNotations.xml</Urn> 
<DefaultVocabularyFor Scheme="IptcNotations" Context="Notation"/> 

</Resource> 
<Resource> 

<Urn>urn:newsml:mydomain.org:20010101:myproperties.xml</Urn> 
<DefaultVocabularyFor Scheme="Properties" Context="Property"/> 

</Resource> 
</Catalog> 
... 
<ContentItem Href="urn:newsml:iptc.org:20001006:NewsML%201.0%20approved:2#item2"> 

<MediaType FormalName="Text"/> 
<Format FormalName="TTNITF"/> 
<MimeType FormalName="text/vnd.IPTC.NITF"/> 
<Notation FormalName="NITF"/> 
<Characteristics> 

<SizeInBytes>2736</SizeInBytes> 
<Property FormalName="WordCount" Value="450"/> 

</Characteristics> 
</ContentItem> 
... 

</NewsML> 
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[ツリー図] 

 

 

[NSK 解説] 

ContentItemは、実際のコンテンツデータと、そのデータ形式のメタデータを記述する。 

 コンテンツデータがテキストの場合は、そのままDataContentに入れることができる。あるいは
NewsML 文書とは別のファイルとして外部におき、ContentItem要素のHref属性により参照することも
できる。Href属性で参照した場合にはDataContent要素は含まない。画像、音声、動画等のバイナリデ
ータの場合はContentItem要素のHref属性により外部に置くか、Encoding要素によってDataContentに
埋め込むことができる。 

Characteristics要素ではコンテンツデータのファイルサイズを表す SizeInBytes要素と拡張用の
Property要素が規定されており詳しくは、新聞・通信社用 IPTC NewsML 実装ガイドラインに説明があ
る。 

 

Notationエンティティは、表現しようとしているニュースオブジェクトがどんな方法で記述、表現さ
れているかを示すために使用される。この要素のオプションにはFormalName属性、Vocabulary属性、
Scheme属性があり、FormalName属性に許可された値は、Vocabulary属性とScheme属性によって識別
される controlled vocabulariesにより決定される。 

 

[NskNewsML:1 記述形式] 

ContentItem 要素 ・・・・・・・・・○ 

ContentItem /Href 属性 ・・・○ 

Catalog 要素 ・・・・・・・・・・・・・○ 

+ ContentItem  ○ 

? Format  ○ 

DataContent ○ 

? 

? MimeType  ○ 

? Characteristics ○ 
 * Property △ 

? Notation  × 

* Comment  △ 
 

? Catalog  ○ 
 

? MediaType   ○ 
 

Encoding △ 

? SizeInBytes ○ 

DataContent △ 

? 

Encoding △ 
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MediaType要素 ・・・・・・・・・・・○ 

Format 要素 ・・・・・・・・・・・・・・○ 

MimeType要素 ・・・・・・・・・・・・○ 

Notation要素 ・・・・・・・・・・・・× 

Characteristics要素 ・・・・・○ 

SizeInBytes 要素 ・・・・・・・・・○ 

Property要素 ・・・・・・・・・・・・△ 

Encoding要素 ・・・・・・・・・・・・△ 

DataContent 要素 ・・・・・・・・・○ 

 

IPTCではテキストのフォーマットとして IPTC-NAA NITF を推奨している。 

 バイナリデータは外部ファイルとしてContentItem要素のHref属性 によって参照する形式を推奨する。 

MediaType、MimeType、Format 要素は組み合わせてデータ型式を記述する。MimeTypeは極力使用す
る。 

 MediaType ：テキスト、画像、音声、動画など分類を行う 

Text    テキスト 

Graphic  画像 

Photo   写真 

Audio   音声 

Video   動画 

Animation アニメーション 

  

 MimeType ：マイムタイプ 

image/jpeg image/tiff text/plain text/xml video/mpeg application/postscript等。 

 Format ：MimeTypeだけでは表現できない場合に記述することができる。 

MimeType=”text/xml”のときは、Format は必須。このときのFormat のボキャブラリは
NSK 拡張ボキャブラリを推奨する。 

 Notation： SGML の名残であり、通常は使用しない。 

 SizeInBytesは外部ファイルのサイズを示すことができる。 

10 進数で記述する。単位は byteだが単位は記述しない。 

例) <SizeInBytes>12736</SizeInBytes> 

 

例) プレーンテキストの場合 

<ContentItem> 
<MediaType FormalName="Text" /> 
<MimeType FormalName="text/plain" /> 
<DataContent> 
 ･ 
 ･･･プレーンテキスト･･･ 
 ･ 
</DataContent> 

</ContentItem> 
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例) ＸＭＬコンテンツの場合 

<ContentItem> 
<MediaType FormalName="Text" /> 
<Format FormalName="BML" />  
<MimeType FormalName="text/xml" /> 
<DataContent> 
 ･ 
 ･･･XMLコンテンツ･･･ 
 ･ 
</DataContent> 

</ContentItem> 

 

例) 外部参照の場合 

 ここでは JPEG ファイルの画像フォーマットの場合を示した。 

<ContentItem Href=”20010423photo001.jpg” > 
<MediaType FormalName="Photo" /> 
<MimeType FormalName="image/jpeg" /> 
<Characteristics> 

<SizeInBytes>12736</SizeInBytes> 
<!-- Width: --> 
<Property Scheme="CharacteristicsProperty" FormalName="Width" Value="3008"/> 
<!-- Height: --> 
<Property Scheme="CharacteristicsProperty" FormalName="Height" Value="2000"/> 
<!-- ColorSpace: --> 
<Property Scheme="CharacteristicsProperty" FormalName="ColorSpace" Value="RGB"/> 
<!-- Resolution: --> 
<Property Scheme="CharacteristicsProperty" FormalName="Resolution" Value="300"/> 

</Characteristics> 
</ContentItem> 
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5.9 メタデータ 

NewsML は、NewsComponentにおいて、以下のカテゴリーのメタデータの使用を認めている。 

AdministrativeMetadata（管理メタデータ） 

RightsMetadata（権利メタデータ） 

DescriptiveMetadata.（記述メタデータ） 

 

5.9.1 Administrative Metadata（管理メタデータ） 

AdministrativeMetadata要素は、NewsComponentの起源、出所に関する情報を含んでいる。この情
報 は 、 AdministrativeMetadata 要 素 の 直 接 の 親 要 素 で あ る NewsComponent に 、 あ る い は
NewsComponentの直接の親要素である NewsItem に適用される。 

オプションのFileName要素は、NewsItem の仮想または実際の蓄積ファイル名に一致している。 

オプションのSystemIdentifier要素は、その項目が存在する場所のURLのようなシステムアドレスを指
定する。これは、ある意味で XML1.0仕様書に定義されたNewsItem のシステム識別子を規定している。  

オプションのProvider要素と Creator 要素は、そのnews objectを公開したり作成した個人及び（また
は）企業、組織を規定する。(オプションのCommentで、これに関連した追加情報を付加することができ
る) 

オプションで反復可能なSource要素は、news objectの素材をどこ(個人および/または企業、組織)が配
信したのかを規定する。オプションの NewsItem 属性は、記事配信の際に NewsItem に存在しなければ
ならない。そのために、配信されたNewsItem のURN を提供する。Source要素のシーケンスは、NewsItem
が経由した加盟社のシーケンスを表示することにも使用することができることに注目せよ。ここでも
Commentで、関連した追加情報を付加することができる。 

 
オプションで反復可能なContributor要素は、生成されたnews objectの改版や強化を行った個人及び（ま
たは）企業、組織を規定する。このComment要素で、それらの関与状況を示すこともできる。 

 
Creator要素およびContributor要素に対するオプションで反復可能なContribution要素は、news 

objectの作成や修正を行ったCreatorやContributorの関与の種別を規定する。 

 

オプションで反復可能なProperty要素は、NewsML DTD 内では明確に与えられていない付加的な
AdministrativeMetadataを提供するのに用いることができる。 



 

 106 

 

 
この例では、ファイル名が NewsmlStory.xml で、www.mydomain.com のサブディレクトリstories にある。配

信社は、現在の文書内でDuid属性の値がcompany1であるTopic要素によって表される会社である。作成者は、現在
の文書内でDuid属性の値がperson1であるTopic要素によって表される。関与した人が2人いて、ひとりは編集校閲者
で、もう１人は引用されている。彼らはそれぞれ、現在の文書内でDuid属性の値がperson2とperson3であるTopic
要素によって表される。 
 
<AdministrativeMetadata> 

<FileName>NewsmlStory.xml</FileName> 
<SystemIdentifier>http://www.mydomain.com/stories/NewsmlStory.xml</SystemIdentifier> 
<Provider> 

<Party FormalName="News Headlines International" Topic="#company1"/> 
</Provider> 
<Creator> 

<Party FormalName="Doe, John" Topic="#person1"/> 
</Creator> 
<Contributor> 

<Comment>Editorial review</Comment> 
<Party FormalName="Smith, Jane" Topic="#person2"/> 

</Contributor> 
<Contributor> 

<Comment>Quote</Comment> 
<Party FormalName="Dumas, Pierre" Topic="#person3"/> 

</Contributor> 
</AdministrativeMetadata> 
 

 

 

 

<!ELEMENT AdministrativeMetadata (Catalog? , FileName? , SystemIdentifier? , Provider? , 
Creator* , Source* , Contributor* , Property* )> 
<!ATTLIST AdministrativeMetadata %localid; > 
 
<!ELEMENT FileName (#PCDATA )> 
<!ATTLIST FileName %localid; > 
 
<!ELEMENT SystemIdentifier (#PCDATA )> 
<!ATTLIST SystemIdentifier %localid; > 
 
<!ELEMENT Provider (%party;) > 
<!ATTLIST Provider %localid; > 
 
<!ELEMENT Creator (%party;, Contribution*) > 
<!ATTLIST Creator %localid; > 
 
<!ELEMENT Source (%party;) > 
<!ATTLIST Source %localid; 
                    NewsItem CDATA #IMPLIED > 
 
<!ELEMENT Contributor (%party;, Contribution*) > 
<!ATTLIST Contributor %localid; > 
 
<!ELEMENT Contribution EMPTY> 
<!ATTLIST Contribution %localid; %formalname;> 
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 [ツリー図] 

 

 

[NSK 解説] 

Provider要素は、NewsComponentの配信社を示す。 

Creator要素は、 NewsComponentの作成社を示す。 

Provider要素とCreator要素のParty要素には個別のボキャブラリを使用してよい。 

（例）A 社が作った NewsComponent をＡ社が B 社に配信したデータの場合 

 <AdministrativeMetadata> 
  <Provider> 
   <Party FormalName=”Acompany”/> 
  </Provider> 
  <Creator> 
   <Party FormalName=”Acompany”/> 

 </Creator> 
 </AdministrativeMetadata> 

 

? AdministrativeMetadata  ○ 

? Provider ○ 

+ Party          ○ 

* Property × 

* Creator ○ 

* Contributor △ 
 

* Source △ 

? Catalog ○ 
 

? FileName △ 
 

? SystemIdentifier △ 
 

* Comment       △ 

+ Party          ○ 

* Comment       △ 

* Contribution  × 

+ Party          △ 

* Comment       △ 

+ Party          △ 

* Comment       △ 

* Contribution × 
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（例）上記をさらに B 社が配信したデータの場合 

 <AdministrativeMetadata> 
  <Provider> 
   <Party FormalName=”Bcompany”/> 
  </Provider> 
  <Creator> 
   <Party FormalName=”Acompany”/> 
     </Creator> 
 </AdministrativeMetadata> 

 

FileName要素は、NewsItemすなわち NewsItemTypeで表される様々な種別の情報（記事・写真・ス
ポーツの試合結果・株価・TopicSetファイル・Catalogファイル等々）を指し示すこと、またはそれらが
実際に保存されているファイル名を表すことができる。  

FileName要素の設定値は、文字データを表す「#PCDATA」であり、0または1個の記述ができる。 

 

SystemIdentifier要素は、NewsItemのシステム的な識別子であり、URLなどによって記述される。 

その意味/意義についてはXML1.0にて定義されており、0または1個の記述ができる。 

 

Source要素は、NewsComponentの情報源（ソース）または素材を示すことができる。さらに子要素と
してParty要素が１つ以上含まれ、これにより情報源となった個人、企業、組織（配信社など）がわかる。
同じく子要素のComment要素に説明を追加することもできる。 

  
<Source> 
    <Party FormalName="Acompany"/> 
</Source> 
 
<Source> 
    <Comment>A- COMPANYは・・・</Comment> 
    <Party FormalName="Acompany"/> 
    <Party FormalName="Bcompany"/> 
</Source> 

素材となったのがNewsMLのコンテンツ（厳密にはNewsItem）なら、NewsItem属性にそのURNを記
述することができる。 

<Source NewsItem="urn:newsml:provider.or.jp:20031002:xx001"> 
    <Party FormalName="Acompany"/> 
</Source> 

 

Contributor要素は、NewsComponet の修正、追加を行なった個人、組織等を示す。 

Contributor要素は複数回使用することが可能でComment要素を使用することで、関与の内容について
も記述することができる。 

 
 Creator要素下のContributionは、この要素を持つNewsComponentの作成にあたっての役割を書くも
ので、通常、複数の人や組織を書き並べる場合に利用する。 
 Contributor要素下のContributionは、この要素を持つNewsComponentの作成あるいは修正時に関与
した場合に、その関与に当たっての役割を書くもので、通常、複数の人や組織を書き並べる場合に利用す
る。 
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[NewsML 仕様の変更点：NewsML v1.2] 

Creator要素が繰り返し可能となった。 

CreatorとContributorに繰り返し可能なContribution要素が追加された。 

 

[NskNewsML:1 記述形式] 

AdministrativeMetadata 要素 ・・・○ 

Catalog 要素 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・○ 

Provider要素 ・・・・・・・・・・・・・・・・・○ 

Provider/Party要素 ・・・・・・・・・・・○ 

Creator 要素 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・○ 

Creator/Party要素 ・・・・・・・・・・・・○ 

Property要素 ・・・・・・・・・・・・・・・・・× 

 

[NskNewsML:1.2 記述形式] 

AdministrativeMetadata 要素 ・・・○ 

Catalog 要素 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・○ 

Provider要素 ・・・・・・・・・・・・・・・・・○ 

Provider/Party要素 ・・・・・・・・・・・○ 

Creator 要素 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・○ 

Creator/Party要素 ・・・・・・・・・・・・○ 

Creator/Contribution要素 ・・・・・× 

Contributor/Contribution要素・× 

Property要素 ・・・・・・・・・・・・・・・・・× 

 

Creator 要素が繰り返し可能となったが、1.0 と同様 0 回または 1 回の記述とする。Creator 要素と
Contributor 要素の子要素として、繰り返し可能な Contribution 要素が追加されたが、使用停止とする。 
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5.9.2 Rights Metadata（権利メタデータ） 

RightsMetadata要素は、NewsComponentに関する権利についての情報を持っており、版権保持者が
他者に与えた関連の使用権を含む。 

Copyright要素は、必須のCopyrightHolder、CopyrightDate下位要素、およびオプションで繰り返し
可能なCommentの下位要素を持つ。assignment属性は、版権がだれによって指定されたか、どの程度の
重要性と信頼性を持っているか、ISO8601 基本フォーマットに基づく日付と時間などを表示する。
CopyrightHolder、CopyrightDate要素には、版権保持者と版権日付を自由形式で記述する。 

RightsMetadataは、テキスト中にオプションとしてOrigin要素が点在しているものを内容とする下位
要素を含んでいる。テキストの内容は人間が理解できるものになっている。Origin要素はこのテキストの
全部あるいは一部を包むものであり、そこに自然言語で述べられていることに形式的に対応したデータの
項目へのポインタを与える。Origin要素のHref属性は、関連するデータを識別する。そしてそのHref属
性は http URL か NewsML URN であり、オプションとしてfragment identifierを続けて持つ。他の方
法としては、現在の文書の中で「#」（シャープ）記号に要素のDuidが続くシンプルなfragment identifier
であってもよい。 
しかしながら、Origin要素はシステム処理用のデータを与えており、別の場所で、同じ情報が人間に分

かるテキストとして伝えられる。RightsMetadataのUsageRights下位要素は、NewsComponentに属す
る使用権についての情報を提供する。UsageRights要素は以下の６つの下位要素から構成されている。使
用権を適用する使用タイプを自由言語で示すUsageType、特定の使用権に関係する地域や場所を示す
Geography、使用権所有者を示すRightsHolder、NewsComponentの内容の使用に関する制限を示す
Limitations、最後に、示された権利の期間を示すStartDateとEndDateである。  

オプションで繰り返し可能なProperty要素は、NewsML DTDの中では明示されない任意の付加的な権
利メタデータを記述するために使われる。 

 
<!ELEMENT RightsMetadata ( Catalog? , Copyright* , UsageRights* , Property* )> 
<!ATTLIST RightsMetadata %localid;  
                         % a s s i g n m e n t ;  >  
 
<!ELEMENT Copyright ( Comment* , CopyrightHolder , CopyrightDate )> 
<!ATTLIST Copyright %localid;  
                    %ass ignment ;  >  
 
<!ELEMENT CopyrightHolder (#PCDATA | Origin)*> 
<!ATTLIST CopyrightHolder %localid; 
                          xml : lang CDATA #IMPLIED >    
    
<!ELEMENT CopyrightDate (#PCDATA | Origin)*> 
<!ATTLIST CopyrightDate %localid;  
                         xml: lang CDATA #IMPLIED > 
 
<!ELEMENT UsageRights ( UsageType? , Geography? , RightsHolder? , Limitations? , StartDate? , 
EndDate? )> 
<!ATTLIST UsageRights %localid;  
                      %ass ignment ;  >  
 
<!ELEMENT UsageType (#PCDATA | Origin)*> 
<!ATTLIST UsageType %localid; 
                    xml:lang CDATA #IMPLIED  
                    % a s s i g n m e n t ;   > 
 
<!ELEMENT Geography (#PCDATA | Origin)*> 
<!ATTLIST Geography %localid;  
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                    xml:lang CDATA #IMPLIED  
                    %ass ignment ;  >  
 
<!ELEMENT RightsHolder (#PCDATA | Origin)*> 
<!ATTLIST RightsHolder %localid;  
                       xml: lang CDATA #IMPLIED  
                       %ass ignment ;  >  
 
<!ELEMENT Limitations (#PCDATA | Origin)*> 
<!ATTLIST Limitations %localid;  
                      xml: lang CDATA #IMPLIED 
                      %ass ignment ;  >  
 
<!ELEMENT StartDate (#PCDATA | Origin)*> 
<!ATTLIST StartDate %localid;  
                    xml:lang CDATA #IMPLIED  
                    %ass ignment ;  >  
 
<!ELEMENT EndDate (#PCDATA | Origin)*> 
<!ATTLIST EndDate %localid;  
                  xml:lang CDATA #IMPLIED  
                  %ass ignment ;  >  
 
<!ELEMENT Origin (#PCDATA | Origin)*> 
<!ATTLIST Origin %localid;  
                  %ass ignment ; 
                  Href CDATA #IMPLIED > 

 
次の例では、Origin要素が、現在の文書中のTopicsを参照することによって、会社、組織、地域を識別する。国（英

国）がIPTC Countries TopicSetを参照することによって識別されている。このTopicSetはISO 2文字・3文字国コー
ド・ネーミング・スキームに一致するcontrolled vocabularyとして働く。 
<RightsMetadata> 

<Copyright> 
<CopyrightHolder><Origin Href="#organization1">International Press 

Telecommunications Council</Origin></CopyrightHolder> 
<CopyrightDate>2000</CopyrightDate> 

</Copyright> 
<UsageRights> 

<UsageType>Television</UsageType> 
<Geography><Origin Href="urn:newsml:iptc.org:20001006:Countries#isoc826">United 

Kingdom</Origin></Geography> 
<RightsHolder><Origin Href="#organization2">BBC</Origin></RightsHolder> 
<StartDate>July 2000</StartDate> 
<EndDate>December 2000</EndDate> 
<Limitations>Acknowledgement of <Origin Href="#organization1">IPTC</Origin> 

copyright must be made</Limitations> 
</UsageRights> 
<UsageRights> 

<UsageType>Television</UsageType> 
<Geography><Origin Href="#region1">North America</Origin></Geography> 
<RightsHolder><Origin Href="#company1">CNN</Origin></RightsHolder> 
<StartDate>July 2000</StartDate> 
<EndDate>none</EndDate> 
<Limitations>Acknowledgement of <Origin Href="#organization1">IPTC</Origin> 

copyright must be made</Limitations> 
</UsageRights> 

</RightsMetadata> 
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[ツリー図] 

 

 

[NSK 解説] 

Copyright要素は 3 つの下位要素によりNewsComponentの版権(著作権)に関するメタデータを記述
する。Copyright要素自身は 0 回以上複数回記述できる。 

下位要素のComment要素は 0 回以上複数回､CopyrightHolder要素､CopyrightDate要素は必ず１回
記述する。それぞれの要素はこの順に出現する必要がある。 

CopyrightHolder要素：版権（著作権）の保持者（社） 

CopyrightDate要素：版権（著作権）の発生日付 

 

Origin要素は、自由形式で設定された文字列を規定するために使う。この要素は、UsageRights要素
と Newslines 要素のすべての下位要素およびCopyrightHolder要素、CopyrightDate要素に使用でき、
Href属性を使って、設定された文字列を識別するための Topicsetを指定することができる。 

 

UsageRights要素は、６つの下位要素により、NewsComponennt の使用権に関するメタデータを記
述する。UsageRights要素自身は 0 回以上複数回記述できる。UsageRights要素を著作権、肖像権など
の権利と混同しないように注意すること。 

下位要素のUsageType要素、Geography要素、RightsHolder要素、Limitations要素、StartDate要
素、EndDate要素は、0 もしくは１回記述でき、この順に出現する必要がある。 

UsageType要素：テレビ、新聞、ウェブなど使用権が適応されるメディアの種別  

Geography要素：使用権が適用される地域 

RightsHolder要素：使用権の保持者（社） 

? Catalog    ○ 

? RightsMetadata ○ 

* Copyright  ○ 

* UsageRights △ 

* Property   × 

* Comment    △ 

CopyrightHolder ○ * Origin △ 

CopyrightDate   ○ * Origin △ 

? UsageType    △ * Origin △ 

? Geography    △ * Origin △ 

? RightsHolder △ * Origin △ 

? Limitations  △ * Origin △ 

? StartDate    △ * Origin △ 

? EndDate      △ * Origin △ 
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Limitations要素：使用時の制限事項 

StartDate要素とEndDate要素：使用権の期限 

 

例 xml:lang属性により言語を指定して記述することができる。 

<Copyright> 
 <CopyrightHolder xml:lang="ja-JP">A 通信社</CopyrightHolder> 
 <CopyrightDate xml:lang="ja-JP">平成１３年</CopyrightDate> 

</Copyright> 

 

コラム：著作権と使用権の表現場所 

 
著作権と使用権に関する情報は、NewsML ではNewsLines（CopyrightLine要素、RightsLine要

素）とRightsMetadata（Copyright要素、UsageRights要素）のそれぞれ記述できる。 
NewsLinesは人が見てわかる形式での情報を、RightsMetadataにはメタ形式での表現で記述すること

になる。NewsLines、RightsMetadata双方に著作権、使用権を記述する場合には、同一の情報を記述す
ることが望ましい。 
しかし、これらの情報がいずれも、任意の記述情報であり、制限されない自由形式での表現が可能

なため、実際にデータ交換する際は、あらかじめ当事者同士で記述方法、記述内容に関する合意が使
用の前提条件となることに注意したい。 

 

［NskNewsML:1記述形式］ 

RightsMetadata要素 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・○ 

Catalog 要素・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・○ 

Copyright要素・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・○ 

Copyright/CopyrightHolder要素 ・・・・・・・・・・・・・○ 

Copyright/CopyrightHolder/@xml:lang ······· ○ 

Copyright/CopyrightDate要素 ・・・・・・・・・・・・・・・○ 

Copyright/CopyrightDate/@xml:lang ・・・・・・・・・○ 

Property要素・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・× 

 

CopyrightHolderは著作権の保有者を自由形式で記述する。 

CopyrightDateは著作権が発生した日付を自由形式で記述する。 
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5.9.3 Descriptive Metadata（記述メタデータ） 

DescriptiveMetadata要素はNewsComponentの内容を記述する情報を含んでいる。Language、 Genre、

SubjectCode、OfInterestTo、TopicOccurrence、Propertyの各下位要素は、NewsComponentのジャン

ル、主題、対象視聴者、どの言語を使うといったこと（これは特定の視聴者や出版物に適切かどうかを判

断するのに役立つ）を示し、任意の人々、場所、組織、国についての情報や、ニュースが示した他の実世

界の事柄、誰にそのニュースが関連するかという情報を与える。 

Language要素はContentItemで使われた言語を示している。FormalName属性の値はLanguage 要素

の形式名である。この値をコントロールする Topicset が定義されない場合は、RFC3066 を特殊な

controlled vocabularyの１つとして扱い、RFC3066に定義されている値を許すことを意味する。 

Genre要素はNewsComponentのジャンルを示している。FormalName属性の値はGenreの形式名であ

る。Vocabulary要素とScheme要素により示されたcontrolled vocabularyで決まった値を許すことを意味

する。 

SubjectCode要素は、IPTCのサブジェクトコードを含む。それは IPTC Subject Codes TopicSetで定義
されていて、NewsItem の主題を示す。1 つ以上のSubject、SubjectMatter、SubjectDetail要素からな
り、オプションとして 1 つ以上のSubjectQualifier要素によって拡大される。 

OfInterestTo要素は NewsItem の対象視聴者を示す。Relevance下位要素は対象視聴者へのNewsItem

の適合性を示す。FormalName属性の値は、OfInterestTo、Relevance要素の形式名を表し、そのことは

Vocabulary要素とScheme要素により示されたcontrolled vocabularyで決まった値を許すことを意味す

る。 

DateLineDate要素は NewsItem の作られた論理的な日付を提供する。その内容は ISO8601 ベーシッ

クフォーマットである。 

Location要素はその子Property要素を使って場所情報を表す。オプションのHowPresent属性は場所の

種類を表す。 

TopicOccurrence要素はNewsComponentでどんなTopicが現れているかを表す。オプションである

HowPresent属性は、そのTopicの出現の性質を示している。Topic属性の値は、#記号に現在の文書中の

TopicのDuid属性値を続けることによって、構成しなければならない。 

オプションで繰り返し可能なProperty要素は、NewsML DTD の中では明示されない任意の付加的な説

明メタデータを与えるために使われる。 

誰によって、どの程度の信用度でDescriptiveMetadataが割り当てられたのかを示すassignment エン

ティティの使用には特に気をつけるべきである。割り当て情報は、もしツリーのより低いレベルで新しい

割り当て課題要素によってくつがえされなければ、サブツリー全体に受け継がれる。適性度の能力と重要

度を含んだ割り当て情報は、どんな詳細のレベルにでも与えることができることに注意すべきである。 

 
<!ELEMENT DescriptiveMetadata ( Catalog? , Language* , Genre* , SubjectCode* , 
OfInterestTo* , DateLineDate? , Location* , TopicOccurrence* , Property* )> 
<!ATTLIST DescriptiveMetadata %localid; 

%assignment; > 
 
<!ELEMENT Language EMPTY> 
<!ATTLIST Language %localid; 

%formalname; 
%assignment; > 
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<!ELEMENT Genre EMPTY> 
<!ATTLIST Genre %localid; 

%formalname; 
%assignment; > 

 
<!ELEMENT SubjectCode ((Subject | SubjectMatter | SubjectDetail), SubjectQualifier*)*> 
<!ATTLIST SubjectCode %localid: 

%assignment; > 
 
<!ELEMENT Subject EMPTY> 
<!ATTLIST Subject %localid; 

%formalname; 
%assignment; > 

 
<!ELEMENT SubjectMatter EMPTY> 
<!ATTLIST SubjectMatter %localid; 

%formalname; 
%assignment; > 

 
<!ELEMENT SubjectDetail EMPTY> 
<!ATTLIST SubjectDetail %localid; 

%formalname; 
%assignment; > 
 

<!ELEMENT SubjectQualifier EMPTY> 
<!ATTLIST SubjectQualifier %localid; 

%formalname; 
%assignment; > 
 

<!ELEMENT TopicOccurrence EMPTY > 
<!ATTLIST TopicOccurrence %localid; 

%assignment; 
Topic CDATA #IMPLIED > 

 
<!ELEMENT OfInterestTo (Relevance?)> 
<!ATTLIST OfInterestTo %localid; 

%formalname; 
%assignment; > 

 
<!ELEMENT Relevance EMPTY > 
<!ATTLIST Relevance %localid; 

%formalname; 
%assignment; > 

 
 
この例では、関連のIPTCボキャブラリが、TopicType、 Language、 Genre、Subject、OfInterestTo要素と、

Confidence、Importance属性のためのデフォルトとして宣言されている。その時TopicTypeは、2人の人物  (Bill 
ClintonとYasser Arafat)、１つのロケーション(The White House Lawn)を含むと規定されている。それから
DescriptiveMetadata要素が続く。メタデータは信用度（Confidence）が「高いHigh」、重要度Importanceが「5」
(IPTC importance vocabularyでは「普通」と記されている)が割り振られていると宣言している。記述メタデータに
よりNewsComponentは英語で記述されていて、ジャンルは「時事（Current）」、サブジェクトはIPTC Subject
「11000000」(IPTC subject codes vocabularyでは政治Politicsと記述)であることがわかる。また、President Clinton
の顕著（Prominent）な出現、White House Lawnのついで（Passing）の出現、Yasser Arafatの関連して（RelatesTo）
の出現がわかる。これはWhite House Lawnでサミット会議に出席するYasser Arafatのヘリコプターの到着を待つ
President Clintonの写真からなるTopicOccurrenesの適当なセットである。 
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<Catalog> 
<Resource> 

<Urn>urn:newsml:iptc.org:20001006:IptcTopicTypes</Urn> 
<DefaultVocabularyFor Scheme="IptcTopicTypes" Context="TopicType"/> 

</Resource> 
<Resource> 

<Urn>urn:newsml:iptc.org:20001006:Languages</Urn> 
<DefaultVocabularyFor Scheme="IsoLanguageCode" Context="Language"/> 

</Resource> 
<Resource> 

<Urn>urn:newsml:iptc.org:20001006:IptcGenre</Urn> 
<DefaultVocabularyFor Scheme="IptcGenre" Context="Genre"/> 

</Resource> 
<Resource> 

<Urn>urn:newsml:iptc.org:20001006:IptcSubjectCodes</Urn> 
<DefaultVocabularyFor Scheme="IptcSubjectCode" Context="Subject"/> 

</Resource> 
<Resource> 

<Urn>urn:newsml:iptc.org:20001006:IptcOfInterestTo</Urn> 
<DefaultVocabularyFor Scheme="IptcOfInterestTo" Context="OfInterestTo"/> 

</Resource> 
<Resource> 

<Urn>urn:newsml:iptc.org:20001006:IptcConfidence</Urn> 
<DefaultVocabularyFor Scheme="IptcConfidence" Context="@Confidence"/> 

</Resource> 
<Resource> 

<Urn>urn:newsml:iptc.org:20001006:IptcImportance</Urn> 
<DefaultVocabularyFor Scheme="IptcImportance" Context="@Importance"/> 

</Resource> 
</Catalog> 
<TopicSet FormalName="Person"> 

<Topic Duid="person1"> 
<TopicType FormalName="Person"/> 
<Description xml:lang="en-GB">President Clinton</Description> 

</Topic> 
<Topic Duid="person2"> 

<TopicType FormalName="Person"/> 
<Description xml:lang="en-GB">Yasser Arafat</Description> 

</Topic> 
<Topic Duid="location1"> 

<TopicType FormalName="Location"/> 
<Description xml:lang="en-GB">The White House Lawn</Description> 

</Topic> 
</TopicSet> 

<DescriptiveMetadata Confidence="High" Importance="5"> 
<Language FormalName="en"/> 
<Genre FormalName="Current"/> 
<SubjectCode> 

<Subject FormalName="11000000"/> 
</SubjectCode> 
<TopicOccurrence Topic="#person1" HowPresent="Prominent"/> 
<TopicOccurrence Topic="#person2" HowPresent="RelatesTo"/> 
<TopicOccurrence Topic="#location1" HowPresent="Passing"/> 

</DescriptiveMetadata> 
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[ツリー図] 

 

 

[NSK 解説] 

DescriptiveMetadata要素には、NewsComponent内にどのような内容が格納されているかを説明する
情報を記述する。 

ここでは、次のような下位要素を持つ。 

Catalog：DescriptiveMetadataの中で使われるボキャブラリを定義する。使用方法に関しては、「Catalog」
の章を参照。 

SubjectCode：NewsItem の主題を示す。ニュースの分類に使用できる。 

複数のSubjectCodeが記述されている場合、また１つのSubjectCodeに複数の「下位要素※」が記述さ
れている場合のいずれの場合にも、NewsItem が記述されているすべての分類に属することを表す。本要
素は、Subject、SubjectMatter、SubjectDetailといった「下位要素※」のいずれかもしくはそれら複数
の組み合わせで表現する。 

ボキャブラリはIPTCのボキャブラリを使用する。 

IPTCのSubjectCodeは、３つの「下位要素※」で表現する。それぞれの値は８桁の数値で表現し、先
頭２桁が大分類、次の３桁が中分類、最後の３桁が小分類を表現する値となる。【IPTCのSubjectCode】 

「下位要素※」 意味 値(例)  例の意味 

 Subject  大分類 15000000 スポーツ 

 SubjectMatter  中分類 15005000 スポーツ・陸上競技 

 SubjectDetail 小分類 15005011 スポーツ・陸上競技・１０，０００ｍ 

なお、大分類しか記述しない場合は、Subjectのみで良い。逆にSubjectDetailは、Subject、SubjectMatter

? Catalog ○ 

? DescriptiveMetadata ○ 

* SubjectCode ○ 

* OfInterestTo × 

* Genre × 

Subject   ○ 

SubjectMatter ○ 

* Language ○ 

SubjectDetail ○ * 

* SubjectQualifier ○ 

* TopicOccurence × 

* Property × 

* Relevance × 

? DateLineDate × 

* Location × * Property × 
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も含んだ値となっているため、Subject、SubjectMatterを併記しなくても良い。SubjectDetailだけの場
合でも、Subject、SubjectMatterが設定されている場合と同等に解釈する。 

また必要に応じてSubjectQualifierにより補足説明することが可能である。 

SubjectQualifierでは、SubjectCodeとして指定する主題が、スポーツである場合に、男女の別、プロ
／アマ、屋内／屋外といった更に詳細な指定を可能とする。上記の例に、以下のSubjectQualifierを付け
ると、男子陸上 10,000m 競争が表現できる。 

「下位要素※」 意味 値(例)  例の意味 

SubjectQualifier  補足情報 15000001 男子 

 

（例 1）“夏季オリンピック”に関する記述であることを示す場合 

<SubjectCode>  
  <SubjectDetail FormalName="15073001"/> 

</SubjectCode> 

 

（例 2）“夏季オリンピック陸上 10,000m 男子決勝”に関する記述であることを示す場合 

 <SubjectCode>  
  <SubjectDetail FormalName="15005011"/> 
  <SubjectQualifier FormalName="15000001"/> 
  <SubjectQualifier FormalName="15000024"/> 
  <SubjectDetail FormalName="15073001"/> 

</SubjectCode> 

Subject、SubjectMatter、SubjectDetail、SubjectQualifier要素のFormalName属性の値で、IPTCの
ボキャブラリに不足するコードの追加に関しては、日本新聞協会を通じてIPTCに申請できる。 

 

DescriptiveMetadata要素はGenre要素とSubjectCode要素を持つことができ、これら２つの要素はニ
ュースを分類するという目的では共通だが、使用目的と分類方法が異なっていることに注意しなければな
らない。SubjectCode要素はNewsItemの主題を、具体的には「夏期オリンピック陸上10,000m男子決勝」
のようなカテゴリーを数値化、階層化して示している。一方、Genre要素はNewsComponentの事物や表
象を、具体的には「時事」「書評」「風景」のように、性質・共通性・本質に着目して分類したジャンルを
示す。 

 

Language要素は、ContentItemで使用する言語を表現する。コンテンツデータのフォーマットに関わ
らず、テキスト形式でない動画、音声などの場合も記述することができる。 

注意点としては、Language要素はNewsComponent/ DescriptiveMetadataの子要素であるため、階層
が異なり複数の列記が可能なContentItemに対して、個別に対応したメタデータとして関連付けができな
いことである。そのため、Language要素の値は、NewsComponentの下位要素に含まれるContentItem
に対して一括したメタデータとなる。更にLanguage要素の出現回数は０回以上になっているため1～複
数のContentItemに対して1～複数のLanguage要素が記述可能になっている。しかし、Language要素と
ContentItemとの関係は表現できないため、この場合もいずれかのContentItemにおいて、どれかの（も
しくはすべて）のLanguage要素で表現する言語が使用されていることを示すに過ぎない。複数の
Language要素と1個のContentItem、またその逆も可能である。 

Language要素は、FormalName属性で値を記述する。 

（例） <Language FormalName=”ja”/> 

 

OfInterestTo要素は、NewsItem のターゲットとなる読者や視聴者を示す。その子要素のRelevanceは、
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ターゲットとなる読者や視聴者に与えられたNewsItem に対する関係性（適合性）を示す。OfInterestTo
要素とRelevance要素のFormalName属性の値は、VocabularyとScheme属性で識別されるControlled 
Vocabularyによって決定された意味と許可された値で形式名を与える。 

 

DateLineDate 要素は/NewsML/NewsItem/NewsComponent/NewsLines/DateLine と論理的に等しい
内容を記述することができる。ここでDateLine要素は人が読むことができれば記述形式は問わないが、
DateLineDate 要素は ISO8601 ベーシックフォーマットで記述する必要がある点に、注意が必要である。  

 
<DateLineDate>20030909</DateLineDate> 

 

Location要素は場所に関する情報を、任意に繰り返すことができるProperty要素を使って表現する。
HowPresent属性を付加することによってどのような場所情報を表しているか区別することができる。た
とえばHowPresent属性に“DateLine”をセットすることによってDateLine要素に記述されている場所と
関連があることを明示することができる。 

 
<Location HowPresent=”DateLine”> 
<Property FormalName=”Country” Value=“US”/> 
<Property FormalName=”CountryArea” Value=“DC”/> 
<Property FormalName=”City” Value=“Washington”/> 
<Property FormalName=”SubLocation” Value=“The White House”/> 
<Property FormalName=”WorldRegion” Value=“North America”/> 
</Location> 

ここで、Location要素を複数繰り返し記述することにより、複数の場所の情報を示すことも可能である。 

 

TopicOccurrence要素は、NewsComponent 内にどのようなトピックが出現しているのかを表す。トピ
ックの指定に使用するTopic属性には、#文字の後に現在の文章中にあるTopic要素のDuid属性の値が続く
fragment identifierを記述する。 

 

[NewsML 仕様の変更点：NewsML v1.1] 

DateLineDate要素及びLocation要素は Version1.1 で新規に追加された。 

 
この例では、ContentItemは日本語で記述されていて、サブジェクトはIPTC Subject「13008000」(IPTC subject 

codes vocabularyでは宇宙開発計画“Space programme”と記述)であることがわかる。 
 
<DescriptiveMetadata> 

<Language FormalName="ja"/> 
 <SubjectCode> 
  <SubjectMatter FormalName="13008000"/> 
 </SubjectCode> 
</DescriptiveMetadata> 

 

[NskNewsML:1 記述形式] 

DescriptiveMetadata要素······························· ○ 

DescriptiveMetadata /Catalog 要素 ················· ○ 

DescriptiveMetadata /Language要素·············· ○ 

DescriptiveMetadata /Genre要素 ··················· × 

DescriptiveMetadata /SubjectCode要素 ·········· ○ 
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DescriptiveMetadata /OfInterestTo要素 ········· × 

DescriptiveMetadata /TopicOccurrence要素 ··· × 

DescriptiveMetadata /Property要素 ··············· × 

 

Language要素は、FormalName属性で値を記述する。 

（例） <Language FormalName=”ja”/> 

Subject、SbjectMatter、SubjectDetail、SubjectQualifier 要素の FormalName 属性の値で、IPTC の
ボキャブラリに不足するコードの追加に関しては、新聞協会を通じて IPTCに申請するものとする。 
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コラム：サブジェクトコードの管理方法について 

 
  サブジェクトコードはニュースの主題を示す情報で、言語、データの種類などに依存しないものとして、
1997年にIPTCで作成され、メンテナンスされてきた。これまでもNewsML 以外に、IPTCの IIM、NITF
などのニュースフォーマットにおいて世界中で使われてきた実績がある。 
 ニュースの主題を数値化、階層化することによりサブジェクトコードは表現される。英語の他、各国言
語での説明をSubjectCode TopicSetファイル中のDescription要素として追加することにより、どの言語で
も使用できる。 
  サブジェクトコードはIPTCのカテゴリコード分科会でメンテナンスされ、2001 年当時、以下のような
手続きを必要とした。 
（１） 年３回開催されるIPTCの会議の３週間以上前にIPTCあてに提案を提出 
（２） カテゴリコード分科会での事前検討 
（３） IPTCの全体会議の分科会で検討、承認 
（４） IPTCの標準化委員会でどのように文書化するかを決定 
 2001 年のIPTC年次総会で日本新聞協会から大幅な追加を要望し、過半数が承認された。追加手続きと
しては、日本で追加を希望するサブジェクトコードを検討し英語の説明を付加したものが上記の流れに従
って検討された。検討の中で、「スポーツリーグ名」「選挙情報」「政党」などの各国独自の情報を含む
ものは、キーワードに含むべきものとして承認されなかった。既存の米国の大リーグ名については過去に
追加を認めたのは誤りと認識されたが、現時点では既に認められたものとして削除されていない。これら
の国に依存する特殊な情報の表現方法はスポーツ、選挙など特殊なデータコンテント表現のためのマーク
アップ作成の中で検討される。国ごとの管理や部分的なローカルな使用など柔軟なサブジェクトコードの
運用も提案されたが、世界での共通使用というサブジェクトコードの基本的な概念と相容れないものとし
て受け入れられなかった。また、この会議の中でメジャー、マイナーなどをサブジェクトクオリファイア
に追加、一般的なプロスポーツリーグ情報を少し細分化して識別する方法がＵＰＩから提案され一般的な
方法として承認された。 
追加が認められたサブジェクトコードと認められていないサブジェクトコードを以下に記述する。（日

本語は暫定訳） 
 
追加が認められたサブジェクトコード 

漫画(Cartoon), アニメ(Animation), 検察(Prosecution), 組織犯罪(Organized Crime), 自動車事故
(Road Accidents), 列車事故(Railway Accidents), 航空・宇宙事故(Air and Space Accidents), 海難
事故(Maritime Accidents), 経済団体(Economic organizations), 入試(Entrance examination), 叙
勲・賞(Award:Prize), 皇室(Imperial , Royal Matters), サミット(Summit), 少年問題(Juvenile 
delinquency), 核被爆者(Nuclear Radiation Victims), 軟式野球(Rubberball Baseball), 囲碁(Go) 

追加が認められなかったサブジェクトコード 
首長選挙(Parliamentary Elections), 議会選挙(Local Assembly Elections), 市長選挙
(Gubernatorial, Mayoral Elections) ,首相・大統領(Prime Minister, President), 諮問機関
(Advisory panels), 与党(Ruling Parties), 野党(Opposition Parties), セントラルリーグ(Japanese 
Baseball-Central League), パシフィックリーグ(Japanese Baseball-Pacific League), Ｊ１リーグ
(J-league first division), Ｊ２リーグ(J-league second division), パラリンピック(Paralympics) 
 

 2004 年現在、この手順はSRS（Subject Reference System)への変更申請として管理されるようになっ
た。この管理方法についてもIPTCで議論されており、詳細については、Subject Reference System 
Guidelinesに記述されている。これは、http://www.iptc.org/ からたどることができる。主な内容は、申
請が手順化されたこと、会議での議論が必要なものと、必要とせずに承認されるもの（ファストトラック）
に分けられたことなどである。 
 
2004年、追加が認められたサブジェクトコード 

剣道(kendo), 銃剣道(jukendo), なぎなた(naginata), 弓道(kyudo), カバディ(kabaddi), セパタクロ
ー(sepak takraw), 武術(wushu), ソフトテニス(soft tennis), 地価(land prices) 
※ソフトテニス、地価はSubjectDetailへファストトラックとして申請した。 
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コラム：xml:lang vs Language 

 
xml:lang属性はXML1.0で定義されており、その属性が含まれる要素の値を記述する言語を表現する

ためのもので、XML文書を処理するためのメタデータとして位置付けられる。 
対して、Language要素は、NewsMLの要素であり、ContentItemに対する言語という幾分概念的

なメタデータとなっている。マルチ言語で表現されたニュース素材を扱う場合など、配信社が任意で
設定可能である。 
ここで言語の表現方法について記述するが、NewsML Version1.1 Functional Specification で、

「xml:lang属性の値はIETF RFC3066に従い記述しなければならない」と変更された（5.4.2 SentFrom
と SentToの項を参照）ことを受け、「同様に言語を表現するLanguage要素の値もIETF RFC3066 で
ある事が望ましい」との見解が示されている。ここで問題になるのがIETF RFC3066は、あらゆる言
語コード（2 文字）と国コード（2 文字、または３文字）の組み合わせが理論上可能なため、これに
対応したTopicSetの作成が困難なことである。Language要素による言語の表現は、FormalName属性に
よる記述（controlled vocabularyで決まった値のみ許される）であるため、2003年の AGM 会議にお
いて、「主要な２０言語に対してまずTopicSetを作成し、その後リクエストに応じて更新する」こと
が提案された。更には、「IETF RFC3066における規定は、TopicSetとしては用意されていないが、
十分に controllされた vocabularyと判断できる。そのため、TopicSetファイルは不要である」とい
う提案があった。 

2004年現在、上記後者の意見が採用され、Language要素の値も RFC3066 に順ずるとされており、
TopicSetファイルはない。 

 
参考：「5.4.2 SentFrom と SentTo」 

 

コラム：ニュースコンテンツの対象者指定 

 
OfInterestTo要素は該当するNewsItem のコンテンツに対して、その内容が読者、視聴者に対して

対象者の枠組みが定まっている場合に用いられる。IPTCのTopicSetには年齢世代別のターゲットが用
意されている。その子要素のRelevanceは、その対象者に対して、どの程度の関連性をもっているか
を表す。コンテンツに対するコンテンツ対象者、さらにその対象者とコンテンツの関連性の強弱を表
す。 
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5.10 NewsLines はメタデータの人間に対する局面を表す 

NewsComponentはNewsLinesを含むことができる。その目的はメタデータのある局面を人間が判読で
きる（出版できる）表現として与えること。NewsLines要素は、HeadLine、SubHeadLine、ByLine、
DateLine、CreditLine、CopyrightLine、RightsLine、SeriesLine、SlugLine、KeywordLine下位要素
を含む。HeadLineもあるときに限りSubHeadLineが現れてもよいという例外はあるが、これらすべては
オプションで繰り返し可能である。 

HeadLine要素は表示可能な見出しを提供し、SubHeadLine要素は表示可能な補助見出しを提供する。 

ByLine要素は著者／クリエイター情報の自然言語陳述を提供する。 

ByLineTitle要素は自然言語で記述し、筆者や作成者の肩書きを表す。 

DateLine要素はNewsComponent作成の日付および場所、またはそのいずれかの自然言語陳述を提供
する。 

CreditLine要素はクレジット情報の自然言語陳述を提供する。 

CopyrightLine要素は著作権情報の自然言語陳述を提供する。 

RightsLine要素は権利情報の表示可能な説明を提供する。これは著作権情報とは全く異なることに注意
せよ。著作権情報は誰がnews objectの所有者であるかについての情報である。一方、権利情報は誰がど
のような方法で、どのような状況のもとでそれを使用することが許されているかについてである。 

SeriesLine要素は、続き物におけるnews objectの位置に関する表示可能な説明を提供する。 

SlugLine要素はテキストの文字列を提供する。おそらくハイパーリンクおよびフォーマッティングま
たはいずれかに飾られており、NewsItemのslug lineを表示するのに使われる。（"slug line"の用語の意味
とその使い方は、個々の配信社が自身のワークフローと業務慣行の中で定義するものであることに注意す
る。） 

KeywordLine要素はnews objectに関連した表示可能なキーワードのセットを提供する。これは
NewsMLシステムが手動もしくは自動の検索を補助することに使える。 

NewsLine要素はNewsMLの仕様に含まれないnewslineの型を含むことを考慮に入れている。それぞれ
の NewsLine要素は１つの NewsLineType 要素を含まなければなら ない。そして１つ以上の
NewsLineText要素を含むことができる。１つ以上のNewsLineText要素があれば、それらが書かれた言
語を表すxml:lang属性によって区別される。 

NewsLineType要素はユーザー定義のNewsLineの型を表す。FormalName属性の値はNewsLineType
の形式名である。その意味と許可される値は、Vocabulary属性とScheme属性によって識別される
controlled vocabularyによって決められる。 

NewsLineText要素は、ユーザー定義型のNewsLineのテキストを含む。NewsLineText要素はプレーン
テキストとOrigin要素のどんな混合でも含むことができる。 

NewsLines要素は、NewsComponentが持つすべてのNewsLineのコンテナである。 
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<!ELEMENT NewsLines  ((HeadLine , SubHeadLine* ) | (ByLine , ByLineTitle* ) | DateLine | CreditLine | 
CopyrightLine | RightsLine | SeriesLine | SlugLine | KeywordLine | NewsLine)* > 
<!ATTLIST NewsLines  %localid; > 
 
<!ELEMENT HeadLine   (#PCDATA | Origin)*> 
<!ATTLIST HeadLine  %localid;  
                     xml:lang CDATA #IMPLIED > 
 
<!ELEMENT SubHeadLine   (#PCDATA | Origin)*> 
<!ATTLIST SubHeadLine  %localid;  
                       xml: lang CDATA #IMPLIED > 
 
<!ELEMENT ByLine   (#PCDATA | Origin)*> 
<!ATTLIST ByLine  %localid;  
                  xml:lang CDATA #IMPLIED > 
 
<!ELEMENT DateLine   (#PCDATA | Origin)*> 
<!ATTLIST DateLine  %localid;  
                    xml:lang CDATA #IMPLIED > 
 
<!ELEMENT CreditLine   (#PCDATA | Origin)*> 
<!ATTLIST CreditLine  %localid;  
                      xml:lang CDATA #IMPLIED > 
 
<!ELEMENT CopyrightLine   (#PCDATA | Origin)*> 
<!ATTLIST CopyrightLine  %localid;  
                         xml: lang CDATA #IMPLIED > 
 
<!ELEMENT RightsLine   (#PCDATA | Origin)*> 
<!ATTLIST RightsLine  %localid;  
                      xml:lang CDATA #IMPLIED > 
 
<!ELEMENT SeriesLine   (#PCDATA | Origin)*> 
<!ATTLIST SeriesLine  %localid;  
                      xml:lang CDATA #IMPLIED > 
 
<!ELEMENT SlugLine   (#PCDATA | Origin)*> 
<!ATTLIST SlugLine  %localid; 
                    xml:lang CDATA #IMPLIED > 
 
<!ELEMENT KeywordLine (#PCDATA | Origin)*> 
<!ATTLIST KeywordLine %localid; 
                      xml:lang CDATA #IMPLIED > 
 
<!ELEMENT NewsLine  (NewsLineType , NewsLineText+)> 
<!ATTLIST NewsLine  %localid; > 
 
<!ELEMENT NewsLineText  (#PCDATA |Origin)*> 
<!ATTLIST NewsLineText  %localid; 
                        xml: lang CDATA #IMPLIED > 
 
<!ELEMENT NewsLineType  EMPTY> 
<!ATTLIST NewsLineType  %localid; 
                        %formalname; > 
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この例では、Origin要素はnews linesのパーツからローカルなトピックセットの中のトピックへリンクするのに使

われている。この要素は当該のトピックについての外部情報源を参照するDetails属性を持っている。付け加えると、
ユーザー定義のnewsline のタイプはローカルなトピックセットで宣言され、付加的なNewsLine要素で使われる。 
 
<TopicSet Duid="LocalTopicSet" FormalName="person"> 

<Topic Duid="person1" Details="http://mydomain.com/staff.xml#jwilson"> 
<TopicType FormalName="person" 

Vocabulary="http://www.iptc.org/NewsML/topicsets/iptc-topictypes.xml"/> 
</Topic> 
<Topic Duid="position1" Details="http://mydomain.com/positions.xml#staffreporter"> 

<TopicType FormalName="position" Vocabulary="#LocalTopicSet"/> 
</Topic> 
<Topic Duid="newspaper1" Details="http://mydomain.com/papers.xml#dailyrecord"> 

<TopicType FormalName="newspaper" Vocabulary="#LocalTopicSet"/> 
</Topic> 
<Topic Duid="newslinetype1"> 

<TopicType FormalName="NewsLineType" 
Vocabulary="http://www.iptc.org/NewsML/topicsets/iptc-topictypes.xml "/> 

<FormalName>ImpactLine</FormalName> 
<Description xml:lang="en-GB">An indication of the significance of the event 

described</Description> 
</Topic> 
<Topic Duid="topictype1"> 

<TopicType FormalName="TopicType" 
Vocabulary="http://www.iptc.org/NewsML/topicsets/iptc-topictypes.xml"/> 

<FormalName>position</FormalName> 
<Description xml:lang="en-GB">An job function performed by a person.</Description> 

</Topic> 
<Topic Duid="topictype2"> 

<TopicType FormalName="TopicType" 
Vocabulary="http://www.iptc.org/NewsML/topicsets/iptc-topictypes.xml"/> 

<FormalName>newspaper</FormalName> 
<Description xml:lang="en-GB">A publication that carries news.</Description> 

</Topic> 
</TopicSet> 
... 
<NewsLines> 

<HeadLine>Clinton Addresses Crowd</HeadLine> 
<SubHeadLine>New policies announced</SubHeadLine> 
<ByLine>By <Origin Href="#person1">James Wilson</Origin></ByLine> 
<CreditLine><Origin Href="#position1">Staff Reporter</Origin> of <Origin 

Href="#newspaper1">The Daily Record</Origin></CreditLine> 
<NewsLine> 

<NewsLineType FormalName="ImpactLine" Vocabulary="#LocalTopicSet"/> 
<NewsLineText>Key pre-election rallying call</NewsLineText> 

</NewsLine> 
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[ツリー図] 

 

 

 

 [NSK解説] 

NewsLines要素とその下位要素は、他のメタデータ用要素が機械的に処理できる厳密な形式での内容
の記述を要求するのに対し、人間が読むことを想定した形式で値を記述するために用意されている。下位
要素の内容は、必要ならば、読者・視聴者に対して生データとともに表示することができるものである。
下位要素のHeadLine要素、ByLine要素、DateLine要素、CreditLine要素、CopyrightLine要素、
RightsLine要素、SeriesLine要素、SlugLine要素、KeywordLine要素およびNewsLine要素の記述順序、
記述回数は任意である。 

SubHeadLine要素はHeadLine要素を記述した場合に、ByLineTitle要素はByLine要素を記述した場合
にのみ記述することができる。記述言語を変えて複数のSubHeadLine要素、ByLineTitle要素を記述する
こともできる。 

CreditLineは、news objectに書き添える提供社の名前を書く。 

 

? NewsLines ○ 

Dateline   ○ * Origin △ 

HeadLine   ○ * Origin △ 

(*)SubHeadLine ○ * Origin △ 

CreditLine ○ * Origin △ 

CopyrightLine ○ * Origin △ 

RightsLine ○ * Origin △ 

SeriesLine  ○ * Origin △ 

SlugLine △ * Origin △ 

KeywordLine ○ * Origin △ 

NewsLine ○ 

NewsLineType ○ 

+ NewsLineText ○ * Origin △ 

ByLine    ○ * Origin △ 

* ByLineTitle   × * Origin × 

* 
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[NewsML仕様の変更点：NewsML v1.1] 

・ByLineTitle要素が追加された。筆者や作成者の肩書きをあらわすために使用する要素で、記述回数
は任意である。ByLine要素を記述した直後にのみ記述することができる。 

・NewsLines要素の下位要素（HeadLine要素、ByLine要素、DateLine要素、CreditLine要素、
CopyrightLine要素、RightsLine要素、SeriesLine要素、SlugLine要素、KeywordLine要素、NewsLine
要素）の記述順序が任意となった（NewsMLv1.0では下位要素の記述順序が規定されていた）。 

・SubHeadLine要素の記述回数が任意になった。Version1.0では0回または1回と規定されていたもの。  

 （各下位要素の説明） 

 要素名  説明    例 

 HeadLine 見出し    わかり易いNewsML 

 SubHeadLine 副見出し    初心者向け解説 

 ByLine  作成者    人の名前 

 DateLine 作成日    2001年５月 

 CreditLine news objectに添える提供社の名前  NSK 

 CopyrightLine コピーライトの表記   2001 NSK All rights reserved 

 RightsLine 権利情報    協会加盟社だけ利用可能 

 SeriesLine シリーズものの名称と回数   連載１回目 

 KeywordLine 検索用のキーワード   NewsML、解説 

 NewsLine その他、上で表現できない情報領域  ※「絵解き」や「編注」の情報 

 
フォーマットサンプル 
   <NewsLines> 
    <!--以下のXXXXXLinesは、省略可能--> 
    <HeadLine xml:lang="en-GB">Simple NewsML</HeadLine> 
    <SubHeadLine xml:lang="en-GB">for beginner</SubHeadLine> 
    <HeadLine xml:lang="ja-JP">わかり易いNewsML</HeadLine> 
    <SubHeadLine>初心者向け解説</SubHeadLine> 
    <ByLine>人の名前</ByLine> 
    <DateLine>2001年５月</DateLine> 
    <CreditLine>NSK</CreditLine> 
    <CopyrightLine xml:lang="en-GB">2001 NSK ALL rights reserved</CopyrightLine> 
    <RightsLine>協会加盟社だけ利用可能</RightsLine> 
    <SeriesLine>連載１回目</SeriesLine> 
    <KeywordLine>NewsML</KeywordLine> 
    <KeywordLine>解説</KeywordLine> 
    <NewsLine> 
     <NewsLineType FormalName="Caption"/> 
     <NewsLineText>NewsLinesの説明</NewsLineText> 
    </NewsLine> 
 </NewsLines> 

 補）上記サンプルでのRightsMetadataは以下のようになると考えられる: 

 <RightsMetadata> 

     <Copyright> 

  <CopyrightHolder>日本新聞協会</CopyrightHolder> 

  <CopyrightDate>2001</CopyrightDate> 

     </Copyright> 

 </RightsMetadata> 
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[NskNewsML:1記述形式] 

NewsLines要素 ······························ ○ 

Newslines/HeadLine要素 ·············· ○ 

Newslines/SubHeadLine要素 ········ ○ 

Newslines/ByLine要素 ················· ○ 

Newslines/DateLine要素 ·············· ○ 

Newslines/CreditLine要素 ·········· ○ 

Newslines/CopyrightLine要素 ····· ○ 

Newslines/RightsLine要素 ·········· ○ 

Newslines/SeriesLine要素 ·········· ○ 

Newslines/KeywordLine要素 ········ ○ 

Newslines/NewsLine要素 ·············· ○ 

 

複数言語が混在する場合は、xml:lang を使い言語を切り換える方法で、複数の要素を並列表記する。テ
キスト部分はすべて自由形式だが、NewsLineType の FormalName はNSK オリジナルボキャブラリを使用す
る。 

 

[NskNewsML:1.2記述形式] 

NewsLines要素 ······························ ○ 

Newslines/HeadLine要素 ·············· ○ 

Newslines/SubHeadLine要素 ········ ○ 

Newslines/ByLine要素 ················· ○ 

Newslines/ByLineTitle要素 ········ × 

Newslines/DateLine要素 ·············· ○ 

Newslines/CreditLine要素 ·········· ○ 

Newslines/CopyrightLine要素 ····· ○ 

Newslines/RightsLine要素 ·········· ○ 

Newslines/SeriesLine要素 ·········· ○ 

Newslines/KeywordLine要素 ········ ○ 

Newslines/NewsLine要素 ·············· ○ 

 

複数言語が混在する場合は、xml:lang を使い言語を切り換える方法で、複数の要素を並列表記する。テ
キスト部分はすべて自由形式だが、NewsLineType の FormalName は NSK オリジナルボキャブラリを
使用する。 

NskNewsML:1.2では、NskNewsML:1との互換性を保つために、NewsML v1.1の変更を適用してはなら
ない。 
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5.11 NewsItems の改版  

NewsItem の改版は、改版される前の NewsItem と同じProviderId、DateId、 NewsItemId を持つ
NewsItem を含む新しいNewsML 文書を作成し発行することである。 

NewsItem のうち、NewsManagementおよび／または Identificationの１つ以上の下位要素を変更
（NewsItem のほかの部分の更新を行わない）するために、RevisionId要素は、オリジナルのものとまっ
たく同じであるべきで、その際Update属性の値は「A」を設定する。そして、この NewsItem には、あ
らゆる変更を含んだ完全なIdentificationおよびNewsManagement要素を入れるべきで、ほかには何も入
れてはならない。 

もし NewsItem の NewsManagement /Identification 以外の部分を何らかの方法で変更する場合、
RevisionIdには、以前のものより大きい数字をセットする。さらに、PreviousRevision属性には、その前の
版のRevisionIdと同じ値をセットする。その時、下記の２つの選択がある:  

・なされた変更を組み入れた完全なNewsItem を発行する。そしてRevisionId要素のUpdate属性の値を「N」
に設定する。 

・NewsItem のNewsComponent下位要素を、新しいドキュメントに含めず、その代わりに変更したことを
示す１つ以上のUpdate要素を提供する。そしてRevisionId要素のUpdate属性の値を「U」に設定する。 

Update要素は、既存のNewsItem への加えた変更を示す。これには、挿入(insertion)、置き換え
(replacement)、あるいは削除(deletion)がある。ただし、Update要素はNewsManagement、Identification
要素、あるいはそれらの子要素(descendants)のどれかを変更するという目的では使うことができないこ
とに注意する。NewsItemのこれらの部分への変更は、IdentificationおよびNewsManagement要素だけ
を、現在の版番号でNewsItemを発行することにより行う。これにより、以前のIdentificationおよび
NewsManagement要素が受信側のシステムで置き換える。Update要素は、以下の種類の下位要素をい
くつか含む: 

・Delete（削除） 

・Replace（置き換え） 

・InsertBefore（前に挿入） 

・InsertAfter（後ろに挿入） 

NewsItem の新しいコピーを作成するのは、受信側のシステムである。既にあるか、配信側が要求した
NewsItem の前の版に対してUpdate指示に従う。各Update要素のそれぞれの下位要素を、変更が生した
順に、順番に処理し NewsItem の新しい版を作成する。各下位要素のDuidRef属性の値は、前の版で持
っていた要素のDuidに合わせる必要がある。これは指示に合った要素である。削除（Delete）の場合、
該当する要素は改訂された NewsItem から削除する。置き換え（Replace）の場合、該当する要素はReplace
要素の内容に置き換える。InsertBeforeの場合、InsertBefore要素の内容が、新しい版で該当する要素の
前に付け加える。InsertAfterの場合、InsertAfter要素の内容が、新しい版で該当する要素の後に加える。  
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[NSK 解説] 

◆Update要素◆ 

Update要素は、以前の版の NewsItem に対する変更を示す。このとき、RevisionId要素の
PreviousRevision属性値はその前の版のRevisionId要素値と同じ値とし、Update属性の値を「U」に
設定する。Update要素はNewsManagementやIdentificationに関する変更には使用しないことに注
意する。 

変更指示の種類を 

・ Delete（削除） 

・ Replace（置き換え） 
・ InsertBefore（前に挿入） 
・ InsertAfter（後ろに挿入） 
の下位要素で記述する。変更対象場所の指定は、各下位要素のDuidRef属性に前の版のNewsItem 内
の変更対象要素のDuid値を設定することで行う。 

<!ELEMENT Update  (InsertBefore | InsertAfter | Replace | Delete )*> 
<!ATTLIST Update  %localid; > 
 
<!ELEMENT InsertBefore ANY > 
<!ATTLIST InsertBefore %localid; 
                       DuidRef CDATA #REQUIRED > 
 
<!ELEMENT InsertAfter ANY > 
<!ATTLIST InsertAfter %localid; 
                      DuidRef CDATA #REQUIRED > 
 
<!ELEMENT Replace ANY > 
<!ATTLIST Replace %localid; 
                  DuidRef CDATA #REQUIRED > 
 
<!ELEMENT Delete EMPTY > 
<!ATTLIST Delete %localid; 
                 DuidRef CDATA #REQUIRED > 



 

 131 

コラム：Update要素の実装について 

 
各下位要素についてDTDやSchemaの定義ではどのような形を取ることもできるが、変更

指示反映後に生成される新しい版の NewsItem が NewsML 的にエラーとならない必要があ
る。 

Updateの情報を取り込み新しい NewsItem の完成版を作成するのは、受信社側のシステム
となる。一方で NewsItem のバージョン情報を設定するのは送信社側のシステムとなる。こ
こで注意が必要なのは、以前のバージョンの NewsItem が受信社側にない場合、受信社側で
新しい NewsItem の完成版を作成するのが不可能であるということである。特に受信社が送
信社にアクセスして NewsML を取り出すようなシステムではこのような問題が起こりやす
いだろう。 

Updateの実装には送信側および受信側のシステム側で厳密な NewsItem のバージョン管理
がなされていること、Updateで関連する NewsItem について、送受信双方のシステムで同じ
ように存在していることが必要となる。また、データ交換を行う当事社のシステムの違いに
より、完成版の NewsItem に差異が生じないか注意する必要がある。 
なお、Update要素は NskNewsML:1.2 では使用停止としている。 
 

 

 

◆NewsItemの変更◆ 

NewsML では、発行済みのNewsItem を変更する手段を提供している。変更には次の 3 種類が
ある。 

1) NewsItem 全体を、すべて送りなおす場合(改版される) 

2) NewsItem/NewsManagement の変更をする場合(改版されない) 

3) NewsItem/Update要素を使ってNewsItem 内の部分または全体の変更指示を送る場合 (改版され
る) 

 

 以下に詳細を説明する。 

1) NewsItem 全体を、すべて送りなおす場合(改版される) 

これは、NewsComponentをはじめ、すべての内容を含めたNewsItem を、新しい版として送る
ことである。 

この場合、NewsItem/Identification/NewsIdentifier/RevisionId 要素を次のように記述し、以下
の条件を満たさなければならない。 

<RevisionId PreviousRevision="1" Update="N">2</RevisionId> 

・ Update属性値は"N"でなければならない。 

・ PreviousRevision属性値(上記の"1")は、NewsItem の前の版と同じでなければならない。 

・ RevisionId要素の内容(上記の 2 )は、前の版よりも大きい数字にしなければならない。 

 

上記に伴い、PublicIdentifierの値も変化するので注意する必要がある。具体的には、
urn:newsml:{ProviderId}:{DateId}:{NewsItemId}: {RevisionId}{RevisionId@Update}の
{RevisionId}{RevisionId@Update}が変化する。 

(例) 

<PublicIdentifier>urn:newsml:provider.or.jp:20010503:T001:2</PublicIdentifier> 
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(例１) 
--発行済みの版-- 

<NewsIdentifier> 
... 
<RevisionId PreviousRevision="0" Update="N">1</RevisionId> 
<PublicIdentifier> 
urn:newsml:provider.or.jp:20010503:T001:1 
</PublicIdentifier> 

</NewsIdentifier> 
... 

--新しい版を送り、改版する-- 
<NewsItem> 

<Identification> 
   <NewsIdentifier> 

... 
<RevisionId PreviousRevision="1" Update="N">2</RevisionId> 
<PublicIdentifier> 
urn:newsml:provider.or.jp:20010503:T001:2 
</PublicIdentifier> 

</NewsIdentifier> 
</Identification> 
<NewsManagement> 

... 
</NewsManagement> 
<NewsComponent> 

<!-- 新しいニュースコンポーネント --> 
... 

</NewsComponent> 
</NewsItem> 

 

 

 

2) NewsItem/NewsManagement の変更をする場合(改版されない) 

これは既に発行済みのNewsItemに対して、NewsItem/IdentificationやNewsItem/NewsManagement
を変更し、NewsItemの他の部分に何の変更も行わない場合に使用する。 

この場合、NewsItem/Identification/NewsIdentifier/RevisionId 要素を次のように記述し、以下
の条件を満たさなければならない。 

<RevisionId PreviousRevision="0" Update="A">1</RevisionId> 

・ Update属性値は"A"でなければならない。 

・ PreviousRevision属性値(上記の"0")とRevisionId要素の内容(上記の 1 )は、変更される NewsItem
の版と同じでなければならない。 

・ NewsItemには変更部分を含む完全な形のIdentificationとNewsManagement要素のみを記述し、
NewsItemの他の要素を記述してはならない。 

上記に伴い、PublicIdentifierの値も変化するので注意する必要がある。具体的には、
urn:newsml:{ProviderId}:{DateId}:{NewsItemId}:{RevisionId}{RevisionId@Update}の
{RevisionId@Update}が 省略されず、A になり、{RevisionId}A の記述になる。 

受信側は、修正の反映時にもとのNewsIdentifierを変更してはならない。 

 



 

 133 

(例２) 発行済みの NewsItem のステータスを変更する場合 
--発行済みの版-- 

<NewsIdentifier> 
... 
<RevisionId PreviousRevision="0" Update="N">1</RevisionId> 
<PublicIdentifier> 
urn:newsml:provider.or.jp:20010503:T001:1 
</PublicIdentifier> 

</NewsIdentifier> 
... 

--上記の版を公開待機にする場合-- 
<NewsItem> 

<Identification> 
<NewsIdentifier> 

... 
<RevisionId PreviousRevision ="0" Update="A">1</RevisionId> 
<PublicIdentifier> 
urn:newsml:provider.or.jp:20010503:T001:1A 
</PublicIdentifier> 

</NewsIdentifier> 
</Identification> 
<NewsManagement> 

...<!--すべて置き換えられるので、省略せずに記述する。--> 
<Status FormalName="Embargoed"/> 
... 

</NewsManagement> 
<!-- NewsComponentは記述してはいけない --> 

</NewsItem> 
 

上記を受けた以降、urn:newsml:provider.or.jp:20010503:T001:1で指定される NewsItem の内
容は、ステータスが公開待機(Embargoed)になっていなければならない。 

(例３)発行済みの NewsItem へ関連情報(NewsManagement/AssociatedWith)を追加する場合 
--発行済みの版-- 

<NewsIdentifier> 
... 
<RevisionId PreviousRevision="0" Update="N">1</RevisionId> 
<PublicIdentifier> 
urn:newsml:provider.or.jp:20010503:T001:1 
</PublicIdentifier> 

</NewsIdentifier> 
... 

--上記の版へ関連情報(NewsManagement/AssociatedWith)を追加する場合— 
<NewsItem> 

<Identification> 
<NewsIdentifier> 

... 
<RevisionId PreviousRevision ="0" Update="A">1</RevisionId> 
<PublicIdentifier> 
urn:newsml:provider.or.jp:20010503:T001:1A 
</PublicIdentifier> 

</NewsIdentifier > 
</Identification> 
<NewsManagement> 

...<!--すべて置き換えられるので、省略せずに記述する。--> 
<AssociatedWith NewsItem="urn:newsml:provider.or.jp:20010503:T029"> 
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<Comment>解説記事</Comment> 
</AssociatedWith> 
... 

</NewsManagement> 
<!-- NewsComponentは記述してはいけない --> 

</NewsItem> 

 

 

3) NewsItem/Update要素を使ってNewsItem 内の部分または全体の変更指示を送る場合 (改版され
る) 

これはUpdate要素を使用して、主にNewsComponent以下の変更を指示する。 

 

Update要素を使用して、主にNewsComponent以下の内容の一部または全部の変更を指示する。 

この場合、NewsItem/Identification/NewsIdentifier/RevisionId 要素を次のように記述し、以下
の条件を満たさなければならない。 

<RevisionId PreviousRevision="1" Update="U">2</RevisionId> 

・ Update属性値は"U"でなければならない。 

・ PreviousRevision属性値(上記の"1")は、NewsItem の前の版と同じでなければならない。 

・ RevisionId要素の内容(上記の 2 )は、前の版よりも大きい数字にしなければならない。 

上記に伴い、PublicIdentifierの値も変化するので注意する必要がある。具体的には、
urn:newsml:{ProviderId}:{DateId}:{NewsItemId}:{RevisionId}{RevisionId@Update}の
{RevisionId@Update}が 省略されず、U になり、{RevisionId}U の記述になる。 

 

(例４)発行済みの NewsItem の一部を、Updateを用いて置き換える場合 
--発行済みの版-- 
<NewsItem> 

<Identification> 
    <NewsIdentifier> 
        . . .  
        <RevisionId PreviousRevision="0" Update="N">1</RevisionId> 
        <PublicIdentifier> 

urn:newsml:provider.or.jp:20010503:T001:1 
</PublicIdentifier> 

    </NewsIdentifier> 
</Identification> 
<NewsManagement> 
    . . .  
</NewsManagement> 
<NewsComponent> 
    . . .  
    < ! -- NewsComponent の二階層記述… --> 
    <NewsComponent  Duid=”Component -1”> 
        . . .  
    </NewsComponent> 
    <NewsComponent  Duid=”Component-2”> 
        . . .  
    </NewsComponent> 
    . . .  
</NewsComponent> 

</NewsItem> 



 

 135 

 
--新しい版を送り、改版する-- 
<NewsItem> 

<Identification> 
     <NewsIdentifier> 

... 
<RevisionId PreviousRevision="1" Update="U">2</RevisionId> 
<PublicIdentifier> 
urn:newsml:provider.or.jp:20010503:T001:2U 
</PublicIdentifier> 

</NewsIdentifier> 
</Identification> 
<NewsManagement> 

... 
</NewsManagement> 
<!-- ニュースコンポーネントの一部を置き換え --> 
<Update> 
    <Replace  DuidRef="Component -1"> 
        <NewsComponent  Duid="Component-1U"> 
            … 
        </NewsComponent> 
    </Replace> 
</Update> 

... 
</NewsItem> 
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5.12 ポインタの使用 

NewsML は、データを内部に含むよりもむしろ外部に置かれたデータを参照するため、ポインタの使
用をサポートしている。この手法はContentItem内にある外部データ参照の際に使われる。また新しい文
書にすべての内容をコピーする必要がなく、NewsML 中の既存の NewsItem を含む際に使われることも
ある。 

ContentItemの場合、ContentItemのHref属性は、5.8 ContentItem の構造でも説明したように、外部
オブジェクトを参照するために使用する。 

 NewsItem の場合、NewsItemRefは、NewsItemRef要素を置き換えると判断するNewsItem に対するポ
インタであり、NewsItemRefは NewsItem に置き換えて解釈する。NewsItem 属性は関連した NewsItem
へのポインタである。その値は http URL または NewsML URN か、現在の文書中で#記号の後に
NewsItem のDuidを置いて構成しているfragment identifierである。オプションのCommentは、この
NewsItem を含む理由を解説するために使うことができる。 

  

<!ELEMENT NewsItemRef  (Comment*)> 
<!ATTLIST NewsItemRef  %localid; 
                       NewsItem CDATA #IMPLIED > 

 

 

5.13 NewsML の発展 

 NewsML は、それぞれが宣言されたnaming schemeによって決められている名前を持つ、一般的な
Metadata、Property、Label、NewsLine要素を提供する。これらの要素は、コントロールされた方法で、
新たなメタデータやnewsline、label を加えて使うことができる。これは、NewsML 文書に繰り返し拡張
する表現能力があることを意図している。NewsML 自体の新しい版が公開されるとき、NewsML DTD
やschemaに、新たなメタデータやnewsline、label のいくつか、あるいは全部を付け加えることが可能で
ある。 

 

 

5.14 認証とセキュリティ 

 AdministrativeMetadataは、NewsComponentのソース(著作者、発行者、再頒布者など )を特定する。
このため、NewsML 文書の受信者は、それが誰から、または、どんな組織から来たものかを特定でき、
信頼できる情報かどうか判断することができる。 

NewsML では認証方法やnews objectのデジタル署名付与の仕組みを明示的に準備していない。W3C
の XML-Signatures 仕様がW3C勧告となり、そこで定義された仕組みが使われるようになるのを待つこ
とになる。 
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6 用語 

AdministrativeMetadata 管理メタデータ。XMLコンテンツ管理システムにおいて、NewsComponentの出
所についての情報と、名付け方の指示を提供するメタデータ。 

AllowedValues プロパティに対して許される値の範囲を決めるcontrolled vocabularyを示す
Property要素の属性。 

AssignedBy だれが、あるいはどのシステムが、メタデータを割り当てた(assigned)のかを示
す。 

assignment 要素からなるエンティティ。その要素により、メタデータを割り当て(assigned)
た人物またはシステム、信頼性の度合い、アサインメントに与える重要性、文脈
(context)での参照トピックの存在という性質、などを判断できる。 

AssociatedWith 関連した素材を伴ったNewsItemへの参照。 

attribute（属性） XMLの構成は、XML要素のプロパティを表すペアの name-value から成り立っ
ている。属性宣言は要素の開始タグに含まれている。 

例: 

<MyElement MyProperty="myvalue"/> 

MyElement要素は、値が myvalue の MyPropertyプロパティを持っている。 

BasisForChoice NewsComponentの下位要素。そのcontentは、NewsComponent内の各アイテム
に関連し、アイテム間の選択基準として使われている値を持つデータオブジェク
トを識別するXPath宣言である。 

ByLine 著者/作者の情報を示している。  

ByLineTitle 表示可能な筆者や作成者の肩書きの情報。  

Catalog Resource要素とTopicUse要素の親要素(container)．Resource要素はURNs から
URLs へのマップをし、すぐ上の Catalog要素から始まるサブツリー内のある要
素の形式名に適用されるdefault vocabulariesを示している。 

Characteristics 解釈前あるいは解釈後のデータを処理するために必要なシステム要件に関係の
あるContentItemの物理的な特徴についての情報を提供する。これは、ファイルサ
イズのバイト数といったものや、ユーザーがcontrolled vocabulariesを介して定
義したり、先々のバージョンで NewsML DTDに加えられるかもしれない他のプ
ロパティをカバーする。 

Comment さまざまな言語により、現行の要素を記述したり、その要素について記述するこ
と。comment の親要素に含まれる情報を拡張した、人間が理解できる形の付加
情報を提供する。 

Complements（補完） 必要とされているフル情報の一部しか提供されていないとき、付け加えるべき
News objects。 

Confidence 所定の文脈（context）で割り当てられたtopic referenceの信頼度。Confidence
属性の値はcontrolled vocabularyによって制御されている。 

content コンテンツ。内容。要素の開始タグと終了タグの間にあるすべてのデータ。 

Example: 
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<MyElement>text<ContentItem Href="a.xml"/></MyElement> 

MyElement要素のcontentは次の行である。 

text<ContentItem Href="a.xml"/> 

ContentItem要素はcontentを持っていない。 

ContentItem 人間に対しプレゼンテーションすることを意図した表現コンテンツ（たとえばテ
キスト、イメージ、ビデオ、オーディオなど）を伝達するデータオブジェクトを
含み、そのデータオブジェクトへのポインタを提供するnews object。 

Context その値がXPathパターンであるTopicUseの属性。現在のCatalogに当てはまるサ
ブツリー内にあり、参照トピックが使用された context を示す。 

Contribution ニュースオブジェクトの制作や変更を行うことを目的とするParty（NewsItem
に対し特別な関係がある個人、会社、組織）の関与内容 

Contributor 生成されたニュースオブジェクトの修正や拡張を行った個人、会社、組織あるい
はその組み合わせを示す。 

controlled vocabulary 定義された用語とその意味のリスト。公式変更手順により保守される。(naming 
scheme参照). 

Copyright  news objectの著作権。 

CopyrightDate 著作権日付の口語表現。 

CopyrightHolder 著作権保持者情報の口語表現。 

CopyrightLine 著作権情報の口語表現。 

Creator news objectを作成した個人、会社、組織またはその組み合わせ。 

CreditLine 信用情報の口語表現。 

DataContent ContentItemのcontentを保持するデータ。 

DateAndTime 日付とオプションの時刻またはその双方の形式表現。ISO 8601 基本フォーマッ
ト（CCYYMMDDTHHMMSS｛+ または -｝HHMM）（世紀、年、月、日、
時刻セパレータ、時、分、秒、タイムゾーンセパレータ、時、分）で表現される。
システムで自動処理可能。 

DateId NewsItemの日付識別子。ISO 8601 の簡略日付フォーマット(CCYYMMDD)。
DateIdはNewsItemの形式的な識別子であり、同じNewsItemの一連のリビジョ
ンでは同じ値が維持されなければならない。 

DateLabel 日付および（または）時刻の文字列表現。人がNewsItemを確認するために使用。 

DateLine 作成された日付、場所の口語表現。 

declaration（宣言） DTDの中で、そのDTDに沿ったドキュメントの特定の構造を定義する文字列。 

default vocabulary 他のcontrolled vocabularyを特に参照し、上書きされるまで、あるいは上書き
しない場合、デフォルトの意味と認められた値を与えるcontrolled 
vocabulary。 
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DefaultVocabularyFor default vocabularyを与える親リソースを示す。default vocabularyは NewsML
ドキュメントのサブツリーの特定のパートに出現し、意味と許可されたデータ値
を決定する。 

Delete 現在のNewsItemの前の版のNewsItem中の指定された要素の削除命令。 

DerivedFrom NewsItem がどこから得られたかを示す。 

Description Topicを示す記述。それによって、Topicに関連付けられた形式名の意味を示す。
オプションのVariant属性により同じ言語で書かれた複数の記述が可能なため、
他のものと区別できる。 

DescriptiveMetadata NewsComponentの内容を記述するメタデータ情報。 

Details Topic要素の属性。URL またはURNの形式で中でTopicに関する追加情報へのポ
インタを提供。 

DOCTYPE declaration XMLドキュメント中の特別なdeclaration。そのドキュメントが従うDTDを含む
外部ファイルを指定する。 

DTD Document Type Definition（文書型定義）。XMLドキュメントの構造を決定す
るdeclarationsのセット。DTDはドキュメント自体の中にある内部サブセット
（internal subset）、ドキュメントのDOCTYPE declaration により参照される
ファイル内にある外部サブセット（external subset）、または両者のその組み合
わせに含むことができる。 

Duid ドキュメントユニークな識別子（document-unique identifier）。このオプショ
ンの属性により、要素は NewsMLドキュメントの中で唯一のものとして識別さ
れる。 

DuidRef 参照要素 のDuid 属性に値が一致する属性。 

element（要素） XML文書の構成要素(component)。要素はelement typeの名前を含む開始タグと
オプションのいくつかの属性から始まる。さらに、（下位要素と呼ばれる）別の
要素からなるいくつかのcontent、テキスト、またはその双方を含むことができ
る。要素は終了タグで終わるか、contentがない時は開始タグの最後にスラッシ
ュが付加される。 

Example: 

<MyElement>some text<EmptyElement/></MyElement>  

これは text と EmptyElement 型の空要素を含む MyElement 型の要素。 

element type XML要素のカテゴリ。開始、終了タグにおける名称で識別される。特定のelement 
type の要素はDTDもしくはschema中の element type のdeclarationsで定義さ
れた構造化規則を満たさなければならない。 

encoding（エンコーディング） データ・オブジェクトに含まれるデータを解釈する時に適用される規則。
encoding の例としては、ASCII、UTF-8、UTF-16、base64、uuencode、zip な
ど。XMLファイルは、これらの encodings(それらはバイトストリームを文字ス
トリームに翻訳することができる規則を決定する)の内のいずれかを使用するこ
とができる。 

Encoding ContentItemの内容を包含するデータの encoding。 

EndDate 使用権が終了する日付を指定する口語表現。 
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entity（エンティティ） XML文書に参照によって含むことができるデータ・オブジェクト。エンティテ
ィは文字番号によって参照された文字列、DTDかschemaの中の宣言で定義され
たテキスト、あるいはテキストか他の種類のデータ(それらはオーディオ、ビデ
オ、イメージのようなバイナリーデータを含んでいるかもしれない)のいずれか
を含んでいる外部ファイルであり得る。 

entity reference エンティティに対してポインタとなっているXML文書の中の文字列で文書内に
ある。例えば、“The NewsML functional specification”が nfs という名前のエン
ティティとして定義された場合、“Please refer to the &nfs; for details”というフ
レーズでは、“&nfs”はentity referenceであり、そのフレーズは“Please refer to 
the NewsML functional specification for details”という意味となる。 

equivalents（等価） 含んでいる情報が等価であるので、選択が行なわれるべきNews objects。 

EquivalentsList NewsComponentの属性の１つで、その中のnews objectsが、内容と／または意
味において別のnews objectsに対してequivalents（等価）であるかどうか、「あ
るいはcomplements（補完）であるかどうか、を指し示すもの。 

Essential NewsComponentの属性の１つで、配信社がこのNewsComponentが重要である
とみなしているかどうかを示す。 

Euid 要素を唯一（ユニーク）なものにする識別子（element-unique identifier）。す
べての NewsML element typeのオプション属性。同じ親要素内の同じelement 
typeの間で、要素が唯一のものとして（ユニークに）識別されることを可能にす
る。 

external subset 外部サブセット。XML文書の構造を管理し、その文書の DOCTYPE 
declarationから参照されたDTDに含まれるdeclarations。 

FileName NewsItemの、示唆されたかあるいは実際の記憶ファイル名。 

FirstCreated NewsItemが最初に作成された日付。オプションとしてその時間。ISO8601 基本
フォーマットで表現する。 

formalname FormalName、 Vocabulary属性、Scheme属性からなるエンティティ。
FormalNameは、controlled vocabularyによってその意味が決定される文字列か
らなる。Vocabulary属性があれば、それはFormalNameの意味を解くために使
用することができるcontrolled vocabularyであるTopicSetへのポインタを供給
する。Scheme属性があれば、それはcontrolled vocabulary中に多分多数ある
naming schemesのうち、FormalNameを管理しているものを識別するのに役立
つ。 

FormalName controlled vocabularyの中のnaming schemeによって意味が決定される文字列。
controlled vocabularyは(要求はされないが)、NewsML TopicSetの形式をとる場
合もある。 

format(フォーマット) データオブジェクト内の情報を運ぶために使われるファイルタイプ。フォーマッ
トにより、オブジェクトを加工したり、翻訳、表現したりすることが可能なアプ
リケーションが決まる。format の例として、GIF、JPEG、WAV、Microsoft Word、
XMLなどがある。 

Format ContentItemのフォーマットの表示。 

fragment identifier URL または URNのうちでリソース内の位置またはサブストリングを識別する
部分。#文字によって、URLあるいはURNの主要部分から分けられる。 

FutureStatus 指定された将来の日付におけるNewsItemのステータスの表示。 



 

 141 

Genre NewsComponentのジャンルの表示。 

Geography 特定の使用権が当てはまることを指定された地域の口語での表現。 

HeadLine 表示することができるヘッドライン。 

HowPresent メタデータを適用する方法の表現 

Href 情報が NewsML文書または外部リソースのどこにあるかを指し示す属性。 

Identification NewsItem の識別に役立つメタデータ。NewsIdentifier、任意のNameLabel、
DateLabelおよびオプションで反復可能なLabelを含む。  

IETF Internet Engineering Task Force 

Importance メタデータを付与するpartyがつけた重要性のランクづけ。 

inclusion by reference 参照による内包。対象物自体の代わりに、データ対象物へのポインタを文書内で
使用すること。この機構により、ほんのわずかの文字を伝えることによって、大
きい NewsML文書を送ることを可能になる。伝えられた文字のいくつかがポイ
ンタになる。そしてそれは、NewsML文書が解釈されるか使われるときに、対
象物自体に置き換えられる。 

InsertAfter NewsItemの内部で、指定された要素の後にcontentを挿入する指示。 

InsertBefore NewsItemの内部で、指定された要素の前にcontentを挿入する指示。 

Instruction ニュース配信社から NewsItem受信社への指示。 

internal subset 内部サブセット。文書構造を定義する declarations の一部あるいはすべてを含
んでいるXML文書の一部分。内部サブセットにないdeclarationsは、外部サブセ
ット（external subset）にある。 

IPTC International Press Telecommunications Council（国際新聞電気通信評議会） 

KeywordLine news objectsに関係のあるキーワードの表示可能な一群。これは、手動、あるい
は自動化検索を助けるために NewsML システムにより使用することができる。 

Label NewsItem用の人が解読可能なラベル。 

LabelText 特定のLabelTypeの Labelを構成するテキスト。 

LabelType Labelのユーザー定義の型。FormalName属性の値は、LabelType に対しての形
式名である。 

Language ContentItemで使用される用語または言語の識別子。 

Location NewsItemの内容に有意な、実際の場所を表す識別子。 

Limitations 特定の使用権に適用される用語と条件の自然言語表現法。 

media type データ対象物に含まれる情報を人に示す媒体の種類。media type の例は、ビデ
オ、オーディオ、ラスター・イメージ、ベクトル・グラフィック、テキストなど
である 。 

MediaType ContentItemのメディアタイプの指示。 
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metadata（メタデータ） システムがデータ対象物を適切に処理することを可能する目的で、データ対象物
と結びつけられたデータ。システムは、コンピュータ・アプリケーション、人間
が処理するビジネス・プロセス、またはその２つの組み合わせがある。 

Metadata metadataのユーザー定義型のための入れ物。 

MetadataType この Metadata要素内の Property要素により表されるメタデータ型の指示。 

MIME マルチパート・インターネット・メール・エクステンション。IETFの公式の仕
様。インターネット上で伝達されるデータ対象物を解釈、処理または表現する能
力のあるアプリケーションへの準拠を可能とするために、そのフォーマットを規
定する仕組みを示している。 

MIME-type データ対象物を解釈、処理または表現する能力のあるアプリケーションへの準拠
を可能とするために、そのフォーマットを識別する特定の文字列。IETFは標準 
MIME-types の登録を行っている。追加のMIME-types のユーザー定義も可能。 

MimeType ContentItemのMIME-typeの指示。 

NameLabel NewsItemの識別の助けになる名前として、人間の使用者が使う記号列。 

naming scheme 既知の意味をもつ名前や符号の一群。  

news object News ML 文書の主な構成の一つ。異なる種類の news objectは、 
NewsEnvelope、NewsItem、NewsComponent、ContentItem.である。 

NewsComponent news objectsの入れ物。お互いとの関連でnews objectsの役割を識別するために、
メタデータをそれらに基づけるために使用される。 

NewsEnvelope １つ以上のNewsItemを NewsML文書として送信することについての情報。 

NewsIdentifier NewsItemのための固有の識別子。ProviderId、DateId、NewsItemId、
RevisionIdで構成されるA4-part 識別子と、これら4つの下位要素のコンポーネ
ントすべてを結びつけるPublicIdentifier 。 

NewsItem ニュースの意味ある項目。これは NewsML文書内のXML element type。
NewsItemは簡単なものか複雑なものであり、なにかの媒体によるものか媒体の
組み合わせによるものであり得る。そのものがNewsItemであるとわかるのは、
ある出来事・事件に関し、特定の時間に、ある視点を表す管理情報を加えること
による。このためには最低限、視点を表すための時間とソース（人または組織）
を関連づけるのに充分なメタデータが必要である。 

NewsItemId  特定のNewsItemについて配信社が決める固有の識別子。NewsItemの同一性の
構成を決定し、これに基づき管理された方法でNewsItemIdを割当てるのは配信
社の側である。 

NewsItemRef NewsItemRef要素を置き換えるための、外部のNewsItemへのポインタ。 

NewsItemType NewsItemのタイプ指示 

newsline テキストからなる特殊なニュース・メタデータで、ユーザーにニュース・メタデ
ータに関連するNewsItemに関する情報のキーになる項目を提供することを意
図している。NewsLine自体により運ばれる情報は、NewsLine自体により運ば
れる情報の一部か、他のニュース・メタデータのいくつかを複写することができ
る。NewsLineの例はHeadLineと ByLine。 

NewsLine NewsMLの仕様には含まれないタイプのnewsline。 
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NewsLines NewsComponentにあるすべてのNewsLineの入れ物。 

NewsLineText ユーザー定義タイプのnewslineテキスト。一つのNewsLineに複数の
NewsLineText要素があることがあり、それらは言語によって区別される。 

NewsLineType ユーザー定義のNewsLineタイプの表示。 

NewsManagement NewsItem. の管理に関連した情報。 

NewsML NewsML文書のルート要素。1 つの NewsML文書は、１つのNewsEnvelope及
び１つかそれ以上のNewsItemsを包含しなければならない。また、１つの
Catalog 要素及び１つのTopicSet要素を含むことができる。 

NewsProduct NewsML文書内ですべてのNewsItemが所属するプロダクト（製品）に対する識
別子。 

NewsService NewsML文書内ですべてのNewsItemが所属するサービスに対する識別子。 

notation（ノーテーション） 一個のデータと、それを翻訳、処理、表現することが可能な一個のアプリケーシ
ョンとの間の特定の連携。これはXML仕様書で定義された正式構文。  

Notation ContentItemの記法（notation）表示。 

OfInterestTo NewsItemがターゲットとする聴衆の表示。 

Origin テキストのすべてあるいは一部を包むもので、自然言語でここに記述されている
ものに形式的に一致するデータの項目に対するポインタを含む。 

Party ニュースのワークフローで、このNewsItemに対し特別な関係がある個人、会社、
組織の表示。 

pointer（ポインタ） その用途がデータオブジェクトを識別するためのキャラクター文字列。そのオブ
ジェクトにリンクを張るためにか、文書を送信するたびごとにそのオブジェクト
そのものを送らず文書内に含めるために用いる。 

PreviousRevision 現在のNewsItemの前の版のRevisionIdの値。PreviousRevision属性の値は、
NewsItemの前の版があれば、RevisionId要素の内容と等しくなければならない。
NewsItemの前の版がなければ０になる。 

Priority NewsItem. の優先表示の指示。 

Property NewsComponentまたはTopicのプロパティ。プロパティには名前に加え、簡単
なValue もしくは後続のプロパティのセットからなる複雑なValueいずれかが
ある。Value属性がプロパティの値のストリング表現を提供する一方、ValueRef
属性はTopic内にあるかもしくはデータの他の部分にある値を指定する。
AllowedValues属性が存在すれば、それはプロパティーに与えられた値の限界を
定めるcontrolled vocabularyを指定する。 

Provider news objectを配信する個人、企業、または組織。 

ProviderId  NewsItem. を制作したニュース配信社の個別識別子。NewsIdentifierのDateId
下位要素から識別される日に配信社が保持しているドメイン名か、controlled 
vocabularyから引き出される配信社名でなければならない。 

public identifier controlled vocabularyに記述されているか、もしくは、controlled syntaxを使
用するリソースを表す文字列。 

PublicIdentifier （XML1.0 仕様書で定義された意味の）NewsItemのための公開識別子。 
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Rank NewsComponentの中のBasisForChoice要素間の優先順位を示す整数。Rankの
値が小さいBasisForChoice要素が大きい値のものより優先される。 

raw data NewsMLで定義された構造になってないデータのこと。NewsMLアプリケーシ
ョンを経由してほかのアプリケーションへ、または解読したり、処理することが
できるユーザーへ転送されなければならない。 

Relevance 特定の受信者へのNewsItemの関連性の表示。 

Repeat TransmissionIdの属性の一つで、前の送信の繰り返しを区別する。 

Replace NewsItem内の指定された要素を置き換える命令。 

Resource リソースが提供された場所を示し、NewsML文書で現在のサブツリー内にある
formal name の defalut vocabulary として使用されているかどうかを示す。 

RevisionHistory NewsItem. の改訂履歴が入っているファイルへのポインター。 

RevisionId 該当するNewsItemの版数を正整数で示す。同じProviderId、DateId、
NewsItemIdを持つ２つのデータ・オブジェクトが同じコンテンツであることを
保証するのは配信社の責任である。わずかであっても、NewsItemを変更して再
発行するときは、新しい版には必ず大きい整数のRevisionIdを割り当てられなけ
ればならない。 

RevisionStatus 現在の版にいたる前の版についてのステータスを示す。オプションの Revision
属性は整数であり、該当の版のRevisionIdと同じでなければならない。もし、版
数がないのであれば、前のすべての版数をステータスに当てはめる。 

RightsHolder 使用権（usage right）を誰が持っているのかを示す文字列。オプションとして、
関係する人、会社、組織についてのさらなる情報を、ポインタにより追加するこ
とができる。 

RightsLine 権利（right）情報についての記述であり、著作権（copyright）情報とは異なる。
著作権情報はニュースオブジェクト所有者について記述するが、権利情報は使用
許可を与えれた者、その使用方法、使用環境について示す。 

RightsMetadata NewsComponentに関係する権利についてのメタデータ。 

Role NewsComponent内で、中のNewsComponentが果たす役割の識別子。 

schema XML文書の階層構造の公式定義。schemaはそれ自身がXML文書であり、W3C’
のXML Schema specificationと一致する。DTDで表現するより多くの制約や構
造上の法則を持たせることができる。 

Scheme Scheme属性は、controlled vocabulary中に数多くありうるnaming schemesのう
ち、どれが正当にFormalNameを管理するものなのかを区別させることに使われ
る。 

SentFrom NewsML文書を送信する個人、企業、または組織。 

SentTo NewsML文書を受信する個人、企業、または組織。 

SeriesLine 続き物におけるnews object の位置付けに関する情報について表示用の記述を
示す。 

SizeInBytes ContentItemのインラインデータ、または外部参照データの正確なバイト数。 
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SlugLine NewsComponentの slug line を表示するのに使われる文字列。ハイパーリンク
が張られていたり、書式設定が施されていることもありうる。（ "slug line" とい
う用語の意味と使用法については、個々の配信社が、おのおののワークフローと
商慣行の範囲内で定義する問題である） 

Source ニュース・オブジェクトの素材を供給した個人、企業、組織もしくはその組み合
わせ。 

StartDate 指定された使用権の効力が発生する日付を、コンピュータ言語でない普通の言語
で記述したもの。 

Status NewsItemのステータス（状態）を示すもの。 

StatusWillChange 指定された日時に自動実行されるステータス（状態）の変更の通知をあらかじめ
記述する。 

subelement 他の要素に含まれる要素。. 

例: 

<MyElement><Child/><Child/></MyElement> 

ここでは 2 つの Child という要素が、MyElement という要素の下位要素になる。 

SubHeadLine 表示用の補足見出し。 

SubjectCode SubjectCode要素は IPTCSubjectCode のコンテナであり、IPTC情報交換モデル
（Information Interchange Model=IIM）で定義されるNewsItemの内容を示す。
そ れ は １ つ ま た は 複 数 の Subject ､ SubjectMatter ､ SubjectDetail ､
SubjectQualifier下位要素で構成される。オプションで１つまたは複数の
SubjectQualifier要素により拡大される。 

Subject NewsItemの Subject を示す。 

SubjectMatter NewsItemの SubjectMatter を示す。 

SubjectDetail NewsItemの SubjectDetail を示す。 

SubjectQualifier NewsItemの SubjectQualifier を示す。 

system identifier システム上で、リソースの場所を特定するアドレス。これは一般的には、絶対的
あるいは相対的なファイルのパスもしくはURI。 

SystemIdentifier NewsItemの（XML1.0 仕様書で定義された意味の）システム識別子。 

ThisRevisionCreated NewsItemの最新版が作成された日付。オプションで時間が入る。ISO8601 の基
本フォーマットで表現される。 

topic ニュースで言及されている実世界のあらゆる事象もしくは概念。topicの例として
はイラン・イラク戦争、トニー・ブレア、パキスタン首相、IBM、国連、ダイソ
ン電気掃除機、中国、クルディスタン、パリ、クレムリン、エイズ、アスピリン
など 

topic reference Directory内でtopicへのポインタの役割を果たす要素。 

Topic NewsComponentにおいて、正式に命名された事象(topic)もしくは出来事に関す
る情報を提供するelement。Topicは１つまたはそれ以上のTopicType 
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subelementsをもたなければならない。そのTopicType subelementsはTopicのタ
イプを表す。 

TopicOccurrence NewsComponentのコンテンツで、あるTopicが発生することの表示。 

TopicSet Topics の収納場所。 

TopicSetRef 最新のものと併合させられるべき TopicSetのポインタ。 

TopicType Topicのタイプの表示。 

TopicUse 特定の Topicが NewsMLドキュメントのどこに使われているかを示すもの。 

TransmissionId NewsMLドキュメント送信のための唯一の識別子。 

Update 既存の NewsItem の修正。挿入、置換や削除。 

Urgency NewsItem の緊急性の識別子。 

Url Resourceの位置特定に使える URL。 

Urn リソースに世界レベルの識別子を与える URN。PublicIdentifierで記述したよう
に、これは一般的に（必ずしもというわけではないが）NewsMLの URN とな
るだろう。 

UsageRights NewsComponentに属する使用権に関する情報を付与する。そのUsageType、
Geography、RightsHolder、Limitations、StartDate、EndDateという下位要
素は、普通の言語で書かれたメタデータを追加する。 

UsageType 自然言語により権利が適用される利用のタイプを示す。 

URI Uniform Resource Indicator の略。特定のリソースを識別する（時には、場所を
特定する）のに使われる、世界で一つしかない文字列。URL もしくは URN で
あろう。 

URL Uniform Resource Locator の略。本来はウエブ上でリソースを見つけることの
できるアドレスである。また、これはウエブ・リソースの識別子で、http://のプ
ロトコルがウエブ・リソースを識別し、それにアクセスするのに使われる。 

URN Uniform Resource Name。現在の場所とは無関係に、リソースの場所を特定す
る世界的に固有の文字列。 

UTC Coordinated Unversal Time。協定世界時。国際タイムビューローが定義した時
間の基準で、標準的な周波数と時間の信号発信の基礎となる。UTC は（不正確
に）グリニッチ標準時（GMT）と呼ばれることも多い。 

Value Propertyタグの属性。Propertyの値の文字列表現。 

ValueRef Propertyの値へのポインタ。TopicSet中の Topicもしくはデータの他の部分。 

Variant Descriptionタグのオプションの属性。タグの属性。同一言語で異なった表現を
し、それらを区別する場合に使用する。. 

Version NewsMLの任意な属性で、文章を識別するDTDやSchemaのバージョンを与え
る。 

Vocabulary ボキャブラリー属性は、FormalNameの意味を解くために使えるcontrolled 
vocabularyであるカレント文書中のTopicSetを識別する。  
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W3C World Wide Web Consortium 

XML Extensible Markup Language。W3Cが 1998 年 2 月に勧告。 

xml:lang 特別な属性（attribute）で、XML specification（仕様書）で定義されている。
XML要素の内容の言語を特定するために使用する。その値は ISOで定める言語
コードに従う。 

XPath XML Path Language。W3Cが 1999 年 11 月に勧告。特定のXML文書中のオブ
ジェクトを参照する方法を規定する。 

XPointer XML Pointer Language。W3Cの 2000 年 6 月勧告案（標準化作業中）。汎用的
なXML文書中のオブジェクトを参照する方法を規定する。 

XSLT XML Stylesheet Language (Transformations)。W3C が 1999 年 11 月に勧告。 

 



 

 148 



 

 149 

7 付録 

7.1 日本新聞協会 NewsML レベル 1.2 ガイドライン表 

 

◎：必須／○：省略可／△：規定外／×：使用停止
値 属性名 属性値 省略値 1.2 1.2の変更点

NewsML -
Version CDATA #IMPLIED ◎ ＊

Catalog? - ◎
Href CDATA #IMPLIED ○

Resource* - ○
Urn? #PCDATA ○
Url* #PCDATA 1 ○
DefaultVocabularyFor* EMPTY ○

Context CDATA #REQUIRED ○
Scheme CDATA #IMPLIED △

TopicUse* EMPTY △
Topic CDATA #REQUIRED △
Context CDATA #IMPLIED △

TopicSet* - △
FormalName CDATA #REQUIRED △
Vocabulary CDATA #IMPLIED △
Scheme CDATA #IMPLIED △

Comment* #PCDATA △
xml:lang CDATA #IMPLIED △
TranslationOf IDREF #IMPLIED △
FormalName CDATA #IMPLIED △ ＊
Vocabulary CDATA #IMPLIED △ ＊
Scheme CDATA #IMPLIED △ ＊

Catalog? ↑ △
TopicSetRef* - △

TopicSet CDATA #IMPLIED △
Comment* ↑ △

Topic* - △
Details CDATA #IMPLIED △

Comment* ↑ △
Catalog? ↑ △
TopicType+ EMPTY △

FormalName CDATA #REQUIRED △
Vocabulary CDATA #IMPLIED △
Scheme CDATA #IMPLIED △

FormalName* #PCDATA △
Scheme CDATA #IMPLIED △

Description* #PCDATA △
xml:lang CDATA #IMPLIED △
Variant CDATA #IMPLIED △

Property* - X
FormalName CDATA #REQUIRED X
Vocabulary CDATA #IMPLIED X
Scheme CDATA #IMPLIED X
AssignedBy CDATA #IMPLIED X
Importance CDATA #IMPLIED X
Confidence CDATA #IMPLIED X
HowPresent CDATA #IMPLIED X
DateAndTime CDATA #IMPLIED X
Value CDATA #IMPLIED X
ValueRef CDATA #IMPLIED X
AllowedValues CDATA #IMPLIED X
AllowedSchemeCDATA #IMPLIED × ＊

Property* ↑ X

タグ名
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◎：必須／○：省略可／△：規定外／×：使用停止
値 属性名 属性値 省略値 1.2 1.2の変更点

NewsEnvelope - ◎
TransmissionId? #PCDATA

Repeat CDATA #IMPLIED
SentFrom? - ○

Comment* ↑ △
Party+ - ○

FormalName CDATA #REQUIRED ○
Vocabulary CDATA #IMPLIED △
Scheme CDATA #IMPLIED △
Topic CDATA #IMPLIED △

Property* ↑ × ＊
SentTo? - ○

Comment* ↑ △
Party+ ↑ ○

DateAndTime #PCDATA ◎
NewsService* EMPTY ○

FormalName CDATA #REQUIRED ○
Vocabulary CDATA #IMPLIED △
Scheme CDATA #IMPLIED △

NewsProduct* EMPTY ◎
FormalName CDATA #REQUIRED ◎
Vocabulary CDATA #IMPLIED △
Scheme CDATA #IMPLIED △

Priority? EMPTY
FormalName CDATA #REQUIRED
Vocabulary CDATA #IMPLIED
Scheme CDATA #IMPLIED

NewsItem+ - ◎
xml:lang CDATA #IMPLIED ○

Comment* ↑

※
TranslationOf
属性値は“△”

○

Catalog? ↑ ○
Identification ◎

NewsIdentifier - ◎
ProviderId #PCDATA ◎

Vocabulary CDATA #IMPLIED X
DateId #PCDATA ◎
NewsItemId #PCDATA ◎

Vocabulary CDATA #IMPLIED △
Scheme CDATA #IMPLIED △

RevisionId #PCDATA ◎
PreviousRevisionCDATA #REQUIRED ◎
Update CDATA #REQUIRED ◎

PublicIdentifier #PCDATA ◎
NameLabel? #PCDATA X
DateLabel? #PCDATA X
Label* - X

LabelType EMPTY X
FormalName CDATA #REQUIRED X
Vocabulary CDATA #IMPLIED X
Scheme CDATA #IMPLIED X

LabelText #PCDATA X

△

タグ名

○

○
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◎：必須／○：省略可／△：規定外／×：使用停止
値 属性名 属性値 省略値 1.2 1.2の変更点

NewsManagement - ◎
NewsItemType EMPTY ◎

FormalName CDATA #REQUIRED ◎
Vocabulary CDATA #IMPLIED △
Scheme CDATA #IMPLIED △

FirstCreated #PCDATA ◎
ThisRevisionCreated #PCDATA ◎
Status EMPTY

FormalName CDATA #REQUIRED
Vocabulary CDATA #IMPLIED △
Scheme CDATA #IMPLIED △

StatusWillChange* - △
FutureStatus EMPTY △

FormalName CDATA #REQUIRED △
Vocabulary CDATA #IMPLIED △
Scheme CDATA #IMPLIED △

DateAndTime #PCDATA △
Urgency? EMPTY △

FormalName CDATA #REQUIRED △
Vocabulary CDATA #IMPLIED △
Scheme CDATA #IMPLIED △

RevisionHistory? EMPTY X
Href CDATA #REQUIRED X

DerivedFrom* - ○
FormalName CDATA #IMPLIED × ＊
Vocabulary CDATA #IMPLIED × ＊
Scheme CDATA #IMPLIED × ＊
NewsItem CDATA #IMPLIED ○

Comment* ↑ ○
AssociatedWith* - ○

FormalName CDATA #IMPLIED × ＊
Vocabulary CDATA #IMPLIED × ＊
Scheme CDATA #IMPLIED × ＊
NewsItem CDATA #IMPLIED ○

Comment* ↑ ○
Instruction* -

FormalName CDATA #REQUIRED
Vocabulary CDATA #IMPLIED
Scheme CDATA #IMPLIED

RevisionStatus* -
Revision CDATA #IMPLIED

Status ↑
Property* ↑ X

◎

△

タグ名
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◎：必須／○：省略可／△：規定外／×：使用停止
値 属性名 属性値 省略値 1.2 1.2の変更点

NewsComponent - ○
Essential (yes¦no) no △
EquivalentsList(yes¦no) no △
xml:lang CDATA #IMPLIED ○

Comment* ↑ ○
Catalog? ↑ ○
TopicSet* ↑ △
Role? EMPTY

FormalName CDATA #REQUIRED
Vocabulary CDATA #IMPLIED
Scheme CDATA #IMPLIED

BasisForChoice* #PCDATA
Rank CDATA #IMPLIED

NewsLines? - ○
HeadLine (#PCDATA¦Origin)* ○

xml:lang CDATA #IMPLIED ○
Origin -

AssignedBy CDATA #IMPLIED
Importance CDATA #IMPLIED
Confidence CDATA #IMPLIED
HowPresent CDATA #IMPLIED
DateAndTime CDATA #IMPLIED
Href CDATA #IMPLIED

SubHeadLine* (#PCDATA¦Origin)*
xml:lang CDATA #IMPLIED

ByLine (#PCDATA¦Origin)*
xml:lang CDATA #IMPLIED

ByLineTitle* (#PCDATA¦Origin)*
xml:lang CDATA #IMPLIED

DateLine (#PCDATA¦Origin)*
xml:lang CDATA #IMPLIED

CreditLine (#PCDATA¦Origin)*
xml:lang CDATA #IMPLIED

CopyrightLine (#PCDATA¦Origin)*
xml:lang CDATA #IMPLIED

RightsLine (#PCDATA¦Origin)*
xml:lang CDATA #IMPLIED

SeriesLine (#PCDATA¦Origin)*
xml:lang CDATA #IMPLIED

SlugLine (#PCDATA¦Origin)*
xml:lang CDATA #IMPLIED

KeywordLine (#PCDATA¦Origin)*
xml:lang CDATA #IMPLIED

NewsLine - ○
NewsLineType EMPTY ○

FormalName CDATA #REQUIRED
Vocabulary CDATA #IMPLIED
Scheme CDATA #IMPLIED

NewsLineText+ (#PCDATA¦Origin)*
xml:lang CDATA #IMPLIED

＊

△

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

△

△

△

タグ名

*

*
*
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◎：必須／○：省略可／△：規定外／×：使用停止
値 属性名 属性値 省略値 1.2 1.2の変更点

AdministrativeMetadata? - ○
Catalog? ↑ ○
FileName? #PCDATA △
SystemIdentifier? #PCDATA △
Provider? - ○

Comment* ↑ △
Party+ ↑ ※SentFromと同じ ○

Creator* - ○
Comment* ↑ △
Party+ ↑ ※SentFromと同じ ○
Contribution* EMPTY × ＊

FormalName CDATA #REQUIRED × ＊
Vocabulary CDATA #IMPLIED × ＊
Scheme CDATA #IMPLIED × ＊

Source* - △
NewsItem CDATA #IMPLIED △

Comment* ↑ △
Party+ ↑ ※SentFromと同じ △

Contributor* - △
Comment* ↑ △
Party+ ↑ ※SentFromと同じ △
Contribution* EMPTY × ＊

FormalName CDATA #REQUIRED × ＊
Vocabulary CDATA #IMPLIED × ＊
Scheme CDATA #IMPLIED × ＊

Property* ↑ X
RightsMetadata? - ○

AssignedBy CDATA #IMPLIED
Importance CDATA #IMPLIED
Confidence CDATA #IMPLIED
HowPresent CDATA #IMPLIED
DateAndTime CDATA #IMPLIED

Catalog? ↑ ○
Copyright* - ○

AssignedBy CDATA #IMPLIED
Importance CDATA #IMPLIED
Confidence CDATA #IMPLIED
HowPresent CDATA #IMPLIED
DateAndTime CDATA #IMPLIED

Comment* ↑ △
CopyrightHolder (#PCDATA¦Origin)* ○

xml:lang CDATA #IMPLIED ○
CopyrightDate (#PCDATA¦Origin)* ○

xml:lang CDATA #IMPLIED ○

△

△

タグ名
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◎：必須／○：省略可／△：規定外／×：使用停止
値 属性名 属性値 省略値 1.2 1.2の変更点

UsageRights* - △
AssignedBy CDATA #IMPLIED △
Importance CDATA #IMPLIED △
Confidence CDATA #IMPLIED △
HowPresent CDATA #IMPLIED △
DateAndTime CDATA #IMPLIED △

UsageType? (#PCDATA¦Origin)* △
xml:lang CDATA #IMPLIED △
AssignedBy CDATA #IMPLIED △
Importance CDATA #IMPLIED △
Confidence CDATA #IMPLIED △
HowPresent CDATA #IMPLIED △
DateAndTime CDATA #IMPLIED △

Geography? (#PCDATA¦Origin)* △
xml:lang CDATA #IMPLIED △
AssignedBy CDATA #IMPLIED △
Importance CDATA #IMPLIED △
Confidence CDATA #IMPLIED △
HowPresent CDATA #IMPLIED △
DateAndTime CDATA #IMPLIED △

RightsHolder? (#PCDATA¦Origin)* △
xml:lang CDATA #IMPLIED △
AssignedBy CDATA #IMPLIED △
Importance CDATA #IMPLIED △
Confidence CDATA #IMPLIED △
HowPresent CDATA #IMPLIED △
DateAndTime CDATA #IMPLIED △

Limitations? (#PCDATA¦Origin)* △
xml:lang CDATA #IMPLIED △
AssignedBy CDATA #IMPLIED △
Importance CDATA #IMPLIED △
Confidence CDATA #IMPLIED △
HowPresent CDATA #IMPLIED △
DateAndTime CDATA #IMPLIED △

StartDate? (#PCDATA¦Origin)* △
xml:lang CDATA #IMPLIED △
AssignedBy CDATA #IMPLIED △
Importance CDATA #IMPLIED △
Confidence CDATA #IMPLIED △
HowPresent CDATA #IMPLIED △
DateAndTime CDATA #IMPLIED △

EndDate? (#PCDATA¦Origin)* △
xml:lang CDATA #IMPLIED △
AssignedBy CDATA #IMPLIED △
Importance CDATA #IMPLIED △
Confidence CDATA #IMPLIED △
HowPresent CDATA #IMPLIED △
DateAndTime CDATA #IMPLIED △

Property* ↑ X

タグ名
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値 属性名 属性値 省略値 1.2 1.2の変更点
DescriptiveMetadata? - ○

AssignedBy CDATA #IMPLIED
Importance CDATA #IMPLIED
Confidence CDATA #IMPLIED
HowPresent CDATA #IMPLIED
DateAndTime CDATA #IMPLIED

Catalog? ↑ ○
Language* EMPTY ○

FormalName CDATA #REQUIRED ○
Vocabulary CDATA #IMPLIED
Scheme CDATA #IMPLIED
AssignedBy CDATA #IMPLIED
Importance CDATA #IMPLIED
Confidence CDATA #IMPLIED
HowPresent CDATA #IMPLIED
DateAndTime CDATA #IMPLIED

Genre* EMPTY X
FormalName CDATA #REQUIRED X
Vocabulary CDATA #IMPLIED
Scheme CDATA #IMPLIED
AssignedBy CDATA #IMPLIED
Importance CDATA #IMPLIED
Confidence CDATA #IMPLIED
HowPresent CDATA #IMPLIED
DateAndTime CDATA #IMPLIED

SubjectCode* - ○
AssignedBy CDATA #IMPLIED △
Importance CDATA #IMPLIED △
Confidence CDATA #IMPLIED △
HowPresent CDATA #IMPLIED △
DateAndTime CDATA #IMPLIED △

Subject EMPTY ○
FormalName CDATA #REQUIRED ○
Vocabulary CDATA #IMPLIED △
Scheme CDATA #IMPLIED △
AssignedBy CDATA #IMPLIED △
Importance CDATA #IMPLIED △
Confidence CDATA #IMPLIED △
HowPresent CDATA #IMPLIED △
DateAndTime CDATA #IMPLIED △

SubjectMatter EMPTY ○
FormalName CDATA #REQUIRED ○
Vocabulary CDATA #IMPLIED △
Scheme CDATA #IMPLIED △
AssignedBy CDATA #IMPLIED △
Importance CDATA #IMPLIED △
Confidence CDATA #IMPLIED △
HowPresent CDATA #IMPLIED △
DateAndTime CDATA #IMPLIED △

SubjectDetail EMPTY ○
FormalName CDATA #REQUIRED ○
Vocabulary CDATA #IMPLIED △
Scheme CDATA #IMPLIED △
AssignedBy CDATA #IMPLIED △
Importance CDATA #IMPLIED △
Confidence CDATA #IMPLIED △
HowPresent CDATA #IMPLIED △
DateAndTime CDATA #IMPLIED △

SubjectQualifier*EMPTY ○
FormalName CDATA #REQUIRED ○
Vocabulary CDATA #IMPLIED △
Scheme CDATA #IMPLIED △
AssignedBy CDATA #IMPLIED △
Importance CDATA #IMPLIED △
Confidence CDATA #IMPLIED △
HowPresent CDATA #IMPLIED △
DateAndTime CDATA #IMPLIED △

△

△

X

タグ名

*

?
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◎：必須／○：省略可／△：規定外／×：使用停止
値 属性名 属性値 省略値 1.2 1.2の変更点

OfInterestTo* - X
FormalName CDATA #REQUIRED X
Vocabulary CDATA #IMPLIED X
Scheme CDATA #IMPLIED X
AssignedBy CDATA #IMPLIED X
Importance CDATA #IMPLIED X
Confidence CDATA #IMPLIED X
HowPresent CDATA #IMPLIED X
DateAndTime CDATA #IMPLIED X

Relevance? EMPTY X
FormalName CDATA #REQUIRED X
Vocabulary CDATA #IMPLIED X
Scheme CDATA #IMPLIED X
AssignedBy CDATA #IMPLIED X
Importance CDATA #IMPLIED X
Confidence CDATA #IMPLIED X
HowPresent CDATA #IMPLIED X
DateAndTime CDATA #IMPLIED X

DateLineDate? #PCDATA × ＊
Location* - × ＊

AssignedBy CDATA #IMPLIED × ＊
Importance CDATA #IMPLIED × ＊
Confidence CDATA #IMPLIED × ＊
HowPresent CDATA #IMPLIED × ＊
DateAndTime CDATA #IMPLIED × ＊
xml:lang CDATA #IMPLIED × ＊
Topic CDATA #IMPLIED × ＊

Property* ↑ × ＊
TopicOccurrence* EMPTY X

AssignedBy CDATA #IMPLIED X
Importance CDATA #IMPLIED X
Confidence CDATA #IMPLIED X
HowPresent CDATA #IMPLIED X
DateAndTime CDATA #IMPLIED X
Topic CDATA #IMPLIED X

Property* ↑ X
Metadata* ○

Catalog? ↑ ○
MetadataType EMPTY ○

FormalName CDATA #REQUIRED ○
Vocabulary CDATA #IMPLIED △
Scheme CDATA #IMPLIED △

Property+ ↑ ○
FormalName CDATA #REQUIRED ○
Vocabulary CDATA #IMPLIED △
Scheme CDATA #IMPLIED △
AssignedBy CDATA #IMPLIED X
Importance CDATA #IMPLIED X
Confidence CDATA #IMPLIED X
HowPresent CDATA #IMPLIED X
DateAndTime CDATA #IMPLIED X
Value CDATA #IMPLIED ○
ValueRef CDATA #IMPLIED ×
AllowedValues CDATA #IMPLIED △
AllowedSchemeCDATA #IMPLIED △ ＊

タグ名
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◎：必須／○：省略可／△：規定外／×：使用停止
値 属性名 属性値 省略値 1.2 1.2の変更点

NewsItem+ ↑ X
NewsItemRef+ - X

NewsItem CDATA #IMPLIED X
Comment* ↑ X

NewsComponent+ ↑ X
ContentItem+ - ○

Href CDATA #IMPLIED ○
Comment* ↑ △
Catalog? ↑ ○
MediaType? EMPTY ○

FormalName CDATA #REQUIRED ○
Vocabulary CDATA #IMPLIED △
Scheme CDATA #IMPLIED △

Format? EMPTY ○
FormalName CDATA #REQUIRED ○
Vocabulary CDATA #IMPLIED △
Scheme CDATA #IMPLIED △

MimeType? EMPTY ○
FormalName CDATA #REQUIRED ○
Vocabulary CDATA #IMPLIED △
Scheme CDATA #IMPLIED △

Notation? EMPTY X
FormalName CDATA #REQUIRED X
Vocabulary CDATA #IMPLIED X
Scheme CDATA #IMPLIED X

Characteristics? - ○
SizeInBytes? #PCDATA ○
Property* ↑ △

Encoding - △
Notation CDATA #REQUIRED △

Encoding ↑ △
DataContent ANY △

DataContent ANY ○
Update+ ×

InsertBefore ANY
DuidRef CDATA #REQUIRED

InsertAfter ANY
DuidRef CDATA #REQUIRED

Replace ANY
DuidRef CDATA #REQUIRED

Delete EMPTY
DuidRef CDATA #REQUIRED

TopicSet ↑ ○

×

×

×

×

タグ名

*

?
?

+

?
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◎：必須／○：省略可／△：規定外／×：使用停止
値 属性名 属性値 省略値 1.2 1.2の変更点

TopicSet* - ○
FormalName CDATA #REQUIRED ○
Vocabulary CDATA #IMPLIED △
Scheme CDATA #IMPLIED △

Comment* #PCDATA △
xml:lang CDATA #IMPLIED △
TranslationOf IDREF #IMPLIED △
FormalName CDATA #IMPLIED △ ＊
Vocabulary CDATA #IMPLIED △ ＊
Scheme CDATA #IMPLIED △ ＊

Catalog? ↑ △
TopicSetRef* - △

TopicSet CDATA #IMPLIED △
Comment* ↑ △

Topic* - ○
Details CDATA #IMPLIED △

Comment* ↑ △
Catalog? ↑ △
TopicType+ EMPTY ○

FormalName CDATA #REQUIRED ○
Vocabulary CDATA #IMPLIED △
Scheme CDATA #IMPLIED △

FormalName* #PCDATA ○
Scheme CDATA #IMPLIED ○

Description* #PCDATA ○
xml:lang CDATA #IMPLIED ○
Variant CDATA #IMPLIED ○

Property* - X
FormalName CDATA #REQUIRED X
Vocabulary CDATA #IMPLIED X
Scheme CDATA #IMPLIED X
AssignedBy CDATA #IMPLIED X
Importance CDATA #IMPLIED X
Confidence CDATA #IMPLIED X
HowPresent CDATA #IMPLIED X
DateAndTime CDATA #IMPLIED X
Value CDATA #IMPLIED X
ValueRef CDATA #IMPLIED X
AllowedValues CDATA #IMPLIED X
AllowedSchemeCDATA #IMPLIED × ＊

Property* ↑ X

タグ名

*
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7.2 地域情報の表現方法について 

 

[ツリー図] 

 

[NSK 解説] 

NewsML には、利用権に関する地域情報を記述するための UsageRights/Geography要素があるが、新
聞協会が必要と考える、ニュースの発生場所やニュースの関連地域という意味での地域表現が可能な要素
はない。Metadata 要素の Property 下位要素を用いて記述する方法を新聞協会として規定する。そのた
め、新聞協会で地域情報用の MetadataType を定義し、Metadata 要素の Property 下位要素を用いて記
述することにした。この MetadataType要素の FormalName属性値は NskAreaInformation である。 

 

 [NskNewsML:1 記述形式] 

MetadataType の FormalName 属性値が NskAreaInformation である Metadata 要素内の Property
要素を使用して地域・場所情報を記述する。 

 Property要素を２階層（親子関係）で表現する。 

親要素は、ニュースの発生場所、ニュースの関連する地域、という意味、用途の種別を記述する。下位
要素には具体的な地域の値を記述する。 

 地域情報を表すProperty のボキャブラリはNSK を使用する。以下のFormalNameがある。   

NskOriginatedArea 親要素に使用でき、ニュースの発生場所を表現する。 

この FormalNameを持つ親要素は繰り返しなし。 

NskRelevantArea 親要素に使用でき、ニュースの関連する地域を表現する。 

この FormalNameを持つ親要素は繰り返しあり。 

NskCountry  国を表現する。Value 属性には、IPTC のボキャブラリに記述されている値
を使用する。 

この FormalNameを持つ下位要素は省略不可で繰り返しなし。 

NskJpnAreaCode  都道府県／市区町村コードを表現する。NSK オリジナルボキャブラリに記
述されている値を使用する。 

この FormalNameを持つ下位要素は省略可で繰り返しなし。 

NskLocation   自由な表現で場所を説明する。 

  この FormalNameを持つ下位要素は省略可で繰り返しなし。 

 

 なお、１つのニュースに関連する地域が複数ある場合については、親の Property を並列に表記して表
現する。 

 

 

* Property 
 (NskOriginatedArea) ○ 

 Property(NskCountry)       ○   

 ? Property(NskJpnAreaCode)   ○ 
  

 ? Property(NskLocation)    ○ 
  

 Metadata 
(NskAreaInformation) * Property 

 (NskRelevantArea) ○ 
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(例) 

 「ニュースの発生場所」と「ニュースの関連地域」について表現する方法を例示する。 

  

○ニュースの発生場所についてのサンプル１ 

下記は、ニュースの発生場所が「アメリカ合衆国、ハワイ島ホノルル沖」であることを表している。 

<Property FormalName="NskOriginatedArea"> 
 <Property FormalName="NskCountry" Value="USA"/> 
 <Property FormalName="NskLocation" Value="ハワイ島ホノルル沖"/> 
</Property> 

 

○ニュースの発生場所についてのサンプル２(日本国内の表現) 

下記は、ニュースの発生場所が「日本、愛媛県宇和島市、宇和島水産高校」であることを表している。 

<Property FormalName=" NskOriginatedArea"> 
 <Property FormalName="NskCountry" Value="JPN"/> 
 <Property FormalName="NskJpnAreaCode" Value="38203"/> 
 <Property FormalName="NskLocation" Value="宇和島水産高校"/> 
</Property> 

 

上記の例は、「NskOriginatedArea(ニュースの発生場所 )」が“日本”（NskCountry：国を表すプロパテ
ィ）であり、“38203”（NskJpnAreaCode：都道府県コードを表すプロパティ。38203は愛媛県宇和島市）
であり、“宇和島水産高校”（NskLocation：自由形式）であることを表している。子 Property 要素は並列
表記されていることからわかるとおり、“日本”と“38203”は特に関係を持っていない。“日本の中の
38203（愛媛県宇和島市）”という包含関係は表記されていないので、発生場所は「日本であり」「38203
である」ことを表現しているだけであることに注意すべきである。 

 

○複数の関連地域がある場合 

下記は、ニュースの関連地域が、「アメリカ合衆国」と「日本、愛媛県宇和島市」であることを表して
いる。 

<Property FormalName="NskRelevantArea"> 
 <Property FormalName="NskCountry" Value="USA"/> 
</Property> 
 
<Property FormalName=" NskRelevantArea"> 
 <Property FormalName="NskCountry" Value="JPN"/> 
 <Property FormalName="NskJpnAreaCode" Value="38203"/> 
</Property> 
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7.3 NewsML 複合ガイドライン 

 [NSK 解説] 

NewsML では、NewsItem,NewsComponent ,ContentItemそれぞれを複数記述してニュースや素材を複合す
ることができる。 

複合の方法は次のタイプにわかれる 

NewsML 内での NewsItem列挙 

複数の NewsItem(ニュースやコンテンツ )を１つの NewsMLファイルに統合する場合に用いる。ただし、
それぞれの NewsItem同士の関連性などは表現ができない。 

具体的には、記事の  NewsItemと写真の NewsItemを１つの NewsMLに入れただけでは、関連素材と
は見なされない。後述の他の方法を用いるか、関連性をもたせるためにはAssociatedWith などの機能
を使う必要がある。AssociatedWith で関連を示すのであれば無理にNewsItemを１つの NewsMLに入れ
る必要は無い。 

NewsComponent 内での NewsComponent 列挙 

複数の関連素材を１つにまとめる目的で利用される。次の ContentItemの方法に比べ、NewsComonent
が持つ多くのメタ情報を利用できる。 

ただし、NewsMLでのコンテンツの管理単位は NewsItemであり、NewsComponent 単位での管理が
できない。このため、常に複数をまとめて管理することが前提となってしまう。 

考えられる組み合わせとしては、写真とキャプション、など常にセットで管理するコンテンツや、
変更の必要の無い長期的なデータベースでの記事/写真の組み合わせが考えられる。また、html の記事
とプレーンテキストの記事、写真実画像とサムネイル、等が考えられるが、次の ContentItem列挙でも
実現できる。 

NewsComponent 内での ContentItem列挙 

１つの素材で複数データを持ったり、１つのものを複数種類で表現するデータがある場合などに用
いる。 

具体的には、１つの画像に関する「実画像」と「サムネイル」、１つの記事の「プレーンテキスト」
と「html」、また、「音声」と「テキスト」、「映像」と「サムネイル」などの組み合わせがある。
「記事」と「関連写真」などの組み合わせはContentItemのメタ情報では表現が難しいため、上述した
の NewsComponent 列挙や、下記の NewsItemの列挙などが必要になる。 

NewsComponent 内での NewsItem （NewsItemRef）列挙 

複数の NewsItemを１つに関連付ける方法として用意されている。記事の NewsItemと画像の
NewsItemなどを組み合わせるものとして利用できる。 

これは編成（ニュースコンテンツを組み合わせる）という場面が分かりやすい。それぞれ別で管理
されている NewsItemの素材を、１つの NewsMLニュースに統合するといった処理になる。上述した
NewsComponent 列挙でも表現できるが、組み合わせた後にそれぞれのコンテンツを編集して、バージ
ョンアップしたり、場合によっては同じコンテンツを共有する場合はNewsItemに分かれていたほうが
都合が良い。最新版をポイントするにはリビジョンを省略すれば常に最新の組み合わせが表現できる
などです。 
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配信フォーマットとしてというよりは、コンテンツの編集や編成のための素材データ管理の仕組と
して使い勝手がよい。新聞のシステムで言えば、大組面を管理するNewsML に NewsItemRef として、
その面で利用する素材の NewsMLへのリンク複数持ったせるような使い方である。 

NewsItemと NewsItemRef の両方がある、通常は物理的にファイルが分かれる場合があるため
NewsItemRef になり、なんらかの要件で１つのファイルにまとめる場合は NewsItemの列挙を用いるこ
とになる。 

 [NskNewsML:1 記述形式] 

下記の複合形式を(△)として利用できる。 

それ以外の複合方法は(×)。 

ContentItemの列挙は、NewsComponent要素の EquivalentsList属性が”yes”の場合のみ利用可能。 

NewsComponent を２階層まで利用可能。 

下層(子)の NewsComponent の列挙は、上層の NewsComponent要素の EquivalentsList属性”yes”
と”no”の両方で利用可能。 

下層(子)の NewsComponent は、NskNewsML:1 の基本形に従う。この NewsComponentにも
ContentItemの列挙が可能。 

各 NewsComponentの各メタ情報 (NewsLines , AdministrativeMetadata , RightsMetadata , 
DescriptiveMetadata , Metadata) は、他 NewsComponent へは継承されない、各
NewsComponent 毎にそれぞれ適切なメタ情報を記述する。 

サンプル（ContentItemの列挙）～プレーンテキストと XML記事の複合～ 
<NewsComponent EquivalentsList=”yes” > 

… 
 <AdministrativeMetadata> 

…この素材のProvider（提供元）、Creator（編集元）など… 
… 上位NewsItemの情報としても扱われる… 

 </AdministrativeMetadata> 
 … 
 <RightsMetadata>  

… この素材の権利情報… 
</ RightsMetadata> 

 <ContentItem> 
  <MediaType FormalName="Text" /> 

  <MimeType FormalName=”text/plain”/> 
  <DataContent> 
   …プレーンテキスト記事… 
  </DataContent> 
 </ContentItem> 
 <ContentItem> 
  <MediaType FormalName="Text" /> 

  <Format FormalName=”NskBasicText”/> 
  <MimeType FormalName=”text/xml”/> 
  <DataContent> 
   <body>  
       <p>…XMLによる記事のパラグラム…</p> 
   </body>  
  </DataContent> 
 </ContentItem> 
</NewsComponent> 

 

 



 

 163 

サンプル（NewsComponent の列挙）～記事と写真の複合～ 
 
<NewsComponent EquivalentsList=”no” > 
 <! -- NewsItemとこのNewsComponentの各種メタ情報 -- > 

… 
 <AdministrativeMetadata> 

…このニュースのProvider（提供元）、Creator（編集元）など… 
… 上位NewsItemの情報としても扱われる… 

 </AdministrativeMetadata> 
 … 
 <RightsMetadata>  

… このニュースの権利情報… 
</ RightsMetadata> 

 <! -- 記事のコンポーネント（NskNewsML:1の単体と同じ形態）-- > 
<NewsComponent> 
 <! ?  記事に関する各種メタ情報 -- > 

… 
  <AdministrativeMetadata> 

…この記事のProvider（提供元）、Creator（編集元）など… 
 </AdministrativeMetadata> 
… 

  <RightsMetadata> 
… この記事の権利情報… 

</ RightsMetadata> 
  <ContentItem> 
   <MediaType FormalName="Text" /> 

 … この記事の物理メタ情報(タイプやフォーマット)と生データ …  
</ContentItem> 

</NewsComponent> 
 
<! ?  写真のコンポーネント（NskNewsML:1の単体形態）-- > 
<NewsComponent> 
 <! ?  写真に関する各種メタ情報 -- > 

… 
  <AdministrativeMetadata> 

…この写真のProvider（提供元）、Creator（作成元）など… 
 </AdministrativeMetadata> 
… 

  <RightsMetadata> 
… この写真の権利情報… 

</ RightsMetadata> 
 <ContentItem Href=”photo.jpg”>  

<MediaType FormalName="Photo" /> 
… この写真の物理メタ情報(タイプやフォーマット) … </ContentItem> 

</ContentItem> 
</NewsComponent> 
 

</NewsComponent> 
 

 

 



 

 164 

7.4 NewsML データ伝送モデルの例 

NewsML を企業間やシステム間で伝達するためのデータ伝送モデルの例を下記のバリエーションで説明
する。 

この説明によって、特にプロトコルやシステムへの実装を規定するものではない。 

NewsML には、１つの NewsML ファイルだけからなるものと、外部ファイルを伴うものがある。 

また、外部ファイルを伴う場合はその送り方として下記のようなバリエーションを説明する。 

単体ファイル伝送 

外部ファイルを伴う複合データ伝送 

PUSH&PULLによる複合データ伝送 

PUSH による複合データ伝送 

複合データを 1 つにまとめで PUSH する伝送 

 

下記の説明の中では、PUSH と PULL というデータ伝送方法で説明をしている。 

PUSH とは、送り手が能動的にデータを伝送する処理を表す。 

PULL とは、受け手が送り手のシステムからデータを取り出す処理を表す。PULL する場合には、その
データの所在を知る必要がある。説明の中では、その所在をURL として表している。 

URL はプロトコルやインターネットアドレスを含んだもの (http://アドレス/ファイルパス )と、ファイル
パスだけを記述したものがある。 

 

7.4.1 NewsML 単体ファイル伝送 

単体の NewsML ファイル伝送は、１回の PUSH で送ることができる。 

別の方法として、受け手は URL をなんらかの手段で入手し、ファイルをPULL する方法もある。 

受信送信

受信送信

NewsMLNewsML NewsMLNewsML

①PUSH

NewsMLNewsML NewsMLNewsML

URL

②PULL
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7.4.2 外部ファイルを伴う複合データ伝送 

NewsML で写真等のバイナリデータを扱う場合、このバイナリデータは NewsML と別ファイルにする
ことがある。この場合、外部ファイルを含む、複数のファイルを伝送しなければならない。 

ここでは、複数ファイルから構成される複合データの伝送方式として、「PUSH+PULL」 、「PUSH」、
「１つにまとめてPUSH」の３種類のモデルについて説明する。 

説明中で、親と子という表現を使っている。親は NewsML ファイルで子の所在(URL 等)をもっており、
親のファイルで子ファイルが特定できることを前提にしている。 

 

7.4.2.1 PUSH&PULLによる NewsML 複合データ伝送 

処理概要  

送り手は、複合データの親ファイル(NewsML)を PUSH にて伝送。受け手は、親ファイル (NewsML)に
記述されているURL を使って子ファイルを PULL で取り出す方式。 

送り手が親に記述する URL は、プロトコルとアドレスを含んだ形式で記述しなければならない。また、
送り手は、URL に示された場所にデータをあらかじめ準備しておく必要がある。 

場合によっては 子ファイルに URL（孫データ）を含む場合も考えられるため、受信側は、再帰的に PULL
の処理を行うこともあり得る。 

また、他の方法として単体ファイル伝送で書いたように、送り手が親のURL だけを伝送し、受け手はそ
の URL から親ファイルを PULL、さらに親ファイル中のURL を使って、その子ファイルを PULL する
方法もある。 

利用シーンと特徴 

送り手と受け手が常時通信できる環境での利用。 

後述する方法にくらべ送り手の処理が単純であり多くのあて先に親ファイルを早く送ることができる。 

特殊な配信システムを持たずにWebサーバシステムでデータの供給ができる。 

子ファイルの受信失敗時のリトライを受け手側で行うことができる。 

受けて側は親ファイルを先に受信するため、受信状況を把握できる。 

受信送信

NewsML

URL

URL

NewsML

URL

URL

子データ子データ

子データ子データ

NewsML

URL

URL

NewsML

URL

URL

子データ子データ

子データ子データ

②PULL

③PULL

①PUSH
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Webのキャッシュサーバや Web サーバの分散を行って子ファイルの伝送のトラフィックをコントロール
しやすい。 

受け手が必要に応じて（子ファイルが必要な場合のみ）オンデマンドでデータを受けたい場合に有効。 

常時接続ではない接続（ダイアルアップ接続など）の場合、送り手が子ファイルの伝送を制御できないた
め接続を切るタイミングを受け手から送り手に伝える手順を追加する必要がある。 

 

7.4.2.2 PUSH による NewsML複合データ伝送 

処理概要  

送り手は、すべての子ファイルを PUSH し受け手の一時作業フォルダに伝送する。 

次に送り手は、親ファイルを受け手が親だと認識できる方法で伝送、受け手は親ファイルの受信を検知し
て受信処理を開始する方式。 

送り手が送るデータ中のURL は、プロトコルやアドレスを含まないファイルパスだけを記述することに
なる。 

ここで、受け手が親ファイルであることを認識するためには、下記のような方式が考えられる。 

親ファイルだと判別できるように、ファイル名に規則を持たせる。 

親ファイルを、特別なフォルダ（監視フォルダ・ホットフォルダとも呼ばれる）に送る。 

親ファイルのファイル名を最後に伝えるマーカファイル等を送る 

親ファイルの URL を最後に PUSH する（この場合親子の送る順番は自由） 

利用シーンと特徴 

送り手と受け手は、常時接続でなくてもかまわないため、ダイアルアップ環境でも利用できる。 

親ファイル(NewsML)が最後に送られてくるため、伝送中のデータがどんなデータか判断できない。 

送り手が多数の相手に伝送する場合、最後に送る親ファイルは比較的小さいため、子ファイルの伝送にズ
レがあった場合でも、ほぼ同時に伝送を完了することができ、仮想的な同報ができる。 

送り手は、あらかじめ親子関係などを再帰的に分析して必要な子ファイルを送る必要がある。 

受信

TEMP

送信

NewsML

URL

URL

NewsML

URL

URL

子データ子データ

子データ子データ

NewsML

URL

URL

NewsML

URL

URL

子データ子データ

子データ子データ

①PUSH

②PUSH

③PUSH

子データ子データ

子データ子データ

④PULL

⑤PULL
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送り手が伝送失敗を検出できない場合、受信側では再受信する方法が無い、別の手順を使って再伝送を行
うか、伝送保証をする仕組みが必要。 

 

7.4.2.3 複合データを１つにまとめて PUSHする伝送 

処理概要  

送り手は、複合データのすべてのデータを１度にPUSH する方法。 

受け手は、受信したデータを、元の複数ファイルに戻して利用する。 

１つの方法は複数ファイルをアーカイブして、１つのファイルにして PUSH する方法で、ツールとして
は zip,lha,tar と呼ばれるようなアーカイブツールがる。 

また、メール伝送に複数ファイルを添付する方法や、http のアップロードに使われる form の post で送
り側の cgi に対し multipart で送るといった方法がある。 

専用のプロトコル（ソケット通信等）を設計して、１回のセッションで複数データを送る方法も考えられ
る。 

受信側では、複数データのうち、どのデータが親であるか判断できなければならない。これには下記のよ
うな方法がある。 

親ファイルだと判別できるように、ファイル名や拡張子に規則を持たせる。 

親ファイルを、特別なフォルダのパス付きで格納する。  

親ファイルのファイル名を記述した固定ファイル名のファイルを同胞する。 

他の手段でファイル名を伝える。 

送り手は、データ中のURL に、プロトコルやアドレスを含まないファイルパスだけを記述することにな
る。 

受け手は、親ファイルの URLを参照して子ファイルの取り込みを行う。 

利用シーンと特徴 

送り手は、あらかじめ親子関係などを再帰的に分析して必要な子ファイル把握する必要がある。 

受信

TEMP

送信

NewsML

URL

URL

NewsML

URL

URL

子データ子データ

子データ子データ

NewsML

URL

URL

NewsML

URL

URL

子データ子データ

子データ子データ

②PUSH

子データ子データ

子データ子データ

④PULL

⑤PULL

アーカイブアーカイブ

①アーカイビング
③解凍

アーカイブアーカイブ
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一度の通信で複数のデータを伝送することができる。 

PUSH のみで送るため、常時接続でない場合も利用できる。 

アーカイブの場合解凍しないと中身がどのようなデータか判断できない。 

アーカイバーは圧縮を行うため伝送効率が良くなる。 
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添付資料-DefaultVocabularyFor の Context 属性 
DefaultVocabularyFor/@Contextの適用範囲（スコープ）  

DefaultVocabularyFor/@Context の適用範囲は、Catalog 要素の親要素を基点として、そのサブツリー
が、適用範囲（スコープ）になる。これは、すべてにおいて最優先され、適用範囲（スコープ）外に影響
することはない。 

 

DefaultVocabularyFor/@Contextの値は何を示すか？ 

DefaultVocabularyFor/@Context の値を XPATH として評価する。適用範囲（スコープ）内でこの
XPATHに一致する属性に、省略時のコントロールド・ボキャブラリが提供される。もし、Context 属性
の値が属性を示していないとき、”/@FormalName”が省略されていることを表す。 

たとえば、下記の場合 

<NewsComponent> 

<NewsComponent> 

    <Catalog> 
      <Resource> 

        <Url>topicset.iptc-format.xml</Url> 

        <DefaultVocabularyFor Context=”/NewsML//Format”/> 

        ... 

    </Catalog> 

<ContentItem Duid=”CI-001”> 

      <Format FormalName= ”...”/> 

      . . .  

  </ContentItem> 

</NewsComponent> 

<NewsComponent> 

<ContentItem Duid=”CI-002”> 

  <Format FormalName=”...”/> 

  . . .  
    </ContentItem> 
  </NewsComponent> 
 

<Catalog>の親要素(この例の場合 ContenItem DuId=”CI-001”)を基点として Context の文字列を
XPATH として一致する属性が対象となる。Context 属性の値の書き方に関わらず、Duid=”CI-001”の
ContentItem 内にある Resourceは、Duid=”CI-002”の ContentItem に影響を及ぼすことはない。したが
って、Context=”/NewsML//Format”のような記述は無意味であるために、そのような表現をすることを
推奨しない。 

IPTC NewsML 仕様書 V1.00 と同じ効果を表す記述方法は、Context 属性に”.//要素名”もしくは、”.//
要素名/@FormalName”と記述すればXPATH と適用範囲（スコープ）が一致するので、理想的である。 

DefaultVocabularyFor の 

適用範囲（スコープ） 
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参考: <DefaultVocabularyFor Context=”Format”/>の表す意味 

つぎのような記述があったとき、 

<NewsComponent> 

    <Catalog> 
      <Resource> 

        <Url>topicset.iptc-format.xml</Url> 

        <DefaultVocabularyFor Context=”Format”/> 

        . . .  

    </Catalog> 

<ContentItem Duid=”CI-001”> 

      <Format FormalName= ”...”/> 

      . . .  

  </ContentItem> 

IPTC NewsML 仕様書 V1.00 では、Catalog 要素の親要素のサブツリーにある、すべての要素に対す
る Format の FormalName属性についての省略時コントロールド・ボキャブラリを提供することを表し
た。 

IPTC NewsML 仕様書 V1.02 からは Catalog 要素の親要素を基点とした XPATH になるので、
Context=”Format”のように、 ”//”がない場合、NewsComponent 直下の要素を表すことになる。
NewsComponent 直下に Format 要素は存在しないので、この指定では、どのFormat 要素にも適用され
ないので注意が必要である。 

 

DefaultVocabularyFor/@Contextの優先順位  

もし、階層レベルの異なる Catalog/Resource/DefaultVocabularyFor から、XPATH で一致する要素が
あった場合、当該要素に近い親階層の Catalog による指定が優先される。もし、この Catalog/Resource
のコントロールド・ボキャブラリに一致する FormalName と Scheme がなかった場合、XPATH が一致
するさらに親階層の Catalog/Resourceから一致するコントロールド・ボキャブラリを探す。下図の場合、
○1 、○2の順でコントロールド・ボキャブラリから一致する FormalNameと Schemeを探すことになる。 

 

<NewsComponent> 

  <Catalog> 
    <Resource> 

      <Url>topicset.iptc-format.xml</Url> 

      <DefaultVocabularyFor Scheme=”IptcFormat” Context=”.//Format”/> 

      . . .  

  </Catalog> 

<NewsComponent> 

    <Catalog> 
      <Resource> 

        <Url>topicset.iptc-format.xml</Url> 

        <DefaultVocabularyFor Scheme=”NskFormat” Context=”.//Format”/> 

        . . .  

    </Catalog> 

<ContentItem Duid=”CI-001”> 

      <Format FormalName= ”...”/> 

      . . .  

DefaultVocabularyFor の 

適用範囲（スコープ） 

DefaultVocabularyFor の 

適用範囲（スコープ） 

DefaultVocabularyFor の 

適用範囲（スコープ） 

○1  

○2  
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  </ContentItem> 

</NewsComponent> 

 

DefaultVocabularyFor 要素が複数連続して記述されている場合 

一つの Catalog/Resource要素のなかに複数の DefaultVocabularyFor 要素があり、Context 属性の値
も同じ場合がある。このような場合、省略時 Schemeが複数提供されることになる。 

<Catalog> 

  <Resource> 

    <Url>topicset.iptc -format.xml</Url> 

    <DefaultVocabularyFor Scheme=”IptcFormat” Context=”.//Format”/> 

    <DefaultVocabularyFor Scheme=”NskFormat” Context=”.//Format”/> 

  </Resource> 

</Catalog> 

上記の場合、Format 要素の FormalName 属性にコントロールド・ボキャブラリが適用されるが、2
種類の省略時 Scheme が提供される。たとえばコントロールド・ボキャブラリから、先に Scheme
が”IptcFormat”で、一致する FormalName を探し、見つからなければSchemeが”NskFormat”で一致す
る FormalNameを探す。 

どちらの Scheme を先に探すかは、明確な規定がないこともあり、探す順序によって結果が異なるコ
ントロールド・ボキャブラリを作成することは推奨しない。 

 

 同じように DefaltVocabularyFor 要素が連続していても、Context属性が異なる場合もある。この場合
は、複数の要素に同じコントロールド・ボキャブラリが使われることを意図している。このような場合は、
たいてい Scheme属性が異なり、Contextに記述される該当XPATH要素ごとに Schemeを変えることに
よってコントロールド・ボキャブラリの候補を絞り込むような工夫がされている。 

<TopicSet Duid=”LocalTopicSet” Scheme=”IptcTopicType” FormalName=”LocalVocabulary” > 

  <Topic Duid=”BooleanTrue”> 

    <TopicType Scheme=”IptcTopicType” FormalName=”Property”/> 

    <FormalName Scheme=”Boolean”>True</FormalName> 

  </Topic> 

  <Topic Duid=”BooleanFalse”> 

    <TopicType Scheme=”IptcProperty” FormalName=”Property”/> 

    <FormalName Scheme=”Boolean”>False</FormalName> 

  </Topic> 

  <Topic Duid=”DayMonday”> 

    <TopicType Scheme=”IptcProperty” FormalName=”Property”/> 

    <FormalName Scheme=”Day”>Monday</FormalName> 

  </Topic> 

  <Topic Duid=”DayTuesday”> 

    <TopicType Scheme=”IptcProperty” FormalName=”Property”/> 

    <FormalName Scheme=”Day”>Tuesday</FormalName> 

  </Topic> 

</TopicSet> 
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... 

<Catalog> 

  <Resource> 

    <Url>#LocalTopicSet</Url> 

    <DefaultVocabularyFor Scheme=”Boolean” Context=”Property[@FormalName=’Print’]/@Value”/> 

    <DefaultVocabularyFor Scheme=”Day” Context=”Property[@FormalName=’PrintDay’]/@Value”/> 

  </Resource> 

</Catalog> 

... 

<Property FormalName=”Print” Value=”True”/> 

<Property FormalName=”PrintDay” Value=”Monday”/> 
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 熊本日日新聞社 メディア開発局システム開発部次長 岡松 暁夫 

 南日本新聞社 メディア開発局システム開発部 松元 博幸 

 日刊編集センター  ラテ配信局マネージャー 一ノ瀬 智 

 日経ラジオ社 編成報道局チーフディレクター 掛原 雅行 

 イースト コミュニケーション事業部シニアマネージャー 藤原 隆弘 

 産能コンサルティング 営業部報道システム担当主任 鈴木 辰也 

 東芝ソリューション 業種ソリューション第二部新聞ソリューション第二担当 渕山 央樹 

 ニコンシステム 第３システム本部第４開発部部長 宮本  亮 

 〃 第３システム本部第４開発部 山下 良一 

 日本アイ・ビー・エム 
ソフトウエア開発研究所情報マネジメント技術部長 
デジタルメディア担当 

石井 宏和 

 〃 ソフトウエア開発研究所情報マネジメント技術第二開発アーキテクト 柴山 英俊 

 日本システム技術 営業部新聞システム営業統括部長 林  克美 

 〃 技術１部 白鳥 和夫 

 〃 技術３部 馬場 一行 

 日本電気 
メディア･エネルギーソリューション事業部 
ソリューションビジネス推進部マネージャ 

佐藤  剛 

 〃 
メディア･エネルギーソリューション事業部 
ソリューションビジネス推進部主任 

假谷  元 

 〃 第三公共システム開発事業部 大内 龍也 

 日本電気エンジニアリング インターネットターミナル事業部ニューズメディア開発部 松江 則彦 

 富士通 情報メディア事業本部報道メディアシステム開発統括部 加藤 英明 
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 〃 情報メディア事業本部報道メディアシステム開発統括部 横田 雅人 

 〃 情報メディア事業本部報道メディアシステム開発統括部 吉田 裕司 

 松下電送グラフィックプリンティング システムエンジニアリング部システムパブリッシング課主任技師 宮本 和幸 

 〃 システムエンジニアリング部システムパブリッシング課主任技師 石川 茂雄 

 〃 システムエンジニアリング部システムパブリッシング課 西川 博己 

 ロココ 東京事業部システムコラボレーション部課長代理 高橋 和也 

 〃 大阪事業部企画営業部企画課課長 上田 善行 
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NewsML サポートチーム（第１期）委員 名簿 
                                                       ◎＝幹事、○＝副幹事 (敬称略）   

 社名 職名 氏名 

○ 朝日新聞東京本社 製作本部東京制作２部コントローラ 荒井 一幸 

○ 毎日新聞東京本社 制作技術局技術センター制作システムグループ技師 田中 孝次 

 読売新聞東京本社 メディア戦略局編集部 野口  潔 

 日本経済新聞社 情報技術本部主査 河村 俊介 

◎ 東京新聞 編集局機報部 加島 裕士 

 産経新聞東京本社 制作局システム管制部 土屋  学 

 報知新聞社 制作局システム部主査 小堀 弘治 

 日刊スポーツ新聞社 システム局 中村 貴史 

 スポーツニッポン新聞社 大阪本社システム局 大利 哲也 

 東京ニュース通信社 情報システム室システム管理部 杉浦 英生 

○ 共同通信社 システム局システム開発部主任 三輪 雅信 

○ 時事通信社 システム開発局開発部 赤倉 優蔵 

 読売新聞大阪本社 メディア戦略室事業部 藤井 浩一 

 産経新聞大阪本社 制作局システム管制部 池田 正行 

 朝日放送 放送技術局情報技術センター  赤藤 倫久 

 北海道新聞社 情報技術局技術開発部 橋本 尚人 

 岩手日報社 制作局技術機報部 川又  淳 

 河北新報社 システム局システム部 五井 克浩 

 山形新聞社 制作局システム部 名取  信 

 福島民報社 総合メディア室メディア企画部 長谷川 満 

 神奈川新聞社 デジタルメディア局システム部副主事 高橋 利明 

 山梨日日新聞社 編集局システム運用部 石川 秀和 

 静岡新聞社 制作技術局システム開発部 築地 宏和 

 信濃毎日新聞社 技術局技術開発部 山岸 拓巨 

 中日新聞社 編集局機報部 上   学 

 新潟日報社 システム室システム部 大島 拓郎 

 福井新聞社 メディア開発局システム開発部 吉田 秀樹 

 京都新聞社 メディア・システム局システム部主任 津浦 康男 

 神戸新聞社 メディア局情報技術部 前川 雄樹 

 山陽新聞社 システム局システム部 平本  肇 

 徳島新聞社 編集・システム総本部システム本部システム部係長 河野  仁 

 西日本新聞社 システム技術局情報システム部副主事 高木 弘典 

 熊本日日新聞社 メディア開発局システム開発部次長 岡松 暁夫 
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  NewsML サポートチーム オブザーバー参加者名簿  

 社名 職名 氏名 

 毎日新聞東京本社 制作技術局技術センターメディア・業務担当副部長 小野寺 尚希 

 読売新聞東京本社 メディア戦略局編集部 宮脇 鉱介 

 東京新聞 制作センターシステム運行部 田中 信之 

 産経新聞東京本社 制作局報道システム部次長 大島 義衛 

 報知新聞社 制作局システム部 茂原 栄太 

 日刊スポーツ新聞社 システム局 山口  晃 

 スポーツニッポン新聞社 東京本社システム局開発・ネットワーク部 阿部 孝男 

 東京ニュース通信社 情報システム室システム管理部課長 尾西 龍吾 

 共同通信社 システム局システム管制部 溝口 博則 

 時事通信社 システム開発局開発部 立元 智幸 

 産経新聞大阪本社 制作局報道システム部 小林 雅彦 

 北海道新聞社 情報技術局システム開発本部技術開発部部次長 渡辺 邦彦 

 中日新聞社 システム統括本部システム統括部 山尾 信二 

 新潟日報社 システム室システム部主任 石川 尚彦 

 京都新聞社 メディア・システム局システム部課長同等 高乗 昌人 

 神戸新聞社 製作本部次期システム推進室 園田  誠 

 西日本新聞社 システム技術局情報システム部次長 塩崎 真治 

 日刊編集センター  ラテ配信局マネージャー 一ノ瀬 智 

 イースト コミュニケーション事業部シニアマネージャー 藤原 隆弘 

 ＮＴＴデータ メディア開発ビジネスユニット課長 佐藤 新市 

 産能コンサルティング 営業部報道システム担当主任 鈴木 辰也 

 東芝ソリューション 
ソリューション第二事業部業種ソリューション第二部 
新聞ソリューション第二担当主任 

渕山 央樹 

 ニコンシステム 第三システム本部第四開発部グループリーダ 山下 良一 

 日本アイ・ビー・エム ソフトウエア開発研究所情報マネジメント技術主任 橋本 光治 

 日本システム技術 新聞メディア事業部営業統括 林  克美 

 日本電気 
メディア･エネルギーソリューション事業部 
ソリューションビジネス推進部マネージャ 

佐藤  剛 

 ＮＥＣエンジニアリング インターネットターミナル事業部 第二メディアターミナル開発部 松江 則彦 

 パナソニックＣＣグラフィックス システムエンジニアリンググループ新聞製作担当主任技師 宮本 和幸 

 富士通 情報メディア事業本部報道メディアシステム開発統括部 横田 雅人 

 富士フイルムグラフィックシステムズ 技術二部 横山 和夫 
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